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　　　　１







　東京二十三区は隅すみから隅までぎっしりと高層ビルで埋うまった都会だと思っている人がごくたまにいる。たとえば引っ越してくるまでの僕がそうだった。でも実際は、空を突き刺すみたいにつんつん尖とがっているのは大きな駅のすぐそばだけで、そのまわりにはべったりと平へい坦たんな街が広がっている。地じ盤ばん沈下ででこぼこになったアスファルト道路も、酸すっぱいにおいのするどぶ川も、だれが世話してるんだかわからない畑も、僕の通っている高校も、みんな駅を中心とした半径二キロの円内に詰まっている。ネオンの光なんて道路一本隔へだてるだけで届かなくなる。

『ラーメンはなまる』も、駅から歩いて五分の近さなのに、しょぼくれたビルに囲まれているせいで都会の光が届かない店のひとつだ。カウンター席が五つしかない狭せまいラーメン屋なのだけれど、酔よっぱらいが徘はい徊かいする夜はともかくとして、昼時にその椅い子すが埋まっているのを見たことがない。

　だから僕の採用試験は、春休みも半ばの三月三十一日、早くも客足が途と絶だえ店内にだれもいなくなった午後一時半に行われた。

「いいか、中身ちょっとでもこぼしたら不採用だからな」

　そう言ってミンさんは、湯ゆ気げを立てる丼どんぶりを載のせたトレイを次々と僕に渡した。彼女は『ラーメンはなまる』の若き店主で、長い髪かみは高く束ねたポニーテイルにして、季節を問わずタンクトップで健康そうな両肩かたをむき出しにしている。大きく開いた胸元に見えるのは、何重にも巻いた白いさらし。見た目通りの体育会系で、か弱い文系高校生の僕が逆さからえる相手ではない。でも一応口答えしてみた。

「あのう、なんでバイトの採用試験なのにこんなことを」

「おまえ、いくつ丼割ったと思ってるんだ。緊張感が足りないんだよ。だからそれ、ちゃんとアリスのとこまで出前できたら雇やとってやる」

　僕は以前、この店でちょっとだけ洗い物と給仕を手伝ったことがあって、そのときにものすごい損害を出したのである。むしろ試験してくれるミンさんの優しさに感謝すべきなのかもしれない。

「はいスタート。制限時間五分な」

「タイムリミットまであるんですか！」

　ミンさんににらまれ、僕は忍び足で勝手口から外に出た。







　アリスは、『ラーメンはなまる』と同じビルの三階、八号室に住んでいる。非常階段を上って廊ろう下かを五メートルくらい奥に進めばすぐだ。一階にある店から一分もかからない。

　でもそのときの僕は階段を一段上るのにも二秒くらいかけていたので、『ＮＥＥＴ探たん偵てい事務所』と書かれた看かん板ばんの前にたどりつく頃には汗びっしょりになっていた。

　両手はトレイでふさがっているので、肘ひじでなんとかインタフォンのボタンを押す。返事代わりに、青いランプが明滅する。

「アリス、頼む、ドア開けて」僕は哀あい願がんした。

『……勝手に開けて入りたまえよ。鍵はかかっていない』

　インタフォンから幼い少女の声がけだるそうに返ってくる。

「両手使えないんだトレイ二つ持ってるから」

『下に置けばいいじゃないか』

「むり。絶対落とす」

『なにを言ってるんだきみは。床ゆかにトレイを下ろすなんて簡単なこともできないくらい不器用だとは思わなかった』

「頭の上にも載ってるんだよ！」

　僕の悲痛な声に、やがてドアが開いて少女が顔を出した。足下まで流れ落ちる黒蜜みつのような髪、強い光を宿す大粒つぶの瞳ひとみ、クマさん柄がらの可愛かわいらしいパジャマからのぞく病的に白い肌はだ。

「……大道芸でも始めたのかい」

　両手に一つずつ、それから頭の上にも一つ、丼どんぶりとトレイを搭とう載さいしてぷるぷると震えている僕を一いち瞥べつして、アリスはあきれた口調で言った。

「なかなか面白い画えだから撮っておこう。あとでテツや少しよう佐さに見せたら喜ぶにちがいない。デジカメを取ってくるからそのままで待っていたまえ」

「いや、そんなのいいから」奥に引っ込もうとするアリスを僕は必死に呼び止める。「とりあえず、これ、取って、くれないかな」

　頭の上で危ういバランスで揺れているトレイを、目で示す。でもアリスは肩かたをすくめた。

「ぼくときみの身長差、それからぼくの腕うでの筋力を考こう慮りよしたまえよ。無理に決まっているだろう。部屋にあがってどこかに置くといい。ちゃんと靴くつは脱ぎたまえよ。床ゆかに落として汚よごしたりしたらワックスがけまでやらせるからそのつもりでね」

　アリスは相変わらず血も涙なみだもなかった。

　上半身を動かさないようにしてそうっと靴を脱ぬぎ、キチネットの流し台にたどり着いて両手に持っていたトレイを置き、頭の上のトレイをそっと下ろした。魂たましいまでつられて引っぱり出されてしまいそうなくらい長いため息が、クーラーの効いた冷たい床の上にとぐろを巻いた。

「……ああ、マスターかい？　うん、ナルミは今到着した」奥の部屋から、アリスがミンさんに電話している声が聞こえてくる。「……いや、ちゃんとこぼさず持ってきたようだよ。マスターは優しいね。ぼくなら丼じゃなくてバケツにするね」

　好き放題言いやがって。そう思いながら、僕は三つの丼を一つのトレイにまとめて載のせると、奥の寝室に運んだ。

　三面の壁は、天てん井じようまでの高さのラックですべて覆おおわれ、そこには怪しげな機械類がずらっと並んでいて、複雑に絡からんだ配線がいたるところでのたくっている。部屋の中央には大きめのベッド。毛布の上には大小さまざまなぬいぐるみが積み重ねられ、その中に埋うまるようにしてアリスが座っていた。

「まさか三つとも食べろと言うんじゃないだろうね」

　僕が持ってきた丼を、アリスはにらんだ。このパジャマ娘むすめは偏へん食しよくの上に少食、いつも食事を残さずに食べさせるのに苦労する。三つの丼にはそれぞれ、味のちがうラーメンが少量ずつ入っていた。

「たぶんミンさんは僕が一つか二つひっくり返すのを計算に入れてたんじゃないかな」

「どうしてこぼさずに持って来るんだい！　普段は鼻の頭にカマキリがとまっても気づかないくらい魯ろ鈍どんなくせに」

　なんで罵ば倒とうされなきゃいけないんだろう……。

　僕は病院のベッドに備え付けてあるような可動式のサイドテーブルを引っぱり出すと、トレイをアリスの前に置いた。

「アリスがどれか選んだら、残り二つは僕が食べるよ」

　パジャマ娘むすめは丼どんぶりの中に顔を突っ込まんばかりにしてラーメンをそれぞれ観察した。

「なるべく味の薄うすいやつがいい」

　すがるような目で僕を見上げて言う。

「三つとも新作らしいからどんな味かわからないんだよね」

「むー」

　かなり迷った末にアリスは透明なスープのやつを選んだ。しかし麵めんをちゅるんと一本すすって絶句する。

「どしたの」

「……酸すっぱい」

　酸っぱい？　ラーメンが？

　ああ、そういえば最近ミンさんは変わり種だねのラーメンに凝こっていたけど。

「うう……スープの色にだまされた。不覚だよ。またもこんな罠わなが仕掛けられているなんて」

　アリスは涙なみだ目めになりながらも麵を一本一本箸はしでつまんで口に運ぶ。

「こっちのは二つとも普通の味っぽいけど、取り替える？」

　ベッドの手前に座って自分の分の丼を抱かかえながら僕は言った。でもアリスは潤うるんだ目で、きっと僕をにらみつける。

「ラーメン一杯を平気な顔をして平らげるきみみたいな人間の舌したを信用できるもんか。ぼくが自己判断でこの丼を選んだんだ、この上きみの諫かん言げんに唯い々い諾だく々だくとしたがってそちらと交換し、やはり口に合わないという最悪の事態に陥おちいったら、深く傷ついたぼくの矜きよう持じはなにをもって癒いやせばいいというんだい」

　ラーメン一杯平らげるのは異常でもなんでもないと反論しようとしたが、「うー、うー」と泣きながら麵を一本一本すすりこんでいるアリスを見ているとなんだかかわいそうになってきたので、僕は口をつぐんだ。あっという間に二つとも丼を空にすると、キチネットに行く。

　冷蔵庫の戸を開くと、中にはぎっしりと詰まったドクターペッパーの深しん紅くの３５０ミリ缶かん。一本抜き取ってアリスのところに持っていく。最近はプルタブを上げてから出してやるという気き遣づかいを憶おぼえた。アリスは震える手で缶を引ったくって一気に飲み干す。

「ふううううう」

　脳味み噌そ溶とけるんじゃないかというくらいの安あん堵どのため息をつくと、アリスは「ナルミ、もう二本持ってきてくれたまえ」と空き缶を振った。このパジャマ娘むすめ、実に不健康なことに食生活のほとんどをドクターペッパーに依存しているのである。あんなもん飲みながらラーメン食べるやつに舌を信用できないなどと言われたくはなかった。

「人と人は支え合って生きているという真実を、ぼくは今強く実感しているところだよ。きみがそばにいてくれてよかった」

　ラーメンを食べ終えて三本目のドクターペッパーも空にしたアリスは、毛布の中にもそもそと潜もぐり込みながら僕に微笑ほほえみかける。不意をつかれた僕はどぎまぎして、肘ひじの先で丼どんぶりを引っかけて落としそうになってしまう。落ち着け。こいつはこういう意味深なことをさらっというやつなのだ。そもそもアリスに支えてもらった憶おぼえはないぞ？　いや……ないとも言えないか。どうなんだろう。

「ところで、『はなまる』で働きたいとは、またどういう風の吹き回しだい？」

　毛布の中から頭だけ出して、アリスは訊きいてきた。

「きみに生まれつき就労意欲が欠けていることはこのぼくが全ぜん幅ぷくの保証をするよ、わざわざマスターに迷めい惑わくをかけてまで確かめたりしなくてもいい」

「そんな保証要いらないよ」つーか僕の人生を勝手に決めつけんな。「ミンさんもひとりで大変そうだし、『はなまる』でバイトしてれば色々と便利だと思ってさ」

「便利？」

「だって、ここにはだいたい毎日来るし」

　この冬、アリスが解決した事件がきっかけで、僕はこの探たん偵てい事務所の助手という立場なのである。しかし探偵とはいってもアリスはこの通り社会性ゼロのひきこもりだし、依頼客が来ているところなど見たことがないから、助手の仕事といえばせいぜい食事とドクターペッパーを運んで、そのたびにアリスにいじめられることだけだ。それなら、バイトでもした方が時間が無む駄だにならなくていい。

「ふむ。きみがそれほど助手業務に熱心とは思わなかったな」

　おまえが毎日来いって言ったんだろが！

「まあ、このご時じ世せいに薄はつ給きゆうのラーメン屋店員のなり手がそうそういるとも思えないからマスターは助かるかもしれないが、彩あや夏かが退院したらきみは馘く首びだね」

　僕は丼を片づけようとしていた手を止めた。

　アリスが唐とう突とつに口にしたその名前をしばらく吞のみ込めずに、丼の底に残ったスープをじっと見つめた後で、ベッドの方を向いた。

「どうしたんだい。きみだって彩夏が戻ってくるまでのつなぎのつもりだったんだろう？」

「いや……え、あの……そんなこと、考えてなかった。だって」

　彩夏。

　今年のはじめに学校の屋上から飛び降りて、今は植物状態となって病院の個室にいる、僕のクラスメイト。僕の、たったひとりの友達。もう喋しやべることも、自分の足で歩くこともできない。

　その彩夏が──戻ってくる？

「可能性はゼロではないと医者が言ったのだろう。それを最初に聞いたのはきみじゃないか」

「そうだけど。でも」

　僕だって、色々調べた。今の彩夏のような状態は三ヶ月続くと遷せん延えん性意識障害──俗にいう植物状態と認定され、回復の見込みなしとしてほとんどの病院では退院を余よ儀ぎなくさせられる。回復した例があるとはいわれているけれど、そのほとんどはある程度の顔の動きで感情表現できるようになったとか、経けい口こうで食べ物が摂せつ取しゆできるようになったとか、それくらいだ。

　この生活に戻ってくるなんて、奇き蹟せきみたいなものだ。

「きみは奇蹟を信じないのかい？」アリスは笑う。

「アリスは信じてるの」

「もちろんだよ。奇蹟はだれにでも一度起きる。だが、起きたことにはだれも気がつかない」

　だれの言葉か知らないが、ひどい言い方だと思った。起きないと言ってくれた方がまだしも救いがある。それじゃあ僕と彩あや夏かのぶんの奇蹟は、屋上で過ごしたあの日々のどこかで知らずのうちに使い果たされていて、もう手遅れなのかもしれないじゃないか。

「大丈夫。一度起きたのなら二度目も起きる。信じたまえ」毛布を肩かたからかぶり、膝ひざを抱かかえてアリスは微笑ほほえむ。「サハラ砂漠に降る雨粒も、ゴールデンゲイトもタージマハルも、両親の死後に生まれてくる試験管ベイビーも、ジミ・ヘンドリクスもバベルの塔とうも、すべては奇蹟、奇蹟、奇蹟だ。きっといつか、ぼくら全員が友達になれる日が来る」

　相変わらずアリスの引用癖へきは意味がわからなかった。でも僕は無理につくった笑みを返す。

「きみとぼくが出逢あったことも、きみがこうして毎日ここに来てくれることも。丼どんぶりをひっくり返さずに運べたことも、すべて奇蹟だよ」

「……うまくオチがついたなあ」

　僕は立ち上がった。そうだ、採用試験には合格したのだ。早くミンさんのところに戻ろう。今日からでも働けるし。

　ところが丼三つとトレイ三枚を重ねて部屋を出ていこうとした僕を、アリスが呼び止めた。

「さっきマスターが電話で言っていたのだよ」

「なに？」

「帰りも頭に載のせて戻ってくるように、だそうだ」

「聞いてねえぞ！」
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　出逢いはすべて奇蹟だというのは悪くない考えかもしれない。とくに、アリスはひきこもりだし。僕は僕で、知らない人と二十秒以上喋しやべっていると息が苦しくなってくる病気だし。

　これまで出逢ったどんな人も、良かれ悪しかれ僕という人間に影響を与えているわけで、おかげさまで僕はこれ以上ろくでもない人間に堕おちることもなく、かといってまともな人間に成長することもなく、なんとか十六歳さいまで生きてきたわけだ。無限の可能性が広がる荒野を、人との出逢いだけを頼りに歩いて現在の僕という地点までたどりついたのなら、なるほどその道標の一つ一つはかけがえのないものかもしれない。ありがたいとは思わないけれど。

　だから、僕が『はなまる』採用試験に合格し働き始めたその日にあの娘こと出逢あったという符合も、たぶんなにかの奇き蹟せきなんだろう。

　彼女がやってきたのは午後三時過ぎで、僕はそのとき厨ちゆう房ぼうでチョコレートの塊かたまりを湯ゆ煎せんにかけて溶とかしていた。ミンさんは奥の方にいて、卵白をハンドミキサーで泡あわ立ててメレンゲを作っている。『ラーメンはなまる』の売りはプロ顔負けの手作りアイスクリームなのだ。店内にはラーメン屋にあるまじき甘あまい匂においが充満し、客は一人もいなかった。

　だからだろう、「ごめんください！」と勢い良く引き戸を開けて入ってきたその娘は、店内の空気に触ふれるなりびっくりして固まり、僕の手にしたチョコ入りのボウルを二秒ほどまじまじと見つめてから、二歩退さがって店ののれんを確認した。

　肌はだがくっきりとカフェオレ色をした、ひどく目立つ女の子だった。歳としは僕より一つ二つ下くらい、胸くらいまでの長さの髪かみを無む造ぞう作さな三つ編みにして左右に垂らし、エスニックな見慣れない文字を白抜きにした青いＴシャツを着て、太ももで切り落としたデニムのショートパンツをはいている。太平洋を泳いで渡ってきて今さっき東京湾に着いたんですと言われたら信じてしまいそうなくらい健康的できれいな脚だった。肩かたにかけた焦こげ茶色のでかいボストンバッグが、なんだか不ふ釣つり合いに見える。

　僕と目が合うと、彼女は「サワディ」と言って合がつ掌しようし、ちょっと頭を下げた。僕も思わず同じ挨あい拶さつを返してしまう。えーと、どこの国？
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　のれんをもう一度確かめてから彼女は言った。

「あの、これ、『ラーメンはなまる』て読むんですよね？」

　きれいな発音の日本語だった。僕はなんだか後ろめたくなって、チョコの入ったボウルを流しの中に隠かくしながら答える。

「えーと……たぶん」

「たぶんっ？」ボストンバッグがその娘この肩かたからずり落ちそうになる。「ごめんなさい漢字あんまり読めないんです」

　いや、漢字は一文字も使ってないぞ？

「おおっ？　じゃあこれはなんて読むんですか」

　彼女はのれんの端はしを引っぱって指さした。

「……それはただのナルトの絵だ」

「これでナルトって読むんですか。日本語って難しい」

「読まないよ……」

「でもおかしいな、やっぱり場所間違えたのかな。きれいで優しそうなお姉ねえさんがやってる店だって聞いたんだけど」と、彼女は表情を曇らせて店のあちこちを見回す。

「うんそれはきっとべつの店だ。ミンさんは全然優しくな──あ痛っ」

　裏から厨ちゆう房ぼうに出てきたミンさんが僕の後頭部を思いっきり殴なぐった。

「なに堂々と噓うそを教えてんだおまえは」

　こぶを押さえて苦く悶もんする僕を押しのけて、腰こしエプロンをしめる。

「いらっしゃい。まだ営業してるよ。どうぞ座って」

「あ、あの、ごめんなさい、ラーメン食べに来たわけじゃないんです」

　続く彼女の言葉は信じがたいものだった。

「このお店の上に探たん偵てい事務所があるって聞いて来たんです」

　僕とミンさんは顔を見合わせた。

　これが、僕がはじめて遭そう遇ぐうした、ＮＥＥＴ探偵事務所への依頼客だった。
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「来客とは珍しいね。ナルミ、客人にもドクターペッパーを」

　普段僕には一本も飲ませてくれないドクペを（いや、飲みたいとも思わないけど）、アリスはその女の子に出させた。自分はベッドの毛布の上で正座している。たぶんそれが来客時の礼節のつもりなんだろう。

　常時クーラーの効いている事務所に入ってきたばかりの女の子は、しばらく玄げん関かん口で寒さに閉口していたが、奥の寝室に通されるとアリスを目にして口をぽかんと開けて固まった。大きなバッグが肩かたからずり落ちて床ゆかにずんとぶつかる。表情変化のわかりやすい娘こだなと思う。

「……探たん偵ていさん？」

「ニート探偵だ。アリスという。そっちは助手のナル……わ」

　女の子はベッドの端はしに手をついてアリスににじり寄った。まるでパジャマのにおいを嗅かいでるみたいに、アリスを至し近きん距離からしげしげと観察する。

「な、なんだい」

「抱だっこしてもいいですか？」

「なにをばかなこと言ってるんだきみは！」アリスは真まっ赤かになって女の子の顔を押しのけ、後ずさった。

「ごめんなさい、こんな探偵さん見たことないから、つい」

「なにがついだ。依頼人は依頼人らしくしていたまえよ！」

「どうしてもだめ？　一回だけでいいから」

「ぼくはぬいぐるみじゃないぞ！」そばにあったぬいぐるみを手当たり次第バリケードのように積み重ねながら、アリスはさらにベッドの奥の方へと退たい避ひする。

「まったく、彩あや夏かといいマスターといい、どうして女はぼくを見ると抱きつきたがるんだ。理解に苦しむよ」

　いや、その気持ちはなんとなくわかるぞ。しかし話がこじれそうなので僕は黙っている。

「さっさと身分を明かして依頼内容を話したまえ。きみだってここに遊びにきたわけじゃないんだろう」

　ぬいぐるみの山の向こうから、アリスがむくれたまま言う。

「おぅ。そうでした」女の子はベッドの端はしから膝ひざを下ろした。「メオっていいます」

　彼女の名前の発音は「メ」の後に微び妙みような伸ばす音が続き、「オ」は奥に引っ込むような「ゥ」に近い付属音で、日本語にはない響きだった。それから彼女は両手を頭の両側のちょっと高いところにまるで動物の耳のように当てて、指をぱたぱたと曲げ伸ばしする。

「メオ？　が名前？」と、僕は思わずベッドの脇わきから口を挟はさむ。

「そう。猫ねこのことです」

「生まれはタイだね？」とアリスが言うので、メオはまた目を丸くする。

「わかるんですか？　さすが探偵さん」

「タイ語に探偵もなにもないだろう」

「変わった名前つけるんだね、タイって」

　猫、がそのまま名前なのか。あっちじゃ普通なのかな。

「それはチューレンといって、あだ名なんだよナルミ。タイの人たちはほとんどチューレンで呼び合う。名みよう字じはやたらと長い場合があるし、そもそもあまり名字を気にしない文化なんだね。本名を隠かくすのは魔ま除よけの意味もあるらしい。魔ま物ものに連れ去られるといけないから、わざと動物の名前や無意味な音列なんかをあだ名としてつけるんだ」

「魔ま除よけだったんですか！」とメオがびっくりする。「全然知りませんでした」

　大丈夫か本場タイ人。

「メオは五歳さいくらいでこっちに来たのでタイのことはあんまり知らないんです」

「あ、それで日本語うまいのか」

「日本語は、お父とうさんとか、同じマンションの旦だん那なさんたちに教わりました。うち、フィリピンとか中国から来た女の人たちがいっぱい住んでるんだけど、旦那さんはだいたい日本人」

「ん？　ひょっとしてきみの住んでいるのはハロー・パレスというところじゃないかい？」

「おーぅ。探たん偵ていさんなんでも知ってるんですね！」

　メオはベッドの枠わくに手をついてぴょんぴょん飛び跳はねた。

「いや、ヒロに以前聞いたんだ、そういう奇き妙みような社宅があるって。世間は狭せまいものだね」

「あ、そのヒロさんから探偵事務所のこと聞きました」

　メオの言葉に、アリスと僕は視線を交わした。なるほど。ようやく話がつながってきた。

「メオの隣となりの部屋に中国から来たお姉ねえさんが住んでて、ヒロさんも一ヶ月くらいそこで暮らしてたんです。去年の夏だったかな。いっぱい日本語教えてもらいました。ヒモっていう難しいお仕事をしてるって」

「ヒモは仕事じゃねえ！」

　思わずでかい声を出してしまった。ヒロさんは『ラーメンはなまる』にたむろする若者の一人で、女の子の家を転々とするヒモ暮らしである。あの人、なにを教え込んでるんだ。

「でもヒロさん、管理人さんにばれて叩たたき出されちゃったんです。そのとき、なにか困ったことがあったら『ラーメンはなまる』に来るといいって」

「なるほどね」アリスはため息をついて首を振った。「とりあえず後でヒロを呼ぼう。色々と言ってやりたいことがある。それはさておき、まずはその困ったことについて聞こうじゃないか。そのために来たのだろう？」

　そこでようやく、曇り一つなかったメオの顔に翳かげりがさした。







「お昼頃、家に電話がかかってきたんです。お父さんから」

　メオはベッドの手前にぺたりと座って、語り出す。

「『金庫に入ってる鞄かばん持ってどこかに身を隠かくせ』っていきなり。なんのことかわかんないけど、お父さん声が怖かったから言う通りに」

「その鞄が、これ」と、僕は足下のボストンバッグを指さす。

「そうです。すっごく重い。くたびれちゃった」

「父上にこちらから連絡とってみたのかい？」

　メオは顔を曇らせる。

「会社には絶対連絡するな、家にもしばらく寄るなって言われて。それから携帯にかけても出ないの。身を隠かくせって言われてもそんなあてないし。それで、ヒロさんに教えてもらった探たん偵てい事務所のこと思い出したの」

「お父とうさんの名前は？　なにしてる人？」

「草くさ壁かべ昌まさ也やいいます。ハロー・コーポレーションて会社で働いてる」

　アリスは眉まゆをひそめた。

「その名前もヒロに聞いたな。隣りん室しつにやくざみたいな男が娘むすめと住んでいるって、あれはきみのことだったのだね」

「お父さん今はやくざじゃないよ」

　……今は？

「昔、大阪の方にいた頃は組に入ってたけど、もうやめたって」

　元やくざが娘に突然電話をかけてきて、とうぶん身を隠せと言う。しかも荷物つき。ひどくきなくさい。

　再びボストンバッグに目を注ぐ。なんだか爆ばく薬やくでも入っているみたいに思えてきた。

「中身は見たのかい、メオ」

「ううん」

「じゃあ」アリスは声を落とし、ベッドの端はしから足を床ゆかにおろす。「ぼくに見せてもかまわないと思うのであれば、バッグを開きたまえ。ただし言っておくが、開けたらもうスイッチが入り、後戻りできなくなるだろう。おそらくはね」

　僕もメオもアリスの顔を見た。例によって、突然謎なぞなことを言い出すやつだ。

「……爆ばく弾だんでも入ってるの？」

　メオが僕と同じ疑問を口にした。アリスはもろそうな笑みを浮かべて首を振る。

「歴史上最も多く人を殺してきたものはなんだと思う？　爆薬ではないし毒薬でもない。情報だよ。知ることは死ぬこと。それでも、きみの父上がどんな目に遭あっているのか知らなければ手は貸せない。決心がついたら、開けたまえ」

　メオが唾つばを吞のみ込む音が聞こえた気がした。彼女の視線は、ボストンバッグとアリスの顔の間を三往復くらいさまよった。

　メオがバッグのジッパーを引いた瞬しゆん間かん、曰いわく言い難がたいにおいが部屋中に広がったような気がした。なんのにおいなのか一いつ瞬しゆんわからなかった。危険のにおい。欲望のにおい？　あるいは、これがいわゆる──

「わ……」

「うわぁ……」

　僕とメオは同時に声を漏もらした。鞄かばんの中に溜たまった闇やみの底から僕らをにらみあげる、無数の福ふく沢ざわ諭ゆ吉きちの顔。ぎっしりと無造作に詰め込まれた一万円札の束。むせ返るような金のにおいは、もちろん錯さつ覚かくだった。そうとわかっていても、これだけの大金──億おくはあるんじゃないだろうか──をはじめて目にした僕は、軽い酩めい酊ていを味わっていた。

　やがてメオのつぶやきが沈黙を破る。

「……どうして、こんなお金……」

「きみの家はこんなに蓄ちく財ざいできるほどに裕ゆう福ふくなのかい」

「うち、こんなにお金持ちじゃないよ」

「このバッグ、ずっと金庫に入ってたの」

　僕は横から口を挟はさんだ後で愚ぐ問もんだと気づく。ずっと金庫に入っていたならメオにわかるはずないか。メオは目をつむって「んー」と人差し指でこめかみをぐりぐりする。

「たまに会社から持って帰ってきたのを見た。あ、お給料日とかに。わあすごいお父とうさんこんなにお給料もらってたんだ」

　んなわけねえだろ。

「アリス、これ会社の金じゃないの……」

「その可能性はあるね」

　いきなり連絡を絶った父親。自宅の大金を持ち出させて隠かくれるように言った。自分も逃げてどこかに隠れたのだ。しかも、元やくざ。

「これやばいよ、警察行った方が」

　アリスの耳元に小声で囁ささやく。でもメオにはしっかり聞こえていたようだった。ベッドの枠わくをつかんで僕に詰め寄ってくる。

「どういうことっ？　お父さんがどうしたの」

「いや……」僕は返答に詰まってアリスをちらと見ながらうろたえる。

「父上は犯罪に巻き込まれているかもしれない」

　かわりにアリスがぴしゃりと言ってくれた。メオの表情が固まる。

「いや、言葉を飾るのはよそう。きみの父上は会社の金を詐さ取しゆし、それが露ろ見けんしたために逃亡した可能性がある」

「お父さんそんなことしない！」

　メオはぬいぐるみを蹴け散ちらしてベッドに飛び乗り、アリスの肩かたをつかんだ。

「落ち着きたまえ。可能性の話だ。家にも会社にも近づくなということはきみの居場所が会社に知られてはまずいということだ、加えて本人も音信不通となれば──」

　アリスの言葉も耳に入らないようで、ベッドから飛び降りると床ゆかのボストンバッグをひっつかんで玄げん関かんに向かって駆かけだした。

「ナルミ！」

　アリスに言われるまでもなかった。自分でも普段の鈍にぶさからは考えられないくらい反射的に身体からだが動いて、玄げん関かんの前でメオの肩かたをつかまえた。

「放してへんたい！　ちかん！　油すまし！　マチカネフクキタル！　名な古ご屋やこーちん！」

　てめえそのボキャブラリはどこから仕入れたんだ日本語詳くわしくなさそうな顔しやがってヒロさんだなヒロさんが教え込んだんだなつうか後半のはそれ罵ば倒とう語ごじゃねえ痛い引っ搔かくなちくしょう落ち着けっての暴れんな！

　事務所の壁の薄うすさを心配しながらも、僕はメオを羽は交がい締めにして耳元で叫んだ。

「いいから落ち着けって！　お父とうさんどこいるのか知らないんだろ出てってどうすんだよ！」

「捜さがしに行く！　お父さん泥どろ棒ぼうなんてしない！」

「行ってどうす──」

「はなしてーっ！」

　そこから先の罵倒は（たぶん）タイ語になってしまってよくわからなかった。おまけにばたばた暴れるので、腕わん力りよくのない僕はもう限界だった。

「メオ。父上がなんと言っていたのか忘れたのかい」

　背中から凛りんとした少女の声がぶつけられ、僕の腕うでの中でメオが固まる。

「身を隠かくせと言っていたのだろう。なにか深刻な事態に巻き込まれていることは確かなんだ。きみの身にも危険が及ぶ可能性もある。出ていってその配慮をぶち壊こわしにしてどうする」

「……でもっ」

　メオは身をよじって僕の腕うでから逃れた。涙なみだぐんでいるのがわかる。

「警察を呼んで来てもらえばいい。きみの方からあてもなく捜さがしに行くなんてただの愚ぐ行こうだ」

「……警察？」

　メオの顔が曇る。

「警察やだ。お父さんも警察には言うなって言ってた。あの人たち肌はだの色がちがうだけでひどいことする。うちのマンションの人はみんなちゃんとビザ持ってるのに」

　別人みたいにこわばった口調だった。

「……なんかあったの」

　顔をのぞきこもうとすると、メオはぶんぶん首を振った。

「お父さんも、昔やくざだったからってだけで疑われるんだ、きっと」

　なんだか急に生なま々なましい話になってきたので、僕は黙り込むしかない。

　たしかに、東南アジアから来た人たちにとっては決して住み良い国とは言えないかもしれない。それに僕だってメオのお父さんが元やくざというだけで、会社の金を持ち逃げしてもおかしくない、なんて安あん直ちよくに考えてしまっている。でも──

　警察には言うな？　そんなことわざわざ言うってことは、やっぱりなにか犯罪っぽいことがあったんじゃないのか。

「だからメオ自分で捜す」

「居場所も知らないくせに──」

「こっちを向きたまえ。きみの目の前にいるのはだれだい？」

　ぴしゃりとアリスの声が飛ぶ。

　振り向くと、いつの間にかアリスはベッドから下りて、寝室の入り口、無数のモニタが放つ逆光の中に立っている。

　言葉を途と中ちゆうで遮さえぎられた僕は、だれにも聞こえないくらいそっとため息をつくと、メオから離れてキチネットの流し台に寄りかかった。ベッドから出たアリスには、まず口出しできない。

「……探たん偵ていさん」

「ただの探偵じゃない。ニート探偵だ。ベッドの上に居ながらにして、世界中を検けん索さくし真実を見つけ出す」

　メオはぐったりと床ゆかに膝ひざをついた。涙なみだ目めで、しばらくアリスをにらむ。だれも口を開かなかった。僕もなにか言おうとしたけれど、有効な言葉は一つとして思いつけなかった。依頼者と探偵の間に、助手が口を挟はさむ余地はない──アリスは僕を見ていなかったけれど、彼女の目はそう言っているような気がした。

「お父とうさんも、見つけられるんですか」

　湿しめったメオの声。

「それは依頼かい？」

　答えるアリスの声はどこまでも冷たい。

「依頼されれば、ニート探偵は三千世界の彼方かなたまでも検けん索さくし尽くしてそれに応こたえよう。依頼がなければ、ぼくはただの物言わぬ無数の窓のままだ」

　メオは手の甲こうでぐしぐしと目め尻じりをこすった。

「依頼する」くっきりとした声で言う。「お父さんを助けて」

　ほっとした顔をしたのは、アリスの方だった。僕にはその安あん堵どの理由がわかる。事件を通してしか外の世界に触ふれられないひきこもりの探偵は、依頼がなければベッドの上でひとり情報を貯ため込んでいくしかない。アリスの孤独も、なにもできないまま世界が進行していく恐怖も、この冬に体験した事件で僕は聞かされていた。

　それでも。

　やっぱり、口を出さないわけにはいかなかった。

「警察、どうしても行かないの」

　メオとアリスが同時に僕の方を向く。先に答えたのはアリスの方だった。

「依頼者の要よう請せいには可能な限り従うのが探偵だよ」

　メオはふるふると首を振るだけ。僕はため息をついて、髪かみの毛をかき回す。

「ほんとに犯罪だったらどうするつもりなんだよ……」

「お父さん悪い人じゃない」

　うるせえな。わかったよそれはもう。悪い人じゃなくても犯罪に巻き込まれることはあるだろ。アリスまで危険な目に遭あわせたくない。

　でも、アリスは冷たく言い放つ。

「ぼくが受けると決めたんだ。きみが口を出すようなことじゃない」

　僕は真っ暗な気分になる。こいつ、本気だ。ひとが心配してるってのに。

「きみがなんのためにここにいるのか、もう一度よく考えてみたまえよ」

「……アリスに食事とドクペを運ぶため？」

「本気で言ってるなら、ぼくの百万の軽けい蔑べつを帆ほに受けて速やかに出ていきたまえ」

　それが仕事だっておまえが言ったんじゃないか、という言葉を吞のみ込んで、僕はしばらく考え込む。もちろん探たん偵てい助手は探偵を手伝うためにここにいるのだ。心配するためにいるわけじゃない。でもなあ。

　冬の事件を思い出す。あのとき僕は自分のことに必死で手一杯で気づかなかったけれど、アリスたちは警察を頼まずにかなり危ない橋を渡っていたのだ。アリスもテツ先せん輩ぱいたちもこんなことには慣れっこなのだろう。

　ああ──そうか。

　僕が心配だったのはアリスのことじゃない。自分がついていけるかどうか不安だったのだ。というか、たぶんついていけない。知識もコネもスキルもない。

　なんのことはない、自分がびびっているだけだ。

「……悪かったよ」

　メオは僕の足下から不安げな目で、アリスはベッドの上から冷ややかな目で見つめてくる。雑ざ魚こは黙っていろと非難されているような被害妄もう想そうが湧わいてきたので、僕は後ずさって半分ほど冷蔵庫の陰に隠かくれた。

「じゃあ、じゃあさ」みじめな気持ちで言う。「依頼受けるのに一コ条件がある」

「なんできみが条件をつけるんだい」

「いやだからその」アリスの視線は耳を切り裂さく二月の風みたいに痛い。「メオも隠れろって言われたんだろ。これからどうすんの」

　メオはふるふる首を振った。「考えてない」考えとけよ。

「さっきみたいに飛び出していかれたら困るから、メオの身の安全もまとめて依頼してくれなきゃ受けられないよ」

　メオは不思議そうに僕の顔を見上げて瞬まばたきを繰り返した。失しつ踪そうした元やくざを捜さがすのは無理かもしれない。でも、女の子一人かくまうくらいなら、僕にもなにかできる。僕はこわごわアリスの顔をうかがった。

「いざとなればメオの身の安全を口実に草くさ壁かべ昌まさ也やの捜そう索さくを断念できる、みたいな卑ひ劣れつなことを考えているわけじゃあるまいね」

「考えてないよそんなこと！」

　実はちょっと考えていた。なんで無む駄だに鋭いんだこいつは。

「まあいい。きみの言い分はもっともだ。メオ、そういうわけだから」

「……どういう？」

「守ってくれと言いたまえ。でなければ警察に突き出す」

「な、なんだか脅おどされてる気がする」

「脅してなんかいない。きみの父上を捜さがすために必要な措そ置ちだ。三つの選択肢しがあると言っているんだ。このまま出ていくか、警察を呼ばれるか、自身もぼくらに託たくすか」

　メオはしばらくボストンバッグを抱かかえて黙り込んでいた。それから、不意に僕に向かって三つ指突いて頭を下げる。

「ふつつかものですがよろしくお願いします」

　……どこで憶おぼえたんだそれは。だれに教え込まれたんだヒロさんか？　ヒロさんだな？

「じゃあ、ナルミ、きみが言い出したことだからね。さっそく職務を果たしたまえ」

「え？」

「メオをかくまうのだろう。マスターの家に空き部屋がたくさんある。頼んできたまえ」

「ミンさんにッ？」

　ミンさんはラーメン屋のすぐ裏手の一階居住区に住んでいて、親おや父じさんが失しつ踪そうして以来、部屋がいくつか空いている。だからメオが隠かくれる場所としては、たしかに最適だった。でも、ええと、僕が頼まなきゃだめ？
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「なんで警察行かないんだ」

　僕の方を見ようともせず、キャベツをざくざく刻みながら、ミンさんは言った。僕は返答に詰まり、勝手口から厨ちゆう房ぼうに顔を突っ込んで不安げにこちらをうかがっているメオの顔をちらと振り返って、それからまたミンさんに向き直る。

「えっとその。色々と事情が」

「どんな」

「うー……」

　メオのお父とうさんが連絡を絶ったことと、メオが逃げろと言われたことまでは話した。でも、この先どう説明したものか。

「事情話せないのにかくまえってのか」

　あらためてそう言われると都合のいい話だな……。

「まあいいけど。親おや父じの部屋が空いてるからそこ使え」

　……って、いいのかよ。

「あの、メオやっぱり迷めい惑わくだから」

　背後からメオの不安げな声がする。そこでようやくミンさんはこっちを向いてくれた。

「あんたは気にするな。なにかあったらナルミを殴なぐるから。ちょっと汚きたないとこだけど好きに使っていいよ、どうせ余ってる部屋だし」

「だってさ」とメオを振り返ると、カフェオレ色の顔にぱあっと笑みが広がる。

「ありがと、ミンさん」

「飯はラーメンしか出ないからな。ナルミ、わたしの部屋の押入に布ふ団とんあるから出してやって」

「あ、はい」

　メオを連れて、厨ちゆう房ぼうの奥からミンさんの家にあがる。しかし、あまりにも当たり前に命令するもんだから流されてしまったけど、女の人の寝室にほいほい入っていいんだろうか。

　ミンさんのお父とうさんは五年前に娘むすめとラーメン屋を放り出して失しつ踪そうしていた。なので、部屋は倉庫と化して、書しよ架かと食材の段ボール箱で埋うまっている。僕はスープ用の乾物が入った箱を大ざっぱに積み上げると、なんとか布団を敷くスペースをつくった。メオはボストンバッグを抱かかえたまま部屋の入り口に立って、室内を物珍しそうにきょろきょろ見回している。

「いいのかな、使ってる部屋みたいだけど」

「でも、他ほかにあてもないだろ。家には戻れないんだし」

　メオの表情が暗くなる。僕はあわてて付け加えた。

「後で、メオの家どうなってるのか見てくるよ。アリスの知り合いにはそういうゴタゴタが好きな変なやつがいっぱいいるから、大丈夫」

　メオを残して部屋を出ようとしたら、服の裾すそを引っぱられた。

「……えと。なに？」

「みんな優しいね、ミンさんも、探たん偵ていさんも、助手さんも」

　優しい？　僕が？

「さっきは、暴れたりしてごめんなさい。メオのこと心配してくれたのに。……ありがと」

　僕はぐっと言葉に詰まる。あれはメオを心配したわけじゃないので、そういうふうにストレートに感謝されてしまうとものすごく困る。どう返していいのかわからない。

「なんだかうらやましいな。ヒロさんが自じ慢まんしてたの。ヒモだし帰る家もないけど『はなまる』があるって。ラーメンしか作ってくれないけど優しくてきれいなお母かあさん役もいるって」

　ミンさんみたいにおっかない母親はいやだな……。と、そこで僕はふと思い至る。

「ねえメオ、お母さんはどうしてるの」

　今さら気づいたけれど、母親のことは一度も話に出てこなかった。メオの顔は一いつ瞬しゆんだけ凍こおりつく。うつむき、床ゆかに置いたボストンバッグの上に腰こしを下ろして、僕を見上げた。

「……お母さんは、日本に来てすぐに病気して死んじゃった」

　僕は吐と息いきを吞のみ込む。でもそこでこの娘こは、僕の足下から笑いかけてくるのだ。夏の朝の靄もやみたいにはかない笑顔で。

「でも大丈夫。マンションのお姉ねえさんたちもいるし」

　人は笑っているときの方が寂しそうに見える。僕はこの冬にそれを学んだ。

　警察に事件を持ち込めば、草くさ壁かべ昌まさ也やは見つかるかもしれない、でも、メオはひとりぼっちになるかもしれないのだ。ようやくそのとき僕はそれを悟さとる。

　でも、だからって、どうすればいいのかはわからなかった。もし草壁昌也を発見できたとして、彼が犯罪に関わっていたとしたら、アリスはどうするつもりなんだろう。

　僕は──どうするつもりなんだろう。

「どうしたの、助手さん」黙りこくってしまった僕を、メオが下からのぞき込んでくる。僕はその視線を振り払うように首を振った。

「なんでもない。変なこと訊きいてごめん」
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　ヒロさんはそれからすぐに店にやってきた。午後五時くらいだ。

「メオちゃんが来てるんだって？」

　店に駆かけ込んできたのは、クリーム色のウェスターナージャケットに白のチノパンツを着こなした、すらりとした長身の十九歳さい。ヒロさんより白が似合う男性は芸能人でも見たことがなかった。モデルかホストかという見映えだけど、どっこいニートでヒモである。

「あ、ヒロさん！」

　奥でアイスを食べていたメオが厨ちゆう房ぼうに顔を出す。

「今日はもう仕事終わったの？」

「ヒモはクリエイティヴな仕事だから時間は比較的自由になるんだよ」とヒロさんはにこやかにうそぶく。

「ヒロおまえちょっとこっち来い。それ以上日本の恥を広められないようにしてやる」

　ミンさんが包ほう丁ちようを手ににらむので、ヒロさんは泡あわを食って店から出て裏手に回った。『ラーメンはなまる』の勝手口を出てすぐのところはビルの谷間で、積み重ねられた古タイヤやひっくり返したドラム缶かん、ポリバケツ、テーブル代わりの木台などがあって、ニートたちのかっこうの溜たまり場になっていた。

　開店前なのにとくに仕事もないので、僕も勝手口を通ってヒロさんのところに行った。なぜかメオもついてくる。

「だいたいアリスに電話で聞いたよ」ポリバケツに腰こしを下ろしてヒロさんは言う。「しかしわからないことだらけだな」

　僕もうなずく。

「バッグのお金、けっきょくどれくらいあったの」

　ヒロさんは隣となりに座ったメオの顔を見た。

「え。わかんない。数えてない」

「たぶん億おくはあったと思います。あんだけの量なら」と僕がかわりに答える。

「メオちゃん家ちそんなに金持ちだったっけ」

　メオはぷるぷる首を振った。

「だよなあ。小さい会社だし、出で稼かせぎの人たちと同じ社宅に住んでたんだもんな」

「会社のお金だと思うんですけど」

「会社の金？　なんでそんなに持ち出せるんだよ。現金だろ？」

「えっと。だから、その」僕はちょっと言い淀よどむ。「アリスがさっき調べたんですけど、取締役らしいんで。それならどうとでもできるかな、って」

「……横おう領りようにしたって、あそこそんなに儲もうかってたかなあ。かなり経営苦しかったって聞いたけど」

「おうりょーってなんですか？」

　メオがものすごく無む邪じや気きそうな顔で訊きいてきたので、僕もヒロさんも一いつ瞬しゆん返答に困った。しかたなく僕はできる限り言葉を選んで答える。

「えーと。会社のお金を、立場を利用してパクること」

「助手さんまたそういうこと言う！　お父とうさんそんなことしない！」

　メオは顔を赤くして僕の二にの腕うでをべしべし平手で叩たたいた。ヒロさんが間に割って入り、メオの肩かたを力強く押さえる。

「絶対にしてないって言い切れるか？」険しい声で訊たずねる。

「絶対してない」

「信じてる？」

　メオは首がちぎれそうなくらい深くうなずいた。

「うん。わかった」ヒロさんの声は一息で柔やわらかさを取り戻す。「信じるのはメオちゃんの仕事。疑うのはおれらの仕事。疑わなきゃ見えてこないことがいっぱいある。だからそういう薄うす汚ぎたない仕事は任せて」

　ヒロさんとメオの目が合う。そこでヒロさんはにっこり笑う。

　やがてメオはためらいがちに、こくんとうなずく。

　大したものだなあ、と思ってしまう。実のところヒロさんの言っている論理はよくわからないのだけれど、それでも黙らせてしまう力がある。きっと普段はそれをもっと邪よこしまな方面に使いまくっているのだろう。女の敵てきめ。

「どっちにしろ、まず会社とメオちゃん家がどうなってるか見てこないとな」

「ヒロさんマンションの場所知ってるんですよね。知り合いもいるし」

「あー。おれ、あそこの管理人に面めん割れてるんだ。モトカノの番号も消しちゃったし」

　そういや叩たたき出されたとか言ってたっけ。じゃあどうすんの？

　ヒロさんは黙って僕を見た。

　メオも黙って僕を見た。

　ええと……

「僕、ですか」

「しょうがない。他ほかにいないし」

「行くのはいいんですけど、でも僕、仕事中ですよ」

「ええ？　仕事って？」

　跳とび上がるほど驚かれたのでなんだかひどく傷ついたが、僕は腰こしにしめた『はなまる』の黒エプロンをぽんぽんと叩いてみせる。

「え、ナルミ君ここでバイトはじめたの？　ほんとに？　なんで？　大丈夫だよニートは病気じゃないんだから無理して治そうとしなくても」

　そもそもニートじゃねっつの。

「それに今、仕事してるようには全然見えないんだけど」

　そう言われると口ごもってしまう。ヒロさんの言う通りだったからだ。

「テツ先せん輩ぱいとか少しよう佐さはどうしてんですか」僕は必死に矛ほこ先さきをそらそうとする。

「テツはさっき電話したら府ふ中ちゆうにいるって」

　あ、今日は競馬か。春休み中だから曜日の感覚が消えてた。

「最終レースで電車代まですっちゃったから歩いて帰ってくるってさ。ＷＩＮＳ行きゃいいのにね。なんで開催してもいない東京競馬場にわざわざ行くんだか」

　あの腐くされギャンブラー……。府中からここまで四時間はかかるぞ？

「少佐も電話つながんないんだよ。たぶんサバゲー中じゃないかな」

「バイト終わってからじゃだめですか」

「夜の仕事してる人だから、たぶん今行かないと留る守す」とヒロさん。ため息が出てくる。まるで見えないだれかの手が僕を働かせないようにと操っているみたいだった。わかったよ。これから行けばいいんだろ？

　勝手口から厨ちゆう房ぼうに戻った。ぐつぐつ煮立つ寸ずん胴どう鍋なべの前に立って、真剣な目つきでアク取りしているミンさんにそっと声をかける。

「あの……」

「初日からエスケープか。おまえいい度胸してんなあ」

　僕の顔をちらとも見ずにミンさんは言う。全部聞かれていたらしい。

「ご、ごめんなさいなんでもな──」

「いいよべつに。ひまだし。七時までに戻ってこなかったらクビな」

　出かける前に、ヒロさんがジャケットと伊だ達て眼鏡めがねを貸してくれた。このかっこうを見ればヒロさんの知り合いだってすぐにわかってくれるとか。とすると、たぶんそのマンションに住んでいるというモトカノに買ってもらったものなんだろう。

　店の裏に駐とめてあった自転車を押して通りに出たとき、店内からミンさんとメオの会話がかすかに聞こえてきた。

「メオ、うちでバイトする気ない？」

「え、だめですよ今タイ料理屋さんでバイトしてるから。……あ、でも、しばらく休むから、辞やめさせられちゃうかも」

「やる気になったらいつでも言って。すぐにナルミをクビにするから」

　ひでえ……あんまりだ。泣きそうになりながら僕はペダルを踏み込み、夕映えに染まりつつある街に向かって走り出した。
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　駅の南口側に抜けて坂をずっと上り、郵便局を過ぎてちょっと行ったところで右折。中学校と大使館の間あたりで、迷って何度か同じ道を行ったり来たりしてしまった。ずっと左手に見えていた学校の校舎くらいある四階建て煉れん瓦が造り風の集合住宅が目的地である『ハロー・パレス』だと気づき、僕は自転車にまたがったまましばらくぽかんと口を開けて立ち止まってしまった。東南アジアからの出稼かせぎ女性ばかりが住んでいるという話を聞いて、六畳じよう間まに七、八人で住んでいるようなオンボロアパートを想像していたのである。失礼な偏へん見けんだな、これは。

　なんとなく、管理人室からは見えないように、建物の脇わきに入ったところに自転車を駐めた。

　スタンドをおろしたところで、メオの持っていた目もくらむほどの大金のことを思い出す。やっぱりまともじゃない。犯罪がらみだったらほんとどうしよう？　警察がすでにメオの家に来てたりして。そしたら知らん顔すればいいだけか。

　胸ポケットから伊達眼鏡を取りだしてかける。

　玄げん関かん入ってすぐの管理人室にはだれもいなかった。でもなんとなく忍び足気味になってしまう。変装して潜せん入にゆうしようとしている怪しいやつみたいだな、僕。べつにやましいことをしているわけではない、と自分に言い聞かせながら三階まで上って、四号室の前まで行った。表札は『草くさ壁かべ』だけ。あたりに人の気配はないので、ちょっと安心する。一応、インタフォンを鳴らす。三分くらい待ってみたけれど、なんの反応もなかった。ノブを回してみたけど鍵がかかっている。

　実はメオから鍵を預かっているのだけれど、さすがに中に入るのは気が引けた。だれかに見つかったら、どうして鍵を持ってるのか説明できないし。

　しかたなく、昔ヒロさんが同どう棲せいしていたという隣となりの三号室のインタフォンを押す。二十秒くらいたって、ドアが細く開かれ、チェーンの向こうから若い女の人が顔を出した。

「はい……」

　眠ねむたげな声。簡かん体たい字じがびっしりプリントされただぼだぼのＴシャツに短パン。長い髪かみは無む造ぞう作さにヘアバンドでまとめている。化け粧しようはしていなくても目鼻立ちがくっきりした大陸系美人さんだった。

「……だれ？」

「あ、ご、ごめんなさい」寝てたのかな。「あの、桑くわ原ばら宏ひろ明あきさん知ってますよね」

　ヒロさんの名前を出したとたん、女の人の目の焦しよう点てんが合った。

「ヒロくん？　え？　……あ、そのジャケ」

「ええと。今、うちにメオが」

　女の人の眉まゆがぴくんと跳はねた。ものすごい勢いでドアを閉じて僕の言葉を遮さえぎると、チェーンを外すもどかしい金属音が聞こえ、今度は大きく玄げん関かんが開く。

「あー、あー、聞いてる聞いてる、ちょっと待っててねすぐ持ってくるから」

　え、ちょ、ちょっと、なんですか？

　僕が玄関のドアを押さえている間に女の人は奥に引っ込むと、しばらくしてから茶色い紙袋を持って戻ってきた。

「これそのままでも食べられるけど温めた方が美お味いしいよ」

　混乱しきった僕の手に紙袋が押しつけられる。

「え、あ、あのっ？」

　わけがわからず目を白黒させている僕に、女の人はいきなり抱だきついてきた。ブラジャーをつけていないのがわかって僕は硬直する。と、耳元で彼女が囁ささやいた。

「ここじゃ話せないから、今はそれもらいに来たふりして帰って」

　僕ははっとする。女の人はぱっと僕から離れ、「じゃあみんなにもよろしくね！」と営業がかった明るい声で言うと、僕を廊ろう下かに押し出してドアを閉めた。

　廊下に取り残された僕は、しばらく紙袋の重みを腕うでの中で持て余す。

　ここじゃ話せない？

　あの人、メオの事情を知っているのだろうか。でもここじゃ話せないってどういうこと？　聞かれるとまずいだれかが部屋の中にいたとかだろうか。

　なにがなんだかさっぱりわからなかったけれど、お姉ねえさんの言った通りにすることにした。紙袋を抱かかえて素直に『ハロー・パレス』を出る。

　玄関を出てすぐのところで袋を開いてみると、中には小さめの中ちゆう華か饅まん頭じゆうがぎっしり詰まっていて、その上に一枚の名めい刺しが置いてあった。『エスニックパブ・シャンハイＬＯＶＥ』という店名のロゴはぴかぴかのピンク色。源げん氏じ名なはひらがなで『りん』だけ。その下にボールペンの走り書きがあった。




　ａｍ４‥00　お店の裏で待ってて




　名めい刺しに書かれたパブの営業時間は深夜三時半までだった。店が終わるまで待ってろってことか。でも、なんでこんな回りくどい演技までしなきゃいけないんだろう。

　名刺をポケットに入れると、路上に駐とめてある自転車の方に歩き出した。ぞくりという冷たいものを感じたのは、そのときだった。

　立ち止まるべきじゃなかった。そのまま自転車に乗ってさっさと走り去るべきだった。でも僕の足はその予感に止まってしまった。視界の端はしに、『ハロー・パレス』から出てきてまっすぐ僕の方に向かってくる二人の人影が引っかかった。

　男の片方はくたびれた革かわジャン。もう一人は悪趣味な紫むらさきの柄がらシャツにパンチパーマ。僕は気がつかなかったふりをして足を早めた。角を曲がる。マンションの影に入る。急に寒気がした。

「おい、おまえ」

　男の片方が硬い声を飛ばした。それだけで僕は男がきわめて暴力的な世界の住人だと直観した。やばい。逃げるしかない。僕が自転車のスタンドを蹴けり上げたとき、すぐ背後にせわしげな足音が迫った。顔を上げると角を曲がった二人の男が早足で迫ってくる。

「ちょっと待ておまえ」

　ほとんど脊せき髄ずい反射だった。僕は両腕うでを振り上げて、手に持っていた紙袋を投げつけた。下り坂に蹴けり落とすようにして自転車を漕こぎ出しサドルに飛び乗ったので、どうなったのかはわからない。男の怒声が背中に吹きつけた。すぐ後ろに追いついてきて今しも襟えり首くびをつかまれるんじゃないか、という恐怖が僕の漕こぎ足を加速させた。ノーブレーキで坂道を下り、車道にぶつかりハンドルを右に切るなり、横からやってきた車が頰ほおをかすめけたたましいクラクション音を残して僕を追い越していく。

　表通りを避けてよく知らない裏道をぐねぐねと走り、埃ほこりっぽい四車線道路に出たところで僕はようやく停車して後ろを振り向いた。もちろんあの二人の影はなかった。肩かたを上下させて、呼吸と鼓こ動どうを無理矢理落ち着かせようとする。肺がぎりぎり痛んだ。

　なんだろう、あの二人は。

　思わず逃げてしまったのは、柄がらの悪さに嫌いやな予感がしたこと以上に、あの中国人のお姉ねえさんの態度が引っかかっていたからだった。

　携帯電話を取り出す。

「……あ、僕です」

『どう、依林イーリンには逢あえた？』とヒロさん。

「え、あ、はい、逢うには逢えたんですが」

　そうか、依林イーリンだから源げん氏じ名なが「りん」なのか。なんて関係ないことを考えながら、僕はなんとか荒い息を落ち着け、言葉を続けた。

「メオの家、だれかに張られてます」

　電話の向こうでヒロさんは黙り込んだ。

「やくざ、かも。ヒロさん、とりあえずメオに絶対外に出るなって言っておいた方が」

『わかった。やっぱり物ぶつ騒そうだな。ひょっとしたら四代目にもなにか頼むかもしれないな……』

　今から戻ると伝えて電話を切った。

　四代目になにか頼む事態。あり得る話だけど、それだけはかんべんしてほしかった。街ににらみをきかせる少年やくざが出てくるとなれば、拳こぶしが振るわれ血が流されることはもう避けようがないだろう。

　でも、僕の予感は悪い方だけ当たるのだ。このときだってそうだった。




　　　　[image: まーく]




　午前四時のホテル街は、瞼まぶたが真まっ赤かに腫はれ上がっているのに眠ねむれない病人みたいな雰ふん囲い気きだった。うねうねした坂道に沿って、料金とオプションが書かれた看かん板ばんを照らす電灯がぽつりぽつりと続き、その頭上にぼんやりと青やピンクにライトアップされたホテルの横顔が浮かび上がっている。

　一人でそんな夜道を歩いていると、いたたまれなさに圧おし潰つぶされそうで、僕はそれぞれのホテルの料金表に無理矢理意識を向ける。最近は競争が激しいのか、謎なぞなオプションが多い。どこも電子レンジが置いてあるのはよくわからないし、『ドリームキャストあります！』ってのは一体どんなカップルを狙ねらっているのだか。

　そういや前の事件でここ通ったんだよな。憶おぼえてないけど。さすがにこの時間は人通りも絶えていて静かだった。

　坂を上ってホテル街を抜けると、ぱっとしない飲み屋が並ぶ通りに出る。若者の街のきらびやかな輝きからは押しのけられてしまった、おっさんのためのストリート（たぶん）。

　ヒロさんの話によると、風営法の改正で、ただでさえ少なかったこの街の店舗型風俗はほとんど絶滅してホテルヘルスばっかりになってしまったんだそうだ。

　絶滅危き惧ぐ種である『エスニックパブ・シャンハイＬＯＶＥ』は、そんな通りの入り口にあった。玄げん関かん口のガス燈とう風の照明や上部が丸くなった扉なんかは普通の大人おとな向けバーといったおもむき。ピンク色のネオンも大きさ控えめで、あんまりいかがわしい店には見えない。というか風俗なの？　パブって書いてあるけど。

　携帯の時計を見る。日付が変わって四月一日、三時四十五分。早すぎた。

　中年男性が、明らかにプロとわかる胸元の大きく開いた服の女性と腕うでを組んで僕のそばを通り過ぎ、ホテル街へと歩いていく。僕は店の間の狭い通りに身体からだをねじ込んで隠かくれた。

　夕方、『はなまる』に戻ったときのことを思い出す。あの中国人のお姉ねえさん──依林イーリンさんにもらった名めい刺しを見せてことの次第を話したら、ヒロさんはひどく言いにくそうに、「おれが行くよ。ナルミ君こんな時間に外出られないだろ」と言った。依林さんとはよっぽどひどい別れ方をしたんだろうと思う。

　それに気を遣つかったというのもあるけれど、僕は自分で行くと断った。このくらいのことまでヒロさんに任せていたら、できることがなくなってしまう。

　しかし、パブの裏手にある有料駐ちゆう車しや場の縁えん石せきに腰こしを下ろした僕は、請うけ合ったことをちょっと後悔しているところだった。警察に見つかって補導されたらどうしよう。学校にも連絡行くんだろうな。姉には黙って家を出てきてしまったし。なにやってんだろ、僕……

「待った？」

　女の人の声が降ってきて、僕はひっくり返りそうになった。見上げると、昼間の街ではまずお目にかかれないやたらと短いタイトスカートに淡いクリーム色のジャケットを着た依林さんが、ちょっと腰をかがめて僕の顔をのぞき込んでいた。

「ごめんね。大丈夫なの？　こんな時間に。てっきりヒロくんが来るもんかと思ってた」

「ヒロさんは……えっと」

「わかってるよ。嫌いやがったんでしょ？　今度わたしのかわりに一発殴なぐっといてくれる？」

　依林さんはそう言って笑った。

「ここじゃなんだし、ファミレスでも行こう」

　彼女は僕の腕うでを取って歩き出す。その仕し草ぐさがあんまりにも自然で、僕はどぎまぎしながらも腕を引かれるままについていく。

　でも、じきにそれに気づいた。依林さんの歩き方がちょっと不自然なのだ。よく見ないとわからないくらい腰を曲げていて、歩幅がそろっていない。

「あの、……具合悪いんじゃないですか？　お腹なかかどこか」

「あれ。わかるの」と彼女は横顔で苦笑する。「まあ、わたしは商売道具だから顔だけは殴られなかったけどね」

「え……？」

「あんた、逃げたんだって？　だめだよーせっかく知り合いのふりしたのに。言い訳作るの苦労したよ。あいつら全然こっちの話信じないし」

「あ、あの、革かわジャンとパンチパーマですか？」

「そう。うちの店のケツ持ち。メオが戻ってこないかどうか見張ってるの」

　ケツ持ち？

「みかじめ払ってるやくざ。なにするかわからないよ、あいつら。だから、しばらくは絶対に戻ってきちゃだめだってメオに言っておいてね」

　やっぱりやくざだったのか。なんでやくざがメオを捜さがしてるんだろう。僕がさらになにか訊きこうとしたとき、後ろから声がかかった。

「お待たせ」

「どうしたのその子」

　振り向くと、依林イーリンさんと同じようなかっこうをした女の人が二人、建物の間を抜けてこっちに歩いてくるところだった。







　深夜のファミレス、他ほかに利用客の姿もない喫きつ煙えん席のいちばん奥のテーブルで、僕はお水のお姉ねえさん三人に囲まれて小さくなっていた。依林さんは大盛り鉄てつ火か丼どんをかきこみながら、「で、あんたは一体だれなの」と訊きいてくる。

　テーブルの上には他ほかにもハンバーグセットだのあさりのパスタだのトマトシチューだのフライドポテトだのが所狭しと載のっていて、僕はその食欲にちょっと圧倒されてしまう。三人とも細身なんだけど、この身体からだのどこにこれだけの食べ物が入るんだろう。

「メオとどういう関係なのヒロの知り合い？」

　台たい湾わん出身だというホアさんが早口で訊たずねる。

「中学生？　高校？」と、僕の隣となりに座ったフィリピーナのジョリファさんがそれを遮さえぎるように質ただした。

「あ、高校生です」中学生に見えるのか。たまに間違われるけど。「えーと、説明しづらいな。ヒロさんから聞いてませんか、ラーメン屋の上にある探たん偵てい事務所のこと」

「あー」依林さんはうなずいた。「何度も聞いた。その探偵って女だよね？　どんな人？」

「どんな人、って……」

　僕はアリスのことをほとんど知らない。年ねん齢れいさえも。

「十二、三歳さいくらいのちっこい女の子ですよ。いつもパジャマ着て部屋にひきこもってます。口はすっごい悪いけどパソコン関係の腕うでは確かじゃないかな」

「え、うそ、そんなに若いの。なにそれ。意味わかんない」

　依林さんは青ざめて。少しの間口をつぐんでいた。それから、最初の煙草タバコに火をつけてかなりわざとらしく一服し煙けむりを大きく吐はき出す。

「ほんとにそんなに若いの？　だって探偵でしょ」

「んん。探偵は自称なんじゃないかな」

　アリスの話を聞いたときの反応はこれくらいが正常なのかもしれない、とも思ったけど、ちょっと驚きすぎのような気もした。

「そうか、そんなのに負けたのか、わたし。うっわ、ヒロくんてロリコンだったのか。すごいショック……」

　天てん井じようを見上げて、小声でつぶやく。かなり聞き捨てならない言葉だった。どういうこと？　それってつまり、ヒロさんが？　え、いや、そんなまさか。

「依林イーリンもあんなヒモのことは早く忘れなって」

　なぐさめようと頭をなでたホアさんの手を依林さんは振り払って、質問を続けた。

「ヒロくん、まだその探たん偵ていの手伝いやってるんだ。で、メオはそこにいるの？」

「あ……はい」

　今日の昼──いや、もう昨日きのうか──メオがＮＥＥＴ探たん偵てい事務所にやってきたいきさつを、僕はかいつまんで説明した。あらためて話してみると、長い一日だ。

「メオが泊めてもらってるとこ、安全かな」とジョリファさん。

「んー。まあ」ミンさんは心強い。協力してくれればね。

「メオは、あたしらみんなの娘むすめみたいなもんだから」ジョリファさんが続ける。「あたしもクサカベさんみたいな人と結けつ婚こんしてメオみたいな子がほしかった」

「あんたの旦だん那なシャブ中じゃん。お似合い」ホアさんが冷やかした。

「もうやめさせたよ、クサカベさんがぶん殴なぐってくれた」

「でもまだ仕事見つけてないんでしょ」と依林さんが眉まゆをひそめる。

「永住ビザ出たら放り出すよ」

　そこからどんどん僕には理解できないどろどろした話になって、しかも英語と中国語とタガログ語が混ざってきたので、僕はいたたまれなさを痛感しながらアイスコーヒーをストローですすった。

「メオも草くさ壁かべさんがどうしたか知らないの」と、依林さんが話を戻してくれる。

「全然なにも」僕は首を振った。メオから聞いた、昼間に突然かかってきた父親からの電話の話を伝える。

「クサカベさん、なにやっちゃったのかな」

「田た原ばら組ともめたのかな。でもあの人、もう大阪の組とは切れてるんでしょ」

「さっきうちの店にも連中来たよ。うちの店長、クサカベさんが関西にいた頃からの知り合いだからさ、すっごいしつこく訊きかれてた。なにか預かってないか、とか。なんにも答えてやらなかったけど。ふん」

　やっぱりあれは会社の金──いや、ひょっとするとやくざの金？

　実際に今、メオの手元に爆ばく弾だん級の大金があることは、ひとまず三人には言わないでおくことにした。知ることは死ぬこと、なんてアリスの言葉も思い出しながら、僕は口を挟はさむ。

「あのう」

　自分の手のひらに汗を感じた。しかし、これは訊かずにはおけない。

「ハロー・コーポって、えっとなんでしたっけ、企業舎しや弟てい？　やくざなんですか？」

「まさかまさか」と三人そろって首を振る。

「えっと。じゃあメオを捜さがしてたのは」

「だからあれは田た原ばら組ってとこのケツ持ち。お水やってると、なにかゴタがあったときに困るからってんでやくざにお金払うの。ていのいいたかりだよね、ほんと。最近はそういうのとすっぱり手を切る店が増えてるんだけどさ、うちはねえ……ガイジン多いからね」

　それで僕はますますハロー・コーポレーションという会社がわからなくなる。やくざとつながりがあったり、パブを経営していたり、その一方でかなり立派な社宅を出稼かせぎの外国人女性に貸たい与よしていたり。

「詳くわしくは知らないけど」と、依林イーリンさんは前置きする。「都心で夜の商売やってると、どうしてもそっちとは無関係じゃいられないってだけ。表向きは人材派は遣けんだし、ちゃんと日本語教室も開いてるし」

「あたしらもけっこういい給料もらってるしね」

「でもこっち来るときにかなり借金したからね。くにに送っても半分くらい持ってかれる」

「ぼったくりだよね」

「しょうがない。組合のおかげで日本にいられるんだし」

「組合？」と僕。なんかもう次々知らない話が出てきてついていけない。

「ハローは出稼ぎの女集めて共きよう済さい組合つくってるの。草くさ壁かべさんはその会長だから、自分もあそこに住んでるわけ。ビザ取りやすくなるし、あとは結けつ婚こん相手を紹介したりとか」

　依林さんの説明に、僕は引っかかりを覚える。ちょっと待て。

「それっていわゆる偽ぎ装そう結婚……」

　ジョリファさんとホアさんがそろって笑った。

「ちゃんと一緒に暮らしてるよ。仲良くしてないとビザ審しん査さ通らないからね」

「でもこれからどうなるんだろ。クサカベさん捕つかまったりしたら」

「チンピラみたいなのが代わりに来たら、わたしやめるかも。草壁さんが色々世話してくれたから我が慢まんできてたのに」

「依林はまだ独身だからいいけどさ……」

　僕を放置して再びどろどろしていく三人の会話を遠く聞きながら、僕は半ば放心してコップの中の氷をストローでかき混ぜていた。メオのお父とうさんの居場所について手がかりがないどころか、物ぶつ騒そうな話が後から後から出てきてどんどん話がわからなくなっていく。

　冬の事件は、簡単だった。言ってみればすべてがガキの手の内で種たねを蒔まかれ膨ふくれ上がりガキの手によって摘つみ取られた話だった。でも今回はちがう。

　アリスの手に負えるんだろうか。







　ファミレスを出たときには、心なしか夜の縁ふちが青みがかっていた。もう夜明けが近いのだ。歩道には僕らの他ほかは人影がないけど、車道はこんな時間でも行き交う車とバイクで騒さわがしい。

「そういやあんたの名前聞いてなかった」と依林イーリンさんが言った。

「あ。藤ふじ島しまです。藤島鳴海なるみ」

「どういう字？」

　依林さんが携帯を取り出したので、僕も携帯を出して自分の名前を表示させて見せた。

「あー。ミンハイ」

　中国語読みされた。なにかの漫まん画がで見たな、これと同じこと。

　僕と依林さんたち三人は、夜明けの路上で携帯番号を交換した。

「ミンハイも、その、探たん偵ていを手伝ってるわけ」

「ええと。助手らしいです」

　自分で言うのはちょっと恥ずかしい。

「そう。じゃあ、草くさ壁かべさん見つけたら助けてあげて。やくざがどんな連中かはわたしらよりよく知ってるはずだから、草壁さんの方からもめ事ごと起こすはずないよ。たぶんなにかせっぱ詰まった事情があったんだと思う」

　それはどうだろう。少しずつばれないように金を抜ける手段が手近にあるとしたら、やるやつはやるんじゃないだろうか──そう思いながらも、僕はうなずく。

「もう、クサカベさんもメオと一緒にタイに逃げちゃえばいいんだよ」

　ジョリファさんがぽつりと言った。

「そうね。いなくなられたらわたしらは困るけど、でも、こうなったらもう無事に戻ってくるなんて無理だろうし」

「ミンハイ、クサカベさんに逢あったらそう言っといて」

　ホアさんが僕の手を握る。

「あの人もだいぶハローにこき使われてきたから、もうどこかに逃げてゆっくりしていい」

「そう……ですか」

「奥さんのお骨もタイに持って帰ってあげた方がいいしね……」

　僕ははっとして依林さんの顔を見る。

　異国の地で死んだ、メオの母親。

「メオをよろしくね」

　三人ともからそう頼まれ、ついでに一回ずつ抱だきつかれ、僕らは別れた。

　依林さんたちが去った後も、僕はしばらくガードレールに腰こし掛けてぼうっと夜明けを眺ながめていた。眠気ねむけは胸のあたりにしこりになっていて、いっこうに頭まで上がってきてくれなかった。見下ろすと、駅の南口に向かって流れ落ちる坂道と、それに沿ってもやもやと夜空を脅おびやかす街の光。

　話は僕の予想を超えてきな臭くさくなっていた。どうしよう。依頼主ぬしも尋ね人もやくざに追いかけられているなんて思ってもみなかった。こんな事件で、僕なんてなんの役に立つんだろう。もう一度、あのとき追いかけてきたやくざのことを思い出そうとする。ああ、だめだ。次に逢あっても絶対に逃げる。

　アリスはなんで僕を助手にしたんだろう。最初はなりゆきだった。それはわかってる。でもエンジェル・フィックス事件が終わった後は？　僕が助手のままでいたいと言って、アリスがそれを受け入れたのだ。いったい僕なんかになにを期待していたんだろう。わからない。

　鴉からすの群れがやかましく僕を取り囲んで急せかした。考えていてもしかたのないことだった。

　とにかくこれが僕の助手としての初仕事だ。

　アリスの隣となりにいられるのかどうか──これで、決めよう。

　冬の事件のときだって、僕にできることはなにもなかった。でも、アリスは僕を助手だと言ってくれた。どれほど馬鹿にしようとも、見捨てたりはしなかった。だから、最後に残ったどうしようもない可能性に、しがみつくことができた。

　今も同じだ。

　できることを、やるしかない。

　ガードレールからおりると、尻しりの砂すな埃ぼこりをはたき落とし、僕は歩道を歩き出した。










　　　　２







　眠ねむれそうになかったので、なんとなく『ラーメンはなまる』に寄ってみることにした。早朝の店は、驚いたことにシャッターが半分ほど上げられて、潰つぶれた台形の光が暗いアスファルトの上に漏もれていた。かがんで店内をのぞき込むと、カウンターの向こうで三つ編みの髪かみがせわしなくあちこち飛び回っているのが見えた。メオだ。なにやってんだこんな時間に？

　お父とうさんのことをどう話したらいいのか、まだ考えがまとまっていなかったので、メオとは顔を合わせたくなかった。でも戸から離れようとした僕にメオはすぐに気づいて、鍵を開けてくれた。さすがに逃げ出すわけにもいかない。

「助手さん早起きだね」

「いや、寝てないだけなんだけど」

　脳味み噌そと裏うら腹はらに身体からだは疲れ切っているので、僕はカウンター席の真ん中の椅い子すに崩くずれ落ちるように腰こしを下ろす。

「ミンさんもまだ寝てるでしょ」

「ううん。ミンさんいつもこの時間はジョギングしてるんだって」

　へえ。さすが体育会系。

「つられて起きちゃったから、朝ご飯作ってるの。助手さんも食べる？」

　言われてみれば厨ちゆう房ぼうにはいいにおいが漂ただよっている。思わず僕は腹に手をやる。依林イーリンさんたちの食欲に気け圧おされてコーヒーしか頼まなかったけど、そういえば腹が減っている気がする。

「僕のぶんもあるの」

「うん。もうすぐできる」

　出てきた丼どんぶりには澄すんだスープと煮くずれたご飯、あさり、海え老び、その上から胡ご椒まと香料の葉っぱを振りかけてある。あんまり珍しい材料は使っていない（というかほとんど『はなまる』にあるものばかり）のだけれど、きちんとエスニックな香りがした。カーオ・トムというのだそうだ。タイ風お粥かゆってところだろうか。

　皿に盛った彩いろどり豊かなサラダっぽいのも出てくる。甘酸あまずっぱい不思議な味。ミントの香りもする。朝食にしては豪ごう勢せいだった。

「料理巧うまいね……」

「メオは花はな嫁よめ修業中だから」

　中ちゆう華か鍋なべを洗いながらメオはそう言って微笑ほほえむ。どこまで本気なのかわからない。

「メオって今、何歳さい？」

「十四」

　二コ下か。でも僕よりずっと生活能力ありそう。

「じゃ親の許可があれば二年後には結けつ婚こんできんのか。でも相手がいるわけじゃないんでしょ」

「いるよ。お父とうさん」

　僕はサラダの青唐とう辛子がらしを気管に詰まらせて盛大にむせた。すぐさまメオが水の入ったコップを差し出してくれる。気が利くなあ、きっといいお嫁よめさんに、じゃなくて。

「……十四歳にもなってお父さんのお嫁になるのを夢見るのはどうかと思うんだ」

「なんで？　ちゃんと結婚できるよ、血つながってないから」

　え、そうなの？

「ほんとのお父さんはメオが生まれる前に死んじゃったの。今のお父さんとお母かあさんはタイで知り合って、あっちで結婚した後、メオを連れて日本に来たわけ」

　メオは肌はだの色はともかく顔立ちがぱっと見で日本人ぽくもあったので、てっきりハーフだと思っていた。そうか。なら結婚はできるのか。って、そういう問題か？

　……そういう問題か。

　なにか間違っている気がしたので突っ込みたいが、どう言えばいいのかわからなかった。

「ヒロさんも、『戸こ籍せき抜いておれの養子になればお父さんと結婚できる』って教えてくれたよ。ムスメでしかもヒトヅマ！　とかって喜んでた」

　なに考えてんだあの性犯罪者……。

「助手さんがなにをそんなにあわててるのかわからない」

　そう言われてみると、自分でもわからない。いや、でもさ。でもさあ！

　言葉にできない気持ちを粥かゆで流し込むと、少し落ち着いてきた。なにもそんなにうろたえることはないか。僕の人生じゃないし。

「でもね、お父とうさんが結けつ婚こんしてくれるかどうかはわからない」

「そりゃそうだ」というかまず無理だ。「お父さんは何歳さい？」

「んー……三十八だったかな。でもマンションのお姉ねえさんたちはみんなお父さんのこと、そんな歳としに見えないって言うよ。あのね寝顔がヤマネコみたいですごくかっこいいの。寝てるお父さんの顔がいちばん好き」

　わかんねえよ。どんな寝顔だよ。というか、寝顔がかっこいいって、はじめて聞く男のほめ方だった。色んな意味でレア。

「メオがまだ料理下へ手ただった頃も、作ったのちゃんと全部食べてくれて。だからレストランでバイトして教えてもらうようにしたの、美お味いしい？　それ」

「うん。美う味まい」

　焼きたてのプリンみたいな笑顔をつくるメオ。僕はほんの少しだけ、草くさ壁かべ昌まさ也やがうらやましくなる。こんな娘こにあんな危険な金を持たせて、いったいどこでなにやってんだ。

　本職のやくざまでからんでかなり危険な事態になっていることをどう説明しようかと、僕は気が重くなる。説得して警察に連れていくのがいちばんいいんだろうけど。

「ほんとはお母さんにいっぱい料理習いたかったな。きっとお父さんもお母さんの料理がいちばん好きだったと思う」

　メオの瞳ひとみは遠いタイの空の色になる。母親はもう──いないのだっけ。

　でも性格のひねた僕は、そこで依林イーリンさんやジョリファさんが言っていた組合のことを思い出す。出稼かせぎ女性がビザをとりやすくするために日本人男性との結婚を斡あつ旋せん。草くさ壁かべ昌まさ也やも、そうだったのだろうか。

「写真で見たけど、昔のお母さんメオにそっくりだから。だから、お父さんも、きっと、メオのこと好きになってくれる、んじゃない、かなっ」

　メオの言葉はちょっとたどたどしく、自信なさそうになる。なんだかなあ。

「お父さんに言ってみた？　結婚したいって」

「ううん」

「戻ってきたら言ってみるといいよ」たぶんちゃんと叱しかってくれることだろう。

「助手さん簡単に言うんだね。そんなことが簡単に言えたら、世の中の人はみんなあんなに苦労してないよ？」

　ふむ。その通りかもしれない。僕もこの冬の事件で、それを痛いほど学んだはずだった。他ひ人と事ごとになると忘れてしまうものだ。ていうか僕は早朝からなんで女の子とこんなわけのわからん話をしているんだろう。

「お父とうさんどこにいるのかな……」

　厨ちゆう房ぼうの椅い子すに腰こしを下ろし、流し台にあごをのせてメオがつぶやく。泣きそうな声だった。

「どこか心当たりないの」

　メオは首を振る。

「昨日きのうから何回も携帯にかけてるんだけど、つながらないし」

「あ、お父さんの番号教えて。携帯持ってるならアリスが居場所を調べられるかもしれない」

　メオは目を丸くする。当然の反応だった。でも三年後くらいにはネットであらゆる携帯電話の位置が確認できてしまう時代が来るという予想があるらしい。すごい社会になりそう。

「そうなんだ。メオ携帯持ってないからよくわかんないけど」

　今いま時どき珍しいな。

「子供は持たなくっていい、って。大人おとなになったら、昔お母かあさんが使ってた携帯くれるって言ってた。でも、なくてもそんなに困らないよ？　お父さんにしか電話しないし」

　メオはお父さんの番号をすらすら暗唱した。

「……ん？」

　携帯を持っていない？

　僕ははたと考え込む。あまりにも携帯電話が当たり前なので気づいていなかったけど、すでに草くさ壁かべ昌まさ也やの方からじゃメオに連絡が取れないのか。しかも、メオの方からの電話は不通。

　これじゃあ、まるで──

「どうしたの、助手さん」

「え？　あ、いや、なんでもないごめん、番号もっかい教えて」

　まるで草壁昌也はメオの居場所を知る気がないみたいだ、なんてことは、メオには言えなかった。

　教えてもらった番号を自分の携帯に入れる。海の向こうから出稼かせぎにやってきたお水のお姉ねえさん三人に、逢あったこともない元やくざ。僕の携帯のメモリはたった一晩でどんどんカオスになっていく。

「依林イーリンさんたちに逢ってたんだよ、ついさっきまで」

「心配してた？」

「まるでお母さんみたいにね」

　メオはくすり、と笑って、それから急に沈んだ表情になる。

「……家に帰りたいな」

　ちょっと迷ってから、けっきょく彼女たちの言葉を伝えることにする。

「ジョリファさんがね。……お父さんが見つかったら一緒にタイに帰ればいいって言ってた。こんなことがあったら、もうどっちにしろマンションにも会社にも戻れないだろうし」

　ひょっとすると会社に、どころじゃない。日本の社会に戻ってこられない。メオは僕の言葉を聞いてしばらくは流し台の中をじっと黙ったまま見つめていた。

「大丈夫だよ」

　やがて目を伏せたままぽつりと言う。

「大丈夫。きっと戻ってくるよ。お姉ねえさんたちも、お父とうさんがいないとさみしいだろうし」

　いや、意味わかんないから。

「一度壊こわれたらもう元には戻らないんだよ、こういうのって」

「そんなことない」

　即答されて、僕はむずがゆいような奇き妙みような感覚を味わっていた。最近どこかで似たようなことを言われた気がする。

　ああ、アリスだ。彩あや夏かのこと。『きみは奇き蹟せきを信じないのかい？』

　信じる信じないの問題じゃないと思うんだけどな。

　そのとき僕の携帯が手の中で震え、『コロラド・ブルドッグ』のけたたましいギターリフを吐はき出す。びっくりして落としそうになってしまった。

「……はい？」

『さっきからなにをぐずぐずしているんだい。来ているのなら事務所まで報告に来たまえよ。メオの隣りん人じんに逢あってきたのだろう』

　やれやれ、もう起きてたのか。それともまだ起きてたのか。ほんとにいつ寝てるんだろう、こいつは。

「わかったよ。今行く」

　ため息をついて携帯を閉じる。

「探たん偵ていさんは助手さんが近くにいるとわかるの？　不思議な力？」どんな力だ。

「このビル、外からはわかんないけど、あっちこっちに監かん視しカメラがついてるんだよ。だれかが来るとアリスの部屋でモニタできるの」

「へえ」

　メオは店内をきょろきょろ見回す。残念ながら店の中にはカメラはついていないよ。

「探偵さんは、恐こわがり、なのかな」

「たぶんね」

　アリスはなにを恐れているんだろう。世の中全部？　だからひきこもっているのだろうか。

　まあそれでもいい。だから僕でも少しは役に立つ。




　　　　[image: まーく]




「目の隈くまがひどいね」

　ベッドの上でちらと振り向き、僕の顔を見るなりアリスは言った。明け方の街をうろついて冷え切った僕の身体からだに、探たん偵てい事務所のクーラーの風はひどく厳しい。

「そんなに？」

「あの薬をやった後のことを思い出したよ」

　アリスに言われて、僕はエンジェル・フィックスの紅べに色いろを思い出す。ひょっとして寝不足になるたびに鬱うつ血けつするんじゃないだろうな。かんべんしてほしかった。

「眠ねむいのなら、眠れることを神様に感謝して目を閉じたまえよ」

　不ふ機き嫌げんそうに言って、キーボードに向き直る。エアコンの駆く動どう音に、再び打だ鍵けんのリズミカルな音が混じる。眠ねむ気けがあるのは自覚できるのだけれど、今ではそれが上昇しすぎて頭の五十センチくらい上でわだかまっていて、今度はいっこうに降りてきてくれないのだ。

「アリスっていつ寝てんの」

　ふと思いついて訊きいてみる。ひきこもりだから、完全夜型なのかな。

「ぼくが眠るのは世界中の人間が眠ったときだ。ぼくを脅おびやかす可能性のあるだれかが目覚めているときに、ヒュプノスに瞼まぶたを預ける気にはなれないね」

「えーと……」

　あいかわらず言ってる意味がよくわからない。

「つまりほとんど眠らないってことだよ。最長で一時間くらいかな。ある医師は病気だと言い、べつの医師は体質の一種だと言ってそれぞれ研究欲をむき出しにした。ぼくが家を出た理由の一つだ」

「はあ」大丈夫なのか、それ。

「厳密に言えば、ぼくの脳は不定期に半分眠ねむったような状態になっているらしい。ふん。不便きわまりないね。だからぼくの生しよう涯がいはベッドの上のささやかな面積に限定されるわけだ。モッガディートにしがみついて横たわっているときが、ぼくのささやかな安らぎの時間だよ。羽虫のひと羽ばたきで消し飛ぶような、ね」

　アリスの隣となりに転がっている、彼女よりも一回り大きなクマのぬいぐるみ、モッガディートを見る。あれがないとアリスは眠れないのだといつだったかヒロさんは言っていた。あれは正確じゃなかった。

　部屋にひきこもり、周囲をぬいぐるみで鎧よろってさえ、眠ることはできない。

　それは、なんというか、立派な病気じゃないのか。

「ぼくとしては、平気で目を閉じて一日の三分の一を闇やみに委ゆだねられるきみたちの方が不思議だよ。不安じゃないのかい。眠りヒユプノスと死タナトスは兄弟だというのに」

「不安なのかな。そんなにまわりじゅうのものが怖い？」

「怖いよ」

　アリスはようやくキーを打つ手を止めて、僕を見た。

「この世界に存在する、ぼくに理解できないもののすべてが、見えないところで蠢うごめいて膨ふくれ上がりぼくを蝕むしばんでいくのが怖い」

「……そう」

　僕は思わずアリスから目をそらす。

　冗じよう談だんで言っているのではないことが、僕にはよくわかった。

「だから、怖くないきみは、遠慮なく・だらしなく・いぎたなく眠ねむりたまえ」

「いや、だから寝ないってば」

　僕はベッドの前に正座した。

「報告しに来たんだし」

「ふむ。そうだったね」

「やっぱりメオの家を見張ってたのはやくざだったよ。田た原ばら組ってとこ」

　依林イーリンさんとホアさん、ジョリファさんに聞いた話を繰り返した。

「……実に奇き妙みような会社だねハロー・コーポレーションは」

「なんの会社なのかよくわからないんだけど」

「表向きは人材派は遣けんだよ。しかしその実、社員はほとんどが東南アジアや中国からの出稼かせぎ女性で、風俗店経営が主な事業だ。セミナースクールにまで手を出しているのは、税金対策かなにかかな。暴力団がからんでいるとなると、四代目に訊きいてみるのがいいだろう」

「ていうか会社のことなんてそこまで詳くわしく調べる必要あるの」

　メオの父親を見つけるのが先決なんじゃないだろうか。

「メオの持っていた鞄かばんには二億おく円入っていた。どうしてだと思う？」

「……会社のお金を横領したんじゃないの」

「そういう意味ではないよ。なぜ現金で二億円も入っていたのか、という疑問だ」

　僕は首を傾かしげる。アリスの言いたいことがいまいちよくわからない。

「そんなに横領できるほど大きい会社じゃないってこと？　それとも現金であんなにあるのがおかしいってことかな」

「それもあるがそれだけじゃない。……まあ今はいい。あまりにも情報が不足している。とにかくね、ぼくが受けた依頼はメオを守ることと草くさ壁かべ昌まさ也やを助けることだよ。居場所だけ見つければいいという話じゃない。ハロー・コーポレーションでいったいなにがあったのかを調べなければ始まらない」

「……わかったよ」

　どうも、今回も僕にできることはほとんどなさそうだった。あるとしたら、哀かなしいニュースをメオに運ぶ役割くらいだろう。たとえば父親が犯罪者だと確定してしまったとき。

　こんなんで探たん偵てい助手って呼べるんだろうか。

「ともかく手がかりが少なすぎる。田原組の後ご手てを踏んでいるのは確実だよ、あちらの方が持っている情報が多い。だからこそ暴力団だからといって忌き避ひしているわけにはいかない。会社や組の動向を探れば、そこから草くさ壁かべ昌まさ也やにつながる糸が見つかるかもしれないのだからね」

「あ、そだ、お父とうさんの携帯番号聞いてきた」

「それはもう自前で調べた。通話履り歴れきも調べ始めている。こいつはけっこう時間がかかるからね。ＧＰＳでもついていればもっと楽に居場所がわかるんだが」

　僕はしょんぼりとうなだれる。アリスならさっさと調べていておかしくないだろうけど。通話履歴。携帯の通話履歴か。なにか忘れている気がする。なんだろう。僕は膝ひざを抱かかえて、しばらくその引っかかりを頭の中でいじくっていた。でも出てこない。こうしてまた僕は、事件の真ん中にいながら間抜けに口を開けて、色々なものが取り返しのつかないことになっていくのを見ているしかないんだろうか。

「なにをいじけているんだい、きみは」

「いじけてなんかないけど」と僕は噓うそをつく。「僕にできることもなくなっちゃったな、と思ってさ。せっかく春休みなのに。バイトも金土だけでいいっていうし」

「ぼくがこんなことを言うのも説得力がないかもしれないがね」

　アリスは肩かたをすくめた。

「探たん偵てい助手なんて立場にそこまでこだわるのはよしたまえ。背伸びをしようが逆立ちしようがきみは高校生だ。どうせ学校を出ればニートになる宿命なのだから、それまで自分のささやかな人生を大切にした方がいい」

「うわあ……」

　僕は手のひらで顔を覆おおった。

「雇やとい主にそんなことを言われちゃうと、ささやかな人生の猶ゆう予よ期間をせせこましく生きている僕としては、これからなにをすればいいのかわからなくなる」

「彩あや夏かの見舞いにでも行きたまえよ」

　僕の肩かたがびくっと震えた。アリスは冷たい目で僕をにらむ。

「きみはどうして彩夏の名前を聞くといつも身構えるんだい。友人を見舞うのがそんなにいやなのかい？」

「いや、なわけじゃ……ない。……けど」

　あれ以来、彩夏の入院している病院には一度も行っていなかった。眠ねむったままの彩夏を見るのはつらかった。あの日、彩夏の瞼まぶたを開かせた奇き蹟せきが、実はなんでもない偶ぐう然ぜんだとわかってしまうのが怖かった。だから。

　目の前のシーツに広がる黒い髪かみ先が揺れた。

　見上げると、アリスは声を立てずに笑っている。

「……なんだよ」

「いや。ぼくときみはよく似ているな、と思ってね」

　僕は首を傾かしげる。

「すまない。これは自じ嘲ちようだよ、気を悪くしないでくれたまえ。起きたかどうかもわからない奇蹟が壊こわれるのを恐れるきみと、ありもしない世界中の敵意におびえるぼく。きみはぼくを嗤わらわなかった。だからぼくもきみを嗤ったりはしない」

　僕はしばらくアリスの言葉を頭の中でかき混ぜた後で、ふと顔の緊張を解いて、うなずいて見せた。

　それからアリスは僕に背を向ける。ぱたぱたとキーを叩たたく音が心地よく僕の耳を打つ。

『助手さん簡単に言うんだね。そんなことが簡単に言えたら、世の中の人はみんなあんなに苦労してないよ？』

　メオの言葉を思い出す。その通りだった。

　眠ねむ気けがやってきたのにも気づかないまま、僕はベッドの端はしに突っ伏して眠りに落ちた。
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　ピンクと紫むらさきの熊の大群に追い回される夢を見た。

「──ぅわぁッ」

　自分の奇声で目を覚ます。

　頭を起こそうとすると、後頭部や肩かたに乗っていたなにかがぼてぼてと床ゆかに落ちた。目の前にはつぶらな黒ボタンの瞳ひとみ。思わずのけぞる。ぬいぐるみのクマだと気づくのにかなり時間がかかった。

　肩から毛布が滑すべり落ち、急に寒さを覚えて身震いする。ベッドの端はしに上半身だけもたれて眠ねむってしまっていたのだ。なぜか僕の周囲は大小さまざまなぬいぐるみで埋うめ尽くされている。

「やっと起きやがったよ」

　顔を上げると、すぐ隣となり、ベッドの端はしにテツ先せん輩ぱいが座っていた。空調から吹き下ろす冷風の中でも、Ｔシャツ一枚。分厚い胸板と二にの腕うでは夢に出てきた熊を思い出す。

「え……と」

「寝ないなどと言いながら、話が終わったとたんにしっかり熟じゆく睡すいするのだから、きみもなかなかに豪ごう傑けつだね。感心したよ」

　ベッドの奥の方でアリスが不ふ機き嫌げんそうに言う。

　ああ、あの後眠っちゃったのか。立ち上がろうとすると、僕を取り囲んでいたぬいぐるみの壁がさらにぼろぼろと崩くずれる。

「……このぬいぐるみはなに？」

「眠りながらパトラッシュがどうのこうのとつぶやいていたから毛布をかけてやったのだが、それでもまだがたがた震えていたのでね。あいにくとぼくの部屋には他ほかに防寒具がないし冷房をゆるめる気も毛頭ない。こんなところで凍とう死しされても困る」

　そう言ってアリスはぷいとモニタの方を向いてしまう。僕は不思議な面おももちでそのパジャマの背中を見つめた後、背中にかかった毛布をつまみあげた。アリスがこんな気き遣づかいをしてくれるやつだとは思ってもみなかった。というか、怒ってんのかな。不安で眠ねむれないというアリスの痛切な告白を聞いた後に、ばったり眠っちゃったから……。

「あの、アリス──」

「じゃあナルミも起きたし、組にはナルミに行ってもらった方がいいんじゃねえの」

　テツ先せん輩ぱいが無情にも僕の言葉を遮さえぎった。

「ああ、そうだね。その方がいい」

　組？　ってまさか田た原ばら組のことじゃないだろうな。

「平ひら坂さか組に協力を頼みたいのだがメールが不通でね。どうもマシントラブルがあったらしい。テツよりはきみが適任だろう、行って話をするついでにＰＣを見てやってくれたまえ」

　ああ……平坂組の方か。またあの組事務所に顔を出さなきゃいけないのか。

　でもしかたがない。たしかに僕が適任だった。ひとまずやることができたので、ようやく眠ねむ気けが薄うすらぐ。

「俺おれは署しよの方に行ってくるよ。他ほかにもやくざの心当たりいくつか回ってみる」

　テツ先輩は警察に知り合いがいるらしいのだ。

「しかし今回はそもそも事件になっていないのだろう。むしろハロー・コーポでなにかあったと警察に知られてしまうと、依頼主ぬしの意向に反する。なにか動きがあるのなら是ぜ非ひにも知りたいところだが、どうするつもりだい」

「まあなんとかする。ほら行くぞナルミ」

　テツ先輩に引きずられて僕はまだしぶとい眠気を抱かかえたまま事務所を出た。







　外に出ると、あたりがぎりぎりとまぶしかった。もう昼近いだろうか。太陽が黄色いってこれのことか。これから夜更かしはひかえよう……。

　テツ先輩に襟えり首くびをつかまれて非常階段を下りる。え、なに？　なんか怒ってない？　僕なにかしたっけ？

「あの、先輩」

「おまえアリスの部屋で二度も寝たんだよな……」

　先輩がぼそりとつぶやく。そう言われてみればそうだ。前回は、眠ったというよりも薬で意識が飛んでいたんだけど。でも、それがどうしたんだろう。

「なんでかなあ。なんかあんのかな、おまえ」

　テツ先輩は僕の方を見ないままぶつぶつつぶやいている。さっぱり意味がわからない。

「まあいいや」

　階段を下りきって勝手口前まで来て、ようやく先せん輩ぱいは僕を振り返った。

「それよりナルミ、金貸して」

　話がつながってねえ。

「まっぴらごめんです」

「頼むって。桜おう花か賞は自信あるんだよ。倍にして返すから」

「そもそも金ないですから。アリスに借りたらどうですか。あいつけっこう金持ちでしょ」

「そんな恥ずかしい真ま似ねができるか」

　僕に借りるのは恥ずかしくないのかよ！

「やれやれ。今回の事件、いくらもらえんのかな……」

「テツ先輩、事件の話だいたい聞きました？」

「おまえが寝てる間に全部聞いたよ。メオのこととか、ボストンバッグのこととか……あ」

　テツ先輩の目が不意に見開かれた。その一いつ瞬しゆん、僕には彼の考えていることがわかった。

　先輩よりも先さき駆がけて勝手口から厨ちゆう房ぼうに飛び込み、「なんだうるせーぞナルミ」と文句を飛ばしてくるミンさんの隣となりをすり抜けて奥の家にあがる。メオは廊ろう下かにあぐらをかいてボウルを抱かかえ、生クリームにハンドミキサーをかけているところだった。

「メオ、あの鞄かばん隠かくして！」

「へ？」

　いきなり言われてメオは面めん食らった表情を見せる。と、僕を後ろから押しのけて先輩も廊ろう下かにあがってきた。

「メオ、ものは相談なんだが金貸してくれ」

「だめです。お金の貸し借りは絶対にするなってお父とうさんに言われてます」

「じゃあ、貸さなくていいから投資してくれ来週の桜おう花か賞で最低でも二十倍になる」

「ちょ、テツ先輩なに言ってんですか」

「おうかしょー？」

「そう。馬が十八頭くらい並んで一分半でトラックをぐるっと一周するとお金が増える」

　あんたその説明省きすぎだから！

「おぅ。競馬ですね。お父さんもいっぱい話してくれました。昔、組にいた頃は、金曜日になるとそういうやばい人がけっこう借りに来たので、だいたい目を見ればわかるようになっちゃったそうです」

　メオがその澄んだ瞳ひとみで下からえぐり込むように見つめてくるので、さしものテツ先輩もたじろいだ。僕も口を出せなくなる。

　緊迫した時間は、後頭部に炸さく裂れつした痛みで遮さえぎられた。目の前に真っ白な星が散る。

「なにやってんだおまえらは。ナルミも今日はバイトじゃないだろ。邪じや魔まだから出てけ」

　ミンさんは僕とテツ先せん輩ぱいを殴なぐったその手で襟えり首くびをつかむと、勝手口の外に放り出した。なんで僕まで殴られなきゃいけないんだ！　なんて抗議するひまもなかった。




　　　　[image: まーく]




　平ひら坂さか組は自称・任にん俠きよう団体で、つまりなにをやっているのかというと、街でガキが起こしたもめ事を（なるべく）平和裡りに収めるべくにらみをきかせているのである。平たくいうと不良系ニート。

　この街にはいくつも、平坂組の代だい紋もんを掲げたクラブやスポーツショップ、ブティックなどがある。よくよく注意して看かん板ばんの下なんかを見てみると、平氏の伝統的な家か紋もんである揚あげ羽はち蝶よう紋もんがプリントされたステッカーが貼はられていることがある。

　こうした店のいくつかには起業から平坂組が関わっているらしい、というのが僕ら高校生の間に流れているレベルの噂うわさ。実際には、尽じん力りよくしたのは組長である四代目だけで、普段から忙しく街中を飛び回っているのも四代目だけ。他ほかの組員はだいたい事務所でひまそうに管くだを巻いているのが常らしい。

　そんなわけで僕がその日、ガタピシいうエレベーターでオンボロビルの三階まで上がり、平坂組の看板を掲げた鉄てつ扉ぴをおそるおそる開いたときにも、狭い事務所の中にはそろいの黒いＴシャツを着た組メンバーがうじゃうじゃたまっていた。

「あのう、アリスに言われて来たんですけど……」

　僕を見るなり、ほとんど全員がソファから立ち上がる。八人くらいいるだろうか。

「あ、兄あに貴き、お疲れさんス！」「お疲れさんス！」

　全員僕より年上のはずなんだけど、前回の事件で色々あって以来、僕はなぜかここの組員から兄貴と慕したわれて（？）いる。平坂組のメンバーはそろって体格がいいので、一いつ斉せいに礼されると思わず身を引いてしまう。

　ただ、組員中でも飛び抜けてごっつい電柱と岩いわ男おの二人の姿はなかった。ということは四代目は外出中か。あの二人はボディガードだからたいてい一緒だもんな。

「お待ちしてました、早めに頼みます」

「え、な、なに？」

「あぶねえとこだった」

「兄貴が来てくれたから一安心」

　よくわからないまま僕は事務所の奥の薄うす暗い書しよ斎さいに引っ張り込まれる。ロッカーや書しよ架かや仮眠用のベッドのさらに奥に小さなデスクがあり、旧式のＰＣがぼうっと光を放っていた。

「いやあまあなんというかその動かなくなって」組員の一人が言う。

「叩たたいても、ひっくり返しても、コンセント引っこ抜いてもっかいつけても直らないんで、もう姐ねえさんか兄あに貴きに頼むしかないかなと」

　叩たたいて直そうとするなよ。壊こわれたらどうすんだ。

　画面の中ではエクスプローラのウィンドウがいくつもいくつもいくつも新しく開かれ続けて、タスクバーはすでに細こま切ぎれになっている。最近出回っている、挙動が派は手ででほぼ再起不能になるというので有名なウィルスだった。でも、よっぽどのことしなきゃ感染しないはずなんだけどな。

「どこで拾ったんですか、このウィルス」

「え？　いやあ。さっぱり」

　メンバーはなにか意味ありげな照れ笑いを交わす。

「技術的には大したことがないから、まず引っかからないって聞いたんだけど。ネットでなにかしました？」

「え、いや。いやいやなんもしてませんよ」

「エロいホームページなんてもちろん探してません」

「『金きん髪ぱつ巨乳無修正１８０分』なんてクリックしたりしてませんて」

　僕はため息をついた。チャイルドロックかけておけばよかった。

「これ、もう再インストールするしかないと思うんですけど。中のデータ消えちゃいますけどしょうがないですよね」

「えっせっかく見つけたのに無修正サイト」

「馬鹿おまえ喋しやべるな」

「い、いいですよお願いします壮そうさんが帰ってくる前に」

　ああ、四代目が帰ってくると怒られるから焦あせってるのか。再び深いため息をついてから、僕はＰＣの前に座った。







　四代目が事務所に戻ってきたのは、僕が組メンバーに囲まれて「すげえ、さすが兄貴！」「兄貴のマウスさばきが速すぎて見えねえ！」とか言われながらＯＳを再インストールしている最中だった。ていうかおまえら黙ってくれ気が散るから。

「お、お、お疲れさんス、壮さん」「お疲れさんッス！」

　玄げん関かんの方で声がして、僕のまわりにいた組員たちもあわてて迎えに出る。

「なにしてんだ園芸部」

[image: ]

　書しよ斎さいに入ってきた四代目は僕をにらんで言った。触さわったら指が切れそうなくらいきつい目つき。中ちゆう華か風の派手な刺し繡しゆうを施した深しん紅くのジャケットも、普通の若者が着てたらギャグにしか見えないけど、この人が羽は織おっていると真剣に怖い（ちなみに最近知ったんだけどこの刺し繡しゆうは四代目が手ずから施したそう。手芸がプロなみに巧うまいというのはほんとうだった）。後ろに控えるのは岩いわ男おと電柱、平ひら坂さか組が誇る横幅最大と縦たて幅最大の二人。

「……えーと。ＰＣにトラブルがあったって聞いて」

　四代目の背後でメンバーが両手を合わせて僕に向かって頭を下げるので、その原因については黙っていることにした。

　四代目は舌打ちして僕のすぐ後ろの低い書しよ棚だなの一つに腰こしを下ろす。

「うちの馬鹿どもが世話になるな」

　ものすごく嫌いやそうに礼を言われてしまった。

「あの、それで、どうせなら使用制限かけて変なもの拾ひろわないようにしたいんですけど、四代目だけ解除できるようにするんでパスワード決めてください」

「四代目って呼ぶなっつってんだろ」すごまれた。じゃあなんて呼べばいいんだよ。またヒナちゃんて呼んでやろうかな。殴なぐられるだろうけど。

「俺おれはそういうのよくわかんないから勝手にいじれよ」

「いや、でもだれか一人は全機能使えないと」

「兄あに貴きが使えるようにしとけばそれでいいじゃないスか」と電柱が言った。

「僕、組員じゃないですよ……」

　ＰＣ使う用事があるたびに呼び出されても困る。

「壮そうさん、どうスか、このさい兄貴と正式に盃さかずき交わしたら」と岩男。僕は目をむく。なに言ってんのこの人！　四代目も眉まゆをひそめて岩いわ男おを振り返る。でも、組メンバーたちはそんな僕らの反応などおかまいなしに色めき立った。

「兄あに貴きならパソコン詳くわしいし頭いいしな！」

「度胸あるし」「兄貴になら一生ついていきます」

　ちょっと待てなんだこの流れは。かんべんしてください。

「黙れ」

　四代目の一言で、興奮していたガキどもはいきなり沈黙する。

「なに考えてんだおまえらは。こいつまだ高校生だぞ」

　ニートじゃないやつは組に入れない、というのが組長の固いポリシーらしかった。僕だって入りたくない。ところが岩男がこんなことを言う。

「そ、そうなんですか。でも、テツ伯お父じ貴きや少しよう佐さに聞いたとこによると、出席日数足りなくて赤点取りまくってもう中退確定だって」

　でたらめ吹ふい聴ちようすんなよあの二人はもう！

「兄貴が組に入ってくれれば即戦力」

「うるせえ。おい園芸部、そっちの作業終わったんならさっさと本題出せ」

「……あ、は、はい」

　僕はアリスから預かった一枚のプリントアウトを四代目に渡した。精せい悍かんな顔をした男の正面写真。メオの父親──草くさ壁かべ昌まさ也やの写真だった。依林イーリンさんが以前、携帯のカメラで撮ったのが残っていたので、回してもらったのだ。四十手前にはとても見えない。

　前の事件のときと同じように、顔写真を僕がさらに加工して顔の特徴をディフォルメしてあるので、たしかに猫ねこ系に見える。

　受け取った四代目は、写真をちらと見ただけで、後ろの一人に渡す。

「五百枚くらいコピーしてこい」

「押オ忍ス、男磨みがかせてもらいますッ」

　こまごまと指示を与えると、メンバーたちはそれぞれ部屋を出ていく。さっきまでのアホっぷりからは考えられないてきぱきとした動き。組長がいるだけで引き締まり方がちがう。

　書しよ斎さいに残っているのが二人だけになると、四代目がようやく僕に向き直って言った。

「とりあえず写真はこのへんのガキにばらまいて捜さがさせるけどな、あてがないんだから張り込みとかはできねえぞ。漫まん喫きつとかサウナくらいはチェックするけど。そのへんアリスはわかってんだろうな」

「それでいいって言ってました」

　むしろアリスは、ハロー・コーポレーションの方を詳くわしく探りたがっている様子だった。部屋にひきこもるニート探てん偵ていとしては、地道に街を捜し回るような方法よりも、組織の網あみ伝いに情報をたどっていった方が早道なのだろう。

「ハローは起業するときに闇やみ金きんに手を出してるようなとこだぞ。怪け我がしたくないなら、その女と金はさっさと警察に突き出して手を引け」

「闇金……て、なんですか」

「まともな銀行から借りられないやつに年利一〇〇〇パーとかアホな金利で貸してる金融だよ。そういう連中の間では重ちよう宝ほうがられてんだ。今でも田た原ばら組とべったりだ。関わるな」

　やっぱりまともな会社じゃなかったのだ。僕は『ハロー・パレス』で追いかけてきたあの二人をまた思い出して、身震いする。あのとき、捕つかまっていたらどうなっていたんだろう。怪我だけでは済まなかったかもしれない。でも──

「でも、依頼されたから、って」

「依頼されたらだれでも助けんのか。身内でもねえのに」

「四代目は、身内じゃなきゃ助けないんですか」

「俺おれが無条件で手を貸すのは、身内とそのダチまでだ。どこかで線引いて見捨てなきゃやってられないだろ。せっぱ詰まってるやつがこの街に何百人いると思ってんだ」

　世界中に六十億おく人くらいいるだろう。それを全部救うことは、たとえ神様にだってできない。でも。

「……アリスは、全員助けることを本気で考えてますよ」

「知ってるよ。あいつは馬鹿だ」

　いつかアリスが言っていたことを思い出す。

『無力さから逃げ、ぼくの無能さゆえに失われ続ける世界から逃げ……それでも答えは見つからなかった』

　同情でも哀れみでも正義感でも優しさでもなく、ただ自分の無力さを否定するためだけに、探偵は依頼者を脅おびやかす謎なぞを解体しようと試みる。

「テツもヒロも喜んでつきあってるんだからな。馬鹿ぞろいだ」

　四代目は大きく息を一つ吐はくと、立ち上がった。

「それで、おまえはどうなんだよ」

　ぐさりと言われる。僕はどんな理由で動いているのか。四代目はそう訊きいているのだ。僕は情けないことに返答に詰まった。

「……僕は、アリスの助手ですから」

　ようやく絞しぼり出したのは、そんな言葉。答えになっていない。

　でも四代目はたぶんわかっていたんだろう。ものすごくくだらない理由だってことが。

「素しろ人うとが無理すんな。なんかゴタがあったらこっちも迷めい惑わくなんだよ。きな臭くさくなってきたらすぐ俺に言え」

「あ、……はい」

　書しよ斎さいを出ていこうとした四代目を、僕はふと呼び止めていた。振り向いてにらまれたので、なんで呼び止めたのだろうと一いつ瞬しゆん後こう悔かいする。

「なんだよ」

「……四代目は、なんで手助けしてくれるんですか」

　身内でもないのに。

「おまえじゃなくてアリスを手伝ってんだよ」

　それもそうか。

「それに、おまえには借りがある」

　僕はしばらくぽかんとして、四代目の口元のあたりを見つめていた。

「……え、いや、だってあれはもう」

「俺おれが借りがあるっつってんだからあるんだよ。おまえが決めることじゃないだろ」

　なんですごまれなきゃいけないんだろう、と思いながらも僕は萎い縮しゆくする。

「とにかく用が終わったならさっさと出てけ」

　四代目と一緒に事務所を出ようとしたとき、携帯が『コロラド・ブルドッグ』のイントロをわめき散らした。

『悪い報しらせだよ。ハロー・コーポの経営している店をいくつかヒロに回ってもらったが、どこも追っ手がかかっている。やはり草くさ壁かべ昌まさ也やは金を持ち逃げしたものとして追われているね。あるホステスが、「二億おく円入るような大きさの鞄かばん」云うん々ぬんというやくざの会話を聞いている。連中がメオも追っていると見て間違いない』

　まるで最初からわかっていたことみたいに、アリスは冷たい口調で告げた。

「……どうするの」

『どうするもこうするも、ぼくは依頼を完かん遂すいするだけだよ。草壁昌也を確保してメオに引き渡す。そこから先はメオが決めることだ。犯人蔵ぞう匿とくは親族であれば罪にならない』

「うん……」

　煮え切らない気持ちで電話を切った。メオにこのことを伝えるのは、やっぱり僕の役目なんだろうか。

　四代目が僕の背中をどんと突いて、鉄てつ扉ぴの外に押し出すと、事務所の扉に鍵をかけた。

「おまえはこういうのに向いてない。やめとけ」ぼそりと言われる。

「どうして……ですか」

「ゴタがあったときにいちばん大事なのは、どこまで腹をくくるか最初にすぱっと決めとくことだ。それができないやつが現場にいると邪じや魔まなだけだ」

　エレベーターを待つ間、僕は四代目の言葉を嚙かみしめていた。四代目の線引きは明確だ。身内とその友達まではなにがあっても助ける。あとは知らない。じゃあ、僕はどうだ？　たとえば、メオが犯罪者である父親を、それでもかくまってくれとか、逃がすのを手伝ってくれと言い出したら、どうする？

　わからなかった。たぶんアリスに判断を預けて、僕は見ているだけなんだろう。助手だから、というのは情けないくらい便利な言葉だった。

「だからおまえはだめなんだよ」

　四代目が言って、ちょうどそのとき開いたエレベーターの扉の中に僕を蹴けり入れた。

「……なんか、今日は親切ですね」と尻しりをさすりながら言ってみた。

「あァ？」

　ぎろりと剝むかれた狼おおかみの目に、僕は首をすくめる。決断力がないくせに、いつも一言多い。たしかに邪じや魔まなだけだった。わき上がってきた激しい自己嫌けん悪おは、下降するエレベーターの加速度が肺の中に無理矢理押し込んでしまった。

　ビルを出て四代目と別れ、僕は坂をとぼとぼと下った。渋じゆう滞たいした車道にぶつかり、ガードレールに手をついて息を吐はき出す。雑用一つ終わり。それでもまだ雑用が残っているのはありがたかった。役立たずを自覚せずに済む。
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「ミンハイ！　こっちこっち！」

　車道を隔へだてた向こう岸、人がぎっしり鈴なりになった歩道の端はしで、依林イーリンさんが僕を見つけて携帯を持った手を振った。日曜日の昼間、いつも通り通行人でごった返す駅西口前のバスロータリー。待ち合わせ場所を指定してきたのは依林さんだった。夜とはちがって、肩かたが大きく開いた辛子からし色のサマーセーターにジーンズというラフなかっこう。

「尾つけられてない。大丈夫だと思う」

　僕のいる側へ渡ってきた依林さんは、そう言うなり、腕うでをからめてくる。無警戒だった僕はびっくりしてつんのめりそうになる。

「あの連中、メオのことも必死で捜さがしてるみたいだからね。気をつけないと」

「え、あ、はい」

「お昼まだでしょ？　おごるよ」

　あんまりお腹なかが空すいていなかったので、ドトールに入った。昼時なのでさすがにかなり混んでいる。僕がカフェオレとロールサンド一つで遠えん慮りよし、奥の方の窓際の席を確保していると、依林さんは例によってトレイの上に食べ物山積みにしてやってきた。

「じゃ、これ頼まれてたメオの服」

「どうもすみません」

　向かい合って座り、大きな紙袋を受け取る。けっきょく昨日きのうはメオの家には入れなかったので、依林さんに鍵を預けて服を取ってきてもらったのだ。

「出かける直前に組のやつらがまた来たよ。わたしなんて隣となりの部屋でしょ。もうしつこくてさ。急いでるからって逃げてきたけど」

「なに訊きかれました？」

「前の日になに話したとか、なにか受け取ってないかとか、隠かくれ場所知らないかとか。メオのことも訊かれた、仲良かったのあっちも知っててさ。やっぱりメオも警察に行った方がいいのかな。でもメオも面倒なことになるし……いや、行かないともっと面倒か……ううん」

「警察はメオが嫌いやがるんです」

「わたしも警察は嫌きらい」

　依林イーリンさんは顔を伏せて横に振る。

　彼女たちにとって、日本の警察は単純に『自分たちを守ってくれるもの』なんかじゃないのだろう。でもなあ。

　僕はちょっと迷ってから、けっきょくメオの持っていたボストンバッグのことを話した。依林さんは額ひたいに手を当ててため息をつく。

「じゃあそれって、横おう領りようしてたの確定ってこと？」

　横領した金を自宅の金庫に保管し、それが露ろ見けんしたから、娘むすめに電話して持ち出させた。筋の通った、わかりやすいストーリーだ。これが真実だとすると、メオは（故意ではないにせよ）証しよう拠こ隠いん滅めつに荷か担たんしていることになるな、と僕が思い始めたとき、依林さんがふと言った。

「ねえ、それわたしらの今月の給料じゃないかなあ」

「……え？」

「わたしら、いつも草くさ壁かべさんから給料手渡しだもん。自宅にいくらか現金があっても不思議じゃないよ。それに、ボストンバッグだっけ？　わたしそれ見たことある」

「え。ほんとですか」

「うん。クサカベさんがたまに会社にボストンバッグ持ってってた。わたしら通信で日本語習ってるからさ、テキストはクサカベさんが毎月集めてんの。それ会社に持ってってるんだと思ってたけど」

　じゃあ、そのついでに、帰りには給料を入れて持って帰って来てたのか。

「いや、でも、……二億おく円ですよ？」

「だってあのマンション全部社員だし、ええと」

　依林さんは宙ちゆうをにらんで指折り数えていたが、やがてため息をついた。

「さすがに二億円は必要ないか」

　というか、今時給料を手渡しなのか。変な会社だ。

「みんな、ひょっとして銀行口座持ってないとか」

「馬鹿にするな」と依林さんは笑って僕の額をつつく。「もらったお金はちゃんと銀行に入れてるよ。自動引き落としで色んなところからいっぱい引かれるからね。実家にも送らないといけないし、半分も残らないよ。なんだか無む駄だな仕組みだよね」

「じゃあ、なんで手渡しなんですか」

「さあ。わかんない」

「ひょっとして」横おう領りようしやすくするため、とか。

　たとえば給料だったにしろ、娘むすめを使って自宅から持ち出させて自分は逃げてるんだから、後ろめたいことをやっていることにちがいはない。

「ミンハイはなんでも疑うんだね」

　ええと。

「……探たん偵てい、助手ですから」

　依林イーリンさんはからから笑う。その笑いもすぐにしぼんでしまった。

「なんであの人も娘にそんな危ないことさせるかなあ。ヤー公にも追い回されるし」

「……なんでやくざもメオを捜さがしてるんでしょうか」

「なんで、って」

「だって会社のお金だとしたら、やくざは関係ないですよね」

「会社のだれかが頼んだんじゃないの？」

「それなら警察に通報すればいいのに」

「えー？　うーん。それもそうか」

　依林さんはストローをくわえて再び虚こ空くうをにらむ。

「表おもて沙ざ汰たにしたくないのかな。それともうちの会社のお金じゃなくて、組の金だったとか？　でも草くさ壁かべさんが組の金に手出しできるわけないし……わかんないなあ」

　僕は『ラーメンはなまる』の厨ちゆう房ぼう裏で楽しそうにクリームをホイップしているメオのことを思い、ぞっとする。なにも知らない少女が、爆ばく弾だんのような札さつ束たばを抱かかえて、今、僕らの腕うでの中にいるのだ。

「メオを守ってあげてね」

　依林さんがつぶやく。僕はうなずいた。自信はないけど。
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『ラーメンはなまる』に戻ってきたのは二時くらいだった。なんか、ここに住んでるみたいだな、最近の僕。そういや丸二日家に帰っていない。そろそろ姉になにか言われるかも。

　その日は珍しく、もうすぐランチタイムが終わるというのに客が三人もカウンター席で粘ねばっていて、ミンさんも中ちゆう華か鍋なべを相手に忙いそがしそうだった。

　勝手口からミンさんの家にあがって倉庫や居間を捜さがしてみたけど、メオの姿がない。

「ミンさん、メオどこ行ったんですか？」

　火から目をそらさず、背中越しにミンさんが答えた。

「あ、メオならアリスんとこに行ってる」

「ええ？」







　３０８号室のインタフォンを押しても、しばらく反応がなかった。いつもなら青ランプが灯ともるのだけれど、そのときはかわりに中から水音が聞こえた。

　水音？

　やがて、「はーいはい待ってて開けます」という声がするので、僕はびっくりして一歩後ずさる。メオの声だ。

　ドアを開いて顔を出したメオの髪かみは濡ぬれていた。ほんのり上気した肌はだからは石せつ鹼けんのにおい。胸から下を隠かくすのはバスタオル一枚だった。僕は玄げん関かんのノブを握ったまま、しばし固まる。

「メオ、確認せずに開けるのはやめたまえ無防備な！　それからぼくの髪はまだすすいでない、早くしてくれたまえ、わ、シャンプーが目に入ってきた、メオ！」

　泣きそうなアリスの声が奥から響く。

「はいはい。あ、それひょっとしてメオの着替え？」

　僕の手にした紙袋を指さす。

「えっと、あ、あ、う、ん」

「ありがとっ。探たん偵ていさんが怒ってるから閉めるね、助手さんも中でちょっと待ってて」

　いや外で待つよ、と言おうとしたら紙袋をつかまれて部屋の中に引っ張り込まれた。入ってすぐ右手のバスルームに電灯がついていて（はじめて見た）、泡あわまみれになった長い黒髪がちらと見えたので僕はあわてて壁にへばりつくようにしてそちらに背を向ける。

「ごめんね、じゃあ流すよ？」メオはバスルームに戻り、磨すりガラスの戸が閉まる音がした。

「探偵さん暴れちゃだめっ」

「うー、目にしみる」

　湯ゆ気げで煙けむる戸の向こう側から、二人のこもった声が聞こえる。

　それまで生きてきた十六年間でも、そのときほどいたたまれない気持ちになったことはなかった。シャワーの音に包まれた、人生で最も長い六分間。







「わざわざぼくらの風ふ呂ろが終わるまで待っていたということは、なにか報告があるのだろう。さっさとしたまえ」

　不ふ機き嫌げんそうに言うアリスは、ベッドに腰こし掛けたメオの膝ひざの上にちょこんと座っていた。もちろん二人ともすでに服を着ている。メオはアリスの頭にバスタオルをかぶせて髪をぐしぐし拭ふいていた。
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「探たん偵ていさん髪かみ長いから手入れたいへん」

「ほうっておけば乾かわく」

「そんな乾かし方したら変な癖くせついちゃうよ」

　……なんかこの場面見たことがあるぞ？　やっぱりみんなアリスを見るといじくりたくなるんだろうか。

「ナルミ、彩あや夏かのことを思い出すのは後回しにしてさっさと報告を始めたまえよ！」

　図ず星ぼしをさされて僕は首をすくめた。無む駄だに勘かんの冴さえてるやつだほんとに。

「あやか？」とメオが首を傾げる。

「きみと同じようにぼくの髪をシャンプーしたりブラシかけたりするのが好きだった女だよ」

　え、彩夏とも一緒に風ふ呂ろ入ってたの？

「探偵さんひとりじゃお風呂入れないんだって」とメオが言う。「いつもはミンさんが三日にいっぺんくらい一緒に入って髪洗ってあげてるらしいんだけど、今日はなんだか忙しいからメオが」

「いい迷めい惑わくだ。マスターも忙しいのならぼくの洗せん髪ぱつなんて忘れてしまえばいいのに」

　知らなかった。ミンさんもけっこう大変だ。というかこいつ、ほんとに生活能力ほぼゼロなんだな……。

「ナルミなにしにきたんだきみは！　濡ぬれ鼠ねずみのぼくを見て笑いに来たのかい？」

「あ、いや、ごめん」僕は顔の前で手を振る。二人があまりにも緊張感と無む縁えんなものだから、用事を忘れそうになってしまった。

「依林イーリンさんにまた会社の話をちょっと聞いたからさ。伝えておこうと思って」

　草くさ壁かべ昌まさ也やが『ハロー・パレス』の住人に給料を手渡ししていることなどを話した。たぶんあんまり事件とは関係ないだろうなと思いながらも話し終えたら、アリスの目つきが変わる。

「給料は全員手渡しだと、たしかにそう言ったのだね」

「……う、うん」

「なるほど。だとすると──ぐぇ」

「お父とうさん給料横取りなんてしないよ、ぜったい」

　メオが後ろからアリスをきつく抱だきしめて言った。

「は、放したまえ苦しい！　ぼくは横おう領りようしたなどとは言っていないぞ」

　アリスが暴れ、バスタオルが頭から滑すべり落ちる。

「でも、どう見ても……予想通りだと思うんだけど」

「短たん絡らくはやめたまえナルミ」意外にもアリスがメオの味方をした。「草壁昌也が横領したという考え方にはいくつかの疑問符がつく。まずもってして個人が二億おく円も詐さ取しゆできるような会社じゃないということ。そして現金であるということ。それからもう一つはね、そもそも連中が探している二億円という金額と、鞄かばんの中にある金額がほぼ一致していることだ。なぜ二億円あると知っている？　よしんば横領された金額が会社側から調べて二億円だと判明したとしよう、それならばなぜ全額残っている？」

「あ……」

　そうか。たしかに、変だ。

「もちろん草壁昌也氏の趣味が貯ちよ金きんだったとか、あるいは一万円札のにおいを嗅かぐのが好きだったとか」「お父さんそんな変態さんじゃないよ」「ある目的があってすべて貯ちよ蓄ちくしておいたとか、あまりにも多額なので使うに使えなかったとか、様々な可能性も考えられるが、ここでもうひとつ否定材料がある。暴力団が独自で草壁氏やメオを捜さがしているという事実だね」

「じゃあ」あまり考えたくなかった、もう一つの推論。「田た原ばら組のお金をさ、二億円預かってて。それを持ち逃げ……」

　メオの視線が頰ほおに突き刺さる。

「その可能性もある。すると今度はなぜ暴ぼう力りよく団の金を預かっていたのかという疑問に突き当たる。なんにせよ情報不足だ。考えるのはぼくの仕事だからきみは無む駄だな努力はやめて自分の仕事をしたまえ」

　無駄な努力言うな。どうせ馬鹿ですよ。

「……僕の仕事って？」

「その依林イーリンという女性に電話して、月々の自動引き落としでいったいどんなところに入金しているのか、中国への送金はどうしているのか、そして『ハロー・パレス』の他ほかの住人はどうなのかもできれば訊きいてくれたまえ」

「……ええ？」

　アリスがいきなりなにを言いだしたのか、さっぱりわからなかった。依林イーリンさんたちが払ってる公共料金だの共益金だの家賃だの実家への仕送りだのが、なにか事件に関係あるの？

「あるかどうかわからないから調べるんじゃないか。さっさと電話したまえよ」







　少しよう佐さがＮＥＥＴ探たん偵てい事務所にやってきたのは、ちょうど部屋のファクシミリが依林さんから送られてきた預金通帳のコピーを吐はき出している最中だった。

「なんだこの、ほのかに薫かおるかぐわしい石せつ鹼けんのにおいは。藤ふじ島しま中ちゆう将じよう説明しろッ」

　入ってくるなり、モデルガンの銃じゆう口こうを僕の後頭部にぐりぐり押しつける。ああもうまたうるさいやつが増えた。

「昨日きのう電話通じなかったけど、どこ行ってたんですか」

「高たか田だの馬ば場ばで深夜に市街戦を展開していたら職務質問されたので市街地ゲリラの恐ろしさを説こうとしたら、同どう胞ほう五人とまとめて署に連れていかれた。ふん。官かん憲けんもしょせん文民だな」

　当たり前だアホか。振り向くと、迷めい彩さい色しよくのアーミーファッションで固めた、小学生なみに小さな体たい軀くが目に入る。これで大学生だというのだから色々な意味で驚きだ。少佐はゴーグルをヘルメットの上に押し上げると、僕の頭の上を通り越して寝室の奥をにらんだ。

　メオはまるでアリスを襲しゆう撃げき者からかばうように腕うでの中に深く抱だきすくめて、警戒の目を少佐に返している。

「メオ、いちいちぎゅうぎゅう首をしめるな殺す気かい！」

「だって怪しい人が来た」

「大丈夫、この見た目も、中身ほどは怪しくないから安心したまえ」

　いや……それフォローになってなくね？

「貴き様さまが今回の依頼者か。自分は少佐だ。こっちの藤島中将の上官にあたる」

「あのう、前から疑問に思ってたんですけど少佐より中将の方がえらいですよね？」

「これだから素しろ人うとは困る」

　少佐はやれやれと首を振って、バックパックをおろし銃をしまった。

「少佐こそ軍の実質的な最高位だということは世界の常識。『最後の大隊LAZTE　BATTALION』指揮者を見ろ平気で上官を皆殺しにしていたぞ」

「漫まん画がじゃないですか」

「ア・バオア・クー戦の最後でも少佐が少しよう将しようを射殺していたがだれも罪に問わなかった」

「アニメじゃないですかッ」それにあれは直後に敗戦したからだろ？

「ところで田た原ばら組の事務所はわかっているのか」

　僕の抗議をさっくり無視して少しよう佐さは話を始める。

「調査の基本はまず盗とう聴ちようから。見てくれ、ピン型で去年の倍の集音と三倍の持続時間を実現したんだ」

　鞄かばんからいかがわしい装置を取り出して床ゆかにずらずら並べる少佐。

「探たん偵ていさんは色んな悪い人と友達なんだね」とメオがつぶやく。

「善良な人間にはできないことをやる商売だからね。少佐、会社の場所は知ってるね？　まずはそちらに仕掛けてくれたまえ。田原の事務所は一カ所しかまだつかんでいないが」アリスが口にした住所を少佐は携帯電話にメモる。「五次団体くらいの小さな組だからね、もっと上の方から関わっていたら調査範囲が爆ばく発はつ的に広がってしまうよ」

「盗聴器を仕掛けるのは百でも二百でもできるが、それを聴いて情報収集する人間の手間はどうにもならんな。せいぜい二カ所までだ。まあ、それは自分の方の仕事だから」

「金の出所がつかめれば関与している連中の深度も知れる。草くさ壁かべ昌まさ也やに関してもあちらの方が詳くわしいだろうしね、隠かくれる兎うさぎを追いかけるよりも猟りよう犬けんを追いかける方が楽だ。……ふむ」

　ファクシミリからのプリントアウトを取って数秒間じっと見たアリスは、紙を畳たたんで枕まくら元もとに投げると、言った。

「草壁昌也は横おう領りようなどやっていないね」

「ほんとに？」

　僕とメオの声が重なった。

「そんなに喜ばれても困る」

　アリスは、あいかわらず背後から抱だきついているメオの胸に後頭部をぐりぐり押しつけた。

「ぼくの考えが正しければ、横領だった方がまだしも面倒が少なくて済む。残念なことにね」

「どういう……こと？」

　でも、アリスは例によって、古こ今こん東西のあらゆる探偵が口にするあの文句でもって僕の疑問を断ち切った。

「今はまだ言えない」

　僕はいらだち混じりの息を漏もらす。アリスは続けた。

「前にも言ったね。ぼくが手にした真実は神様のメモ帳を盗ぬすみ読みしただけのしろものだ。地上に生きる人間にとっては価値がない。価値ある事実とするためには、さらに多くの血と汗が流されなければならない」

「……助手さん翻ほん訳やくして？　お父とうさん悪いことしてないんでしょ？」

　メオがアリスの頭の上で言った。

「証しよう拠こが足りないからわからない、ってことだよ」

　僕の説明に、少佐がうなずいて立ち上がった。

「じゃあ自分はまた血と汗を流しに行ってくる。久々の事件なのに遅刻してしまったからな。新作を試ためせると思うと心が躍おどる！　やくざのげっぷの回数までわかるくらいくっきり録音してみせよう」

　さらりとやばいことを言い残して迷めい彩さい服姿の背中が玄げん関かんの外に消えてしまうのを見届けてから、アリスは言った。

「ナルミ、憶おぼえておきたまえ。この事件では事実は必要じゃない」

「……え？」

「フィックスのときとはちがう。ぼくらの仕事はメオを守り草くさ壁かべ昌まさ也やを見つけることだ。そうだね？」

　アリスが見上げると、メオが僕のかわりにうなずいた。

「だから、墓はかを暴あばいてまで事実を追求する義務はない。事態がそれを求めれば、真実も事実も歪ゆがめる覚かく悟ごを持ちたまえ」

「証しよう拠こが見つからなくても適当に決めつけろってこと？」

「きみはどうしようもなく散文的な男だな」

　そんなの、覚悟を持つまでもなくそのつもりだった。僕はアリスとはちがって真実の探求にも事実の解明にも強迫されていない。ただ、さしあたってなにをすればいいのかわからないだけだ。そういうときだけ、アリスの強迫観念がうらやましくなる。

「さしあたってはメオをここから連れ出してマスターの部屋に連れていきたまえ」

「だめ。探偵さんまだドライヤーしてない」

「ほら、こんなことを言うんだ。温風が顔に吹きつける苦痛を何度説明してもわかろうとしないのだよ、まったく」

　でもそのときばかりは僕はアリスの命令を無視した。ちゃんとブラッシングまでやってもらった方がいいだろう。

「こらメオ放せ、ナルミ待てぼくの言うことが聞けないのかい！」

　メオの腕うでの中でぴいぴい泣くアリスを放置して、僕は事務所を出た。
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　さてどうしようか、と考えながら非常階段を下りる。ついにやることがなくなってしまった。勝手口前の薄うす暗い溜たまり場にはだれもいない。僕ってだれかに言われなきゃやることも見つけられないんだな、と少し落ち込む。

　今日はバイトじゃないけど（試用期間中につき金土だけなのだ）、どうせやることがないならミンさんの手伝いをしようかな、と勝手口のノブに手をかけたとき、携帯がポケットの中で震えた。

『ナルミ頼む助けてくれ』

　テツ先せん輩ぱいの逼ひつ迫ぱくした声がいきなり流れ出す。

「どう、したんですか」

　あのテツ先輩のこんなに追いつめられた声を聞くのははじめてだった。

『今どこ、「はなまる」か』「え、はい」『マンションの場所言うから来てくれ急いで』「あ、ちょ、ちょっと待ってください」

　テツ先輩が住所を口走る。その向こうで、だれかべつの男のぼそぼそ言う声、それからかちゃかちゃとなにかがぶつかり合う細かい音。なんだ、いったいどこにいるんだ？

『絶対だれにも言うなよ殺されるぞ、頼む』

　最後にだめ押しで物ぶつ騒そうなことを言って電話は切れた。僕は疑問と不安を脳味み噌その中で混ぜ合わせながらも、自転車のスタンドを蹴けり上げる。







　先輩の言っていたマンションは『はなまる』から自転車を飛ばして五分。目印らしい目印もなかったのでかなり探すのに苦労した。七階建ての最上階まで駆かけ上がり７０１号室のインタフォンを押す。

　開いたドアの隙すき間まからのぞいたのは、四十がらみの顔色の悪い男。下まぶたはたるみ、唇くちびるから鼻の横に色濃い古傷が走っている。後ずさって後ろの壁に背中をぶつけてしまった。

「テツ、ガキやぞ」

　男が部屋の奥を振り返って言った。

「さっき話したやつです、入れてやってください」

　奥から聞こえてきたのはテツ先輩の声。耳からも汗が噴ふき出しそうなくらい安心する。よかった、ひとまず生きてる。

　男がチェーンを外してドアを開け直し、まず廊ろう下かに顔を突き出してあたりを確認する。それから僕をにらんで部屋の中をあごでしゃくった。

「入れや」

「え、あ、あの」

「早はよせい」

　僕はかちんこちんになりながらもドアの中に足を踏み入れた。古傷男はドアを閉めて錠じようとチェーンをおろす。え、ちょっと待ってなんでそんな厳重なの？

　２ＤＫの奥の部屋に通された僕は、そこで繰り広げられている地じ獄ごく絵図を見て愕がく然ぜんとすることになる。

　部屋には、他ほかに三人の男が正方形の卓たくを囲んで座っていた。テツ先輩、アロハシャツのパンチパーマ、それから眉まゆ毛げも頭とう髪はつもざっくり剃そり上げた巨体のタコ坊ぼう主ず。そして──

「ポン」

「ぬりいなテツ鳴かすなや」

　ラシャをはった卓たくの上に並ぶ麻雀牌マージヤンパイ。

「ナルミよかった間に合った二千円貸してくれ」

　僕に背を向けて座ったテツ先せん輩ぱいが振り向きものすごい形ぎよう相そうで手を差し出してきた。

「え、あ、はい」迫力に負けて思わず財さい布ふを取り出してしまう。

「貸したる言うとるのに」とタコ坊ぼう主ず。

「ネモさんにこれ以上借りると十分で一割複利とか言い出すんでしょう」

「ガキ呼び出して借りんでも」

「この手をオープンリーチしない手はないです」テツ先輩は僕の手から引ったくった二千円と捨て牌を同時に卓に叩たたきつけると、手牌をすべて倒した。

「ピンズごっついガメとるな」

「なに待ちや、これ」

「よくわかんないけどピンズならだいたい全部あがれるんじゃないですか」とテツ先輩。

「２５８ピン３６９ピンの六面張メンチヤンですよ、じゃなくて！」思わず口を挟はさんでしまった僕は勢いで先輩に食ってかかる。「なにしてんですかッ！」

「見りゃわかるだろ麻雀」

　人が心配して飛んできたのにこの腐くされギャンブラーは！

「だってリーチ代までなくなっちまったんだからしょうがない。お、ツモ。三本場ぶんぶんプンリー一発ツモメンチン……」

　なにがしょうがないんだ。怒りに燃える僕をよそに、二千円の融ゆう資しで復活したテツ先輩はその後もツキまくった。その卓で行われているのは、僕が知っている麻雀とはあらゆる面でちがっていた。まず三人しか打っていない（最初に部屋に案内してくれたあの男の人はコーヒーを淹いれたり万札を両替するだけで参加してない）。次に、これが恐るべきところなのだが点棒を使っていない。だれかがあがるたびに卓の上で札さつが直接行き交うのである。なんか点数計算も全然ちがうみたいだし……

　自分の二千円がものすごい金額に膨ふくれ上がったり、また半分にしぼんだりするのを僕は肝きもが冷える思いで見守っていた。







「テツ、メシ行くか。グっさんどや」

　一時間くらいしてお開きとなり、タコ坊主が立ち上がった。グっさんと呼ばれたパンチパーマは首を振る。

「俺おれこれから抵てい当とう物件見にいかな」

「大変やな」

　やくざ（たぶん）二人の会話を遠く聞きながら、僕はどっと噴ふき出した疲労で意識が遠くなりかけていた。とりあえず先せん輩ぱいは勝ってたみたいだし、よかった……と思っていたら「じゃネモさんこれ。二十万」「おう」とかって札さつ束たばをごっそりタコ坊ぼう主ずに返してる。

「まあプラマイゼロだな」先輩はすがすがしい顔。

「僕の二千円……」

「あ、そうか。しばらく貸しといて。そしてできれば忘れてくれ」

「忘れませんよ二千円は大金ですっ！」

　マンションを出て、なぜかタコ坊主は僕も先輩と一緒に寿す司し屋に連れていった。どうも話を聞いてみると、メンツが足りなかったので最初の二十万円を無利子で貸し、さらに場代と昼飯をおごる、という条件でテツ先輩を卓たくに加えたようなのだ。つまり僕が到着したそのとき、先輩はかっきり二十万負けていたのである。恐ろしい。寿司屋のカウンターで先輩とタコ坊主に挟はさまれ、茶を持つ手はまだ震えていた。ていうかなんだよこの席順。挟むなよ！

「ほうか、じぶんあのヤク作ってたガキども叩たたいたやつか。聞いとる。見かけによらず度胸あるやないか。おごりやから遠えん慮りよなく食え」

　前回の事件はどうやらそっちの社会にも知れ渡っているらしく、タコ坊主はなんだかやけにフレンドリー。やめてくれ。僕は縮こまってカッパ巻きと玉子だけこそこそ注文する。そのうちタコ坊主は「どや学校やめてうち来るか」とか言うのである。先輩助けて。

「ネモさん、ナルミは将しよう来らいニート界をしょって立つ優秀な人材なんだから、組なんかに誘わないでください」あんたも勝手にそんなもん背負わすな。

「えっと、二人とも古いお知り合い、なん、です、か？」

　僕は亀かめのように首をすくめて必死で話題を逸そらそうとした。

「いや初対面。知り合いの知り合いの知り合いくらい。さっき電話ではじめて話した。ちょうどメンツ足りないからってさ」

　口にしたカッパ巻きを噴き出しそうになる。初対面ッ？

「わしもびっくりしたわ」全然驚いてなさそうな口調でタコ坊主が言う。「有名やから話は聞いとったけどな、アホみたいにノリええちゅうて。冗じよう談だんのつもりで誘ったらついてきた。度胸とかそういうレベルちゃうわ。惜しいのう、借金かぶせて組引き込もう思うてたのに」

　僕は啞あ然ぜんとしてテツ先輩の顔をうかがう。この人、命が惜しくないのか？

「うちの組はこれから伸びよるで。買い手市場や。どうせこの先さき無職やろ」

　ああしまった、話がそっちに戻ってしまった。

「どやじぶん、手ぇ見してみ。手て相そう見るの得意なんや」

　タコ坊主は僕の右手を強引に取り上げてしわを指でたどる。

「ほらな、感情線が知能線より上にあるやろ、この手相はやくざに向いとる」だれでも上にあるに決まってるだろアホか！　しかし突っ込めない。突っ込んだら殺される。

「星占うらないも得意なんやで。じぶん誕生日いつや」

「……十月三十一日ですけど」

「蠍さそり座やな。蠍座はごっつぅ向いとるで。三月一日から二月二十八日までの間に生まれたやつはやくざ向きなんや」

　全員かよ！

「ネモさんってなに座なんですか」

「わしはやくざ」

「知ってるよ！」

　ああしまった、口に出して突っ込んでしまったもうだめだ殺される。タコ坊ぼう主ずは僕の背中をばしばし叩たたいて大笑いし、寿す司し屋のカウンターはぐらぐら揺れる。

「じぶん見み所どころあるわ。テツと一緒にうち来りゃええのに」

「いやですよあんなめんどくさい業界」と先せん輩ぱい。その冷静さが忌いま々いましい。

　もはや僕が頼れるのはカッパ巻きしかなかった。僕はひたすらカッパ巻きを口の中に突っ込んでキュウリの味に意識を集中させた。

　だから、頭越しに交わされていた二人の会話がいつの間にその話題に踏み込んだのかはわからなかった。

「ネモさん草くさ壁かべ昌まさ也やって知ってますよね。前は大おお阪さかにいたって」

「……じぶん、あれに嚙かんどったんか」

　タコ坊主の声が低くなる。僕はぎょっとして、お茶で口の中の酢す飯めしを喉のどに流し込んだ。

　そうか、べつにテツ先輩は好きこのんでやくざ麻雀マージヤンにつきあっていたわけではなかったのだ。情報収集していたのか。

「それでわしにつきあったんか。アホか。やめとけ、今は田た原ばらだけでもそのうち上も動く。火やけ傷どじゃ済まへんで」

「そういうまともな意見は俺おれがお袋の腹の中にいたときに言ってくれないと」

　タコ坊主は僕の肩かた越しにテツ先輩を殴なぐろうとした。ぴしゃり、とその拳こぶしが先輩の手のひらにおさまる。

「ふん」タコ坊主は座り直した。カウンターの向こうで、板前さんもびくびくとこちらをうかがっている。

「ほんで、じぶんと草壁はどないなつながりや」

「それは言えないんでネモさんが知ってることだけ教えてくれませんか」

「調子こくなあ、じぶん。聞いた通りや」

　僕はびくびくしながらタコ坊主の様子をうかがう。ひさしの深い眼がん窩かは横顔で見るとなお怖い。テツ先輩の腕うでをつかんで逃げ出そうかと思ったところで、再びタコ坊主が口を開く。

「で、どこにわしが喋しやべる筋合いがあるんや」

「だってネモさん、草くさ壁かべ昌まさ也やと盃さかずき交わした仲でしょう。今は立場上手て出だしできないけど、俺おれになにか話してくれればあっちの力になれますよ」

　タコ坊ぼう主ずの目がすぅっと細くなる。

「どこで知ったんやそれ」

「企業秘密ってことで」

　テツ先せん輩ぽいはしれっと答えてヒラメの握りを口に放り込んだ。それからいきなり僕を押しのけてタコ坊主に向かって頭を下げる。

「お願いします」

　しばらくだれも口をきかなかった。板いた前まえさえ包ほう丁ちようを手に息を殺していた。僕はもう怖くてタコ坊主の表情をうかがうことすらできなかった。

　やがてタコ坊主は言った。

「じぶんが草壁の敵てきやないゆう保証は」

「俺おれの命以外にねえッス」

　ぞっとする。テツ先輩の言葉にも、それを受けてにたあっと笑ったタコ坊主にも。

「電話あったわ。受けたのはわしやないが」

　僕は思わず「いつですか？」と訊ききそうになる。かろうじて声が唇くちびるに引っかかって止まった。タコ坊主がこっちを向いて笑ってるんだか怒っているんだかわからないものすごい顔をするので、再び縮み上がる。

「昨日きのうや。まだこのへんにおるで」

「電話で、なんて？」テツ先輩が僕の肩かた越しに訊きく。

「海外へのツテ頼んどったの。急に言われても断るしかないが」

　海外へのツテ？

「外国に飛ぶつもりなんでしょうか」

「うちだけやのうて、他ほかにもかけあっとるらしい。韓かん国こくか香ホン港コンかシンガポールいうて。まあ飛ぶつもりやろな」

　外国へ、って──メオはどうするつもりなんだ。僕はいやな想像をカッパ巻きと一緒に濃いお茶でのどの奥に流し込む。

「草壁なら関かん西さいにいくらでも隠かくれ場所ありそうやけどな。なに考えとるのかわからんわ。逃げとるくせにあちこち渡りつけて、どこかで口の軽いやつが田た原ばらに漏もらしたらどないすんのや」

「そういや変ですね。さっさと逃げりゃいいのに」

「で、じぶん、二億おくと娘むすめの居場所知っとんのやろ」

　テツ先輩は眉まゆ一つ動かさなかった。でもタコ坊主は僕の顔を見ていきなり大笑いする。

「テツ、じぶん大したもんやけどこっちのは顔に出過ぎや」

　恥ずかしくて逃げ出したくなった。テツ先せん輩ぱいの顔をうかがう。この人大丈夫ですか？　追っ手に知らせちゃったりしないだろうか。タコ坊ぼう主ずは僕の背中をばんばん叩たたいた後で、急に真剣な顔に戻る。

「ありゃ会社の金やない。それくらいわかるやろ」

「あの会社と田た原ばら組ってなどういう関係なんですか」とテツ先輩。

「知らんで首突っ込んどったんか」タコ坊主はつるつるの額ひたいをおしぼりで拭ぬぐった。「今の社長の美み河かわが、草壁とつるんで起業するときに、田原に金出させた。もちろん借金返してしまいやない。なにか頼まれたらあの会社は田原には逆らえんわ。草壁はもともと組員やからそうなるちゅうのがわかってて、嫌いやがったそやけどな。金なきゃどうにもならん」

「草壁昌也もけっきょくは折れた、と」

「らしいな」

「で、あの金はなんなんですか」

「そこまで知るか。わしが言えるんはここまでや」







　寿す司し屋を出てすぐにタコ坊主は声を落として言った。

「にしてもじぶん、こっちに関わり合いになるなら組に入ってからにせえとあちこちから言われてるやろ。ええ加減学べ」

「生しよう涯がいいちニートですから」

　タコ坊主はこっちの背筋がねじくれそうなくらい凄せい絶ぜつな笑みを浮かべると、テツ先輩の胸をどんとどやしつける。最後に「草壁のこと頼んだで」と言い残して、歩き去った。

　その鷹おう揚ような背中が角を曲がって見えなくなったところで、僕は全身しぼるようにして息を吐はき出す。テツ先輩は笑って背中をさすってくれる。

「ナルミがそんなに固くなるこたねえのに」

「……なんで……僕を真ん中に座らせるんですか」

「あ、あの人ゲイらしいから。一応、対策ってことで」

　なんの対策だよやめてくれよもう！

「大丈夫大丈夫。田原とは全然関係ない組だからさ。顔つないどくと色々便利なんだよ、やくざも」

　なるほど、テツ先輩の謎なぞに広い人脈はこうやって構築されてたのか。僕はどっと疲れて、寿す司し屋の駐ちゆう車しや場の縁えん石せきに腰こしを下ろす。しばらく立てないかも。

「色々聞けたし、ありがとなナルミ。いやーあのメンチンあがれなかったらどうしようかと思ってたよ。初対面であんま借り作りたくなかったからさ」

「草壁の昔の仲間だなんて、よく知ってましたね……」

「ん？　あ、あれはてきとう」先せん輩ぱいはなんでもなさそうに言った。「関かん西さい系のヤーさんで連絡つくやつに片かたっ端ぱしからカマかけたの。みんな『はあ？　なに言ってんのおまえ？』みたいな反応だった。ネモさんがようやく当たりだったわけ。何人空から振ぶったかわかんねえや。疲れた」

　マジかよ。どんだけ命知らずなんだ、この人は。

「探たん偵ていは地道な努力が大切だからな」

　ニートに地道な努力を説かれるとは思ってなかったけど、今回ばかりはその成果を認めないわけにはいかない。

「草くさ壁かべがまだこのへんでなんかやってるってわかっただけでも収穫。話せる人でよかったよ、ほんと」

「まあ……けっこういい人そうでしたけど」

　想像していたほど言動が粗そ暴ぼうなわけでもなかったし理り不ふ尽じんなことを言い出したりもしなかった。顔が怖かっただけで。ところが先輩は急に真ま顔がおになる。

「あのな、ナルミ。大事なことだから一つ憶おぼえとけ」

　僕の腕うでをつかんで、引っぱり起こした。

「この世にいいやくざなんていない。いいやくざは死んだやくざだけだ」

　はあ。

「……四代目も？」ふと思いついて訊きいてみる。

「あいつは俺おれが五十回くらい殺してるから、まあまあいいやくざ」

　自分も五十回くらい殺されているであろうテツ先輩は、笑ってそう答えた。

「あとは四代目待ちだな。この街にまだいるなら、平ひら坂さか組の網あみにかかるかも」
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　その日は、ただでさえ睡すい眠みん時間が足りなかった上にあちこちたらい回しにされてくたびれきっていたので、夕方に家に帰ってすぐ眠ねむってしまった。

　なにかものすごい騒そう音おんで叩たたき起こされたとき、あたりは真っ暗だった。自分がうつぶせで寝ていたことにしばらく気づかず、起き上がろうとしてばたばたもがいてしまった。

　明かりをつけるということも忘れて、暗くら闇やみの中、けたたましく叫び続ける音源を手探りする。『コロラド・ブルドッグ』のイントロ。アリスからの電話だ。

　ようやく携帯を探り当てる。開くと、ちょうど日付が変わって零れい時じ五分。なんだよこんな時間に。

『草壁昌まさ也やの目もく撃げき情報があがったよ。四代目が撒まいてくれた写真がヒットした。張り込みを開始するからすぐ来たまえ』

「……今……から？　すっごい眠いんだけど」

　まだ頭の芯しんがぼんやりしていて、状況がよくわかっていない。目もく撃げき情報？　写真を持っていったのはほんの半日前なのに、やたらと早いな。

『すぐ来たまえと言ったんだ。きみの習った日本語では一時間ほど二度寝した後でも「すぐ」なのかい』

「いや、わかったよ行くよ、でもちょっと待って一時間くらい」

『きみがあまりにも遅いようなら、しかたがない、来る途と中ちゆうで行方ゆくえ不明になったと判断して、ぬいぐるみに埋うまって幸福そうに口を開けて眠ねむっている写真を尋たずね人としてネットに流すよ』

「いつの間に撮ったんだよ！」眠ねむ気けは一発で吹き飛び、僕はベッドから飛び降りる。

『ぼくは知っての通り心配性だからね、きみを案じるあまり三十分くらいしか待てないだろう』

　そうして通話は切れる。僕は携帯をベッドに叩たたきつけると、ジャンパーを羽は織おった。
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　屋上に通じるドアの前、暗くら闇やみの中で携帯電話の液晶画面を確認すると、まだ午前二時半だった。今さっきアリスにたたき起こされたせいで、今日一日も夜明け前スタート。春休みが終わってから、ちゃんと学校に毎朝通う生活に復帰できるだろうか、とふと心配になる。

　狭い屋上だった。フェンスで囲まれた、六メートル四方くらいの空間。うらさびしい物干し台のシルエット。右手奥の隅すみに、ぼんやりとした逆光に浮かび上がる小さな人影が見えた。

「遅かったな藤ふじ島しま中ちゆう将じよう」

　近づくと、少しよう佐さは僕の方に顔も向けずに言った。手にした魚肉ソーセージをもしゃもしゃとかじりながら、階下に向けたスコープをのぞき、空いた左手で手元のパネルをなにやら調整している。さらには合計五つの小型モニタが足下に弧状に展開されていて、これがか細い光源となっていた。

「いっぺんアリスんとこ寄ってから来たんで」

「なぜここに直行しなかった」

「草くさ壁かべ昌まさ也やの顔をシミュレータで立体に起こして、横からとか上からとかだとどう見えるか憶おぼえさせられたんですよ」

　そんな高度なことができるソフトをなぜアリスが持っているのかというと、どこぞの企業の研究室から盗ぬすみ出したのだそうだ。

「なるほどな。たしかに藤ふじ島しま中ちゆう将じよう向きの任務かもしれん。預けるのは不安だが」

　少しよう佐さはようやく立ち上がって、モニタに囲まれた場所に僕を座らせた。スコープの先、十字路の斜はす向かいには終夜営業スーパーの赤と青の店頭灯とうが深夜の街に浮かび上がっている。こんな時間だというのに、けっこう人の出入りがある。

「あそこで草くさ壁かべ昌まさ也や見たって人がいたんですか」

　このへんは駅からはだいぶ離れているが、まだ区内のはずだった。

「そうだ。目もく撃げき情報が二件あった。張り込む価値はあるだろう、家を出て逃亡中、なおかつこの街に潜せん伏ぷくしているとなると二十四時間やってる店は必要不可欠だ」

「でも、なんでこんなに情報が早いのかな。四代目に写真届けたの昨日きのうですよ」

「街じゅうのニートにばら撒まくからな。基本的に暇ひまなんだ」

　いったいこの街に何百人のニートがいるのだろう、と僕はレンズ越しに深夜の街を行き交う人と車の影を見つめながら思う。彼らの有り余る時間は四代目によって一つの強力なネットワークとして結びつけられる。

「だからって、こんな夜更ふけから張らなくても」

「草壁の立場になって考えてみろ。この近くに潜伏していたとして、買い物に出る時間帯を選ぶとしたら人ひと気けのない明け方だろう」

　客の少ない深夜だと店員に顔を憶おぼえられやすいから避けるんじゃないかと言おうとしたけど、眠ねむいから嫌いやがっているんだと思われたくなかったし、僕は口をつぐんだ。

「じゃあ、今から説明する。一人でおよそ六人分の張り込みが可能なシステムだ。人間の眼球は二つしかないが気合いで増やせ」できるわけねえだろ。

　少佐は得意げに、カメラの設置場所やズームの操作方法などを説明してくれた。「今後、藤島中将も張り込み任務が増えるかもしれないからな、これを機に慣れてくれ」とかなんとか。このハイテク装備はすべて彼の手製だというのだから、その才能の無む駄だ遣づかいぶりには嘆たん息そくを禁じ得ない。

「この紐ひもはなんですか」

　モニタすべてとスコープの脚から毛糸の紐が伸びていて、一つに束ねられてバッグの中に消えていた。

「ああ、それは屋上に怪しいやつがいると通報されて警察が来たときに瞬しゆん時じに装備を収納して逃亡できるようにしてある。ここを引っぱると一気にバッグに収まるという寸法だ」

「ちょ、ちょっと待って、ここの屋上勝手に使ってるんですか」

「当たり前だろう。どこにどう許可を取れと言うんだ」

　いや、そうだけど……

「でも出入り口一つしかありませんよ、逃げるもなにも」

「進退窮きわまったら飛び降りろ。なあに愛国心があれば死にはしない」

　死ぬに決まってんだろ！

「藤ふじ島しま中ちゆう将じようはどうなってもいいが機器は守るように。では武運を祈る。自分は盗とう聴ちよう器を仕掛けないといけないからな。交替は四時間後だ」

　勝手なことをさんざん並べた後で少しよう佐さはビルの中に消えた。なんか、今回はとくに大車輪だな、あの人。

　僕は、なにかあったときにすぐに連絡できるように携帯を取り出してスコープの足下に置くと、ジャンパーの襟えりを搔かき寄せてモニタに見入った。四月だからとなめていたが、深夜の屋上は吹きさらしでけっこう寒かった。モニタの光を顔に受けてしゃがみ込んでいると、不意に僕はあの夜明けのことを思い出す。あのときも屋上だった。

　アリスが墓はかから掘り出した、彩あや夏かの言葉。

　今でも目に焼きついている。

　僕はモニタに映る通行人の顔に意識を集中させようとした。でも、だめだった。

　思い浮かぶ彩夏の顔は、笑顔でも泣き顔でも怒った顔でもなくて、病院のベッドに沈み込んだ虚うつろな顔。

　彩夏は今、どこにいるのだろう。

　あのとき開いたまぶたの奥に、彩夏の心はあったんだろうか。

　考えてもしょうがないことだった。どこにいるにせよ、もう戻ってこないのだし、僕が逢あいに行くことだってできない。
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　張り込みは予想以上につらい任務だった。少佐と僕、それからもう一人、平ひら坂さか組から借りてきたメンバーによる四時間ずつのローテーションなのだけれど、目的に近づいているという感覚がまったくないままに座して過ごす四時間は、冬休みよりも長く感じられた。交替の人が持ってきてくれる缶かんコーヒーは新聞紙みたいな味がした。

　でも、これはたしかに僕向きの仕事かもしれない、と思う。自分にできることはなんだろう、とか余計なことを考えずに済む。

　三回目のシフト──つまり張り込みを始めて丸一日が経過した火曜日の明け方には、僕はもう抜け殻がらみたいになっていた。身体からだどころか目も動かせないので、飲み食いの量だけが増えていく。足下に転がったコンビニの袋は、おにぎりやサンドイッチのゴミでいっぱいだった。

　機械になった僕の網もう膜まくの上を、モニタとスコープが映し出す人々の影が流れては消えていった。そういう茫ぼう洋ようとした観察のしかたが功を奏したのかもしれない。

　なにかが引っかかった。

　僕の意識はゆっくりと、夜明け前の屋上に引き戻される。深いプールの底から、もがきながら水面まで浮かび上がるみたいに。

　最初、どうして我に返ったのかがわからなかった。モニタを端はしからざっと見ても、人の姿はない。あわててスコープに目を押しつけた。店内の見える範囲にいくつか人の姿があった。野菜売場で大量の段ボール箱を潰つぶしている店員が二人。カウンター内にべつの店員が一人。それから──

　いや、まさか。今まさにレジで会計しているその男の横顔に注視する。僕が見た写真では眼鏡めがねなんてかけていなかった。おまけにニット帽ぼうをかぶっている。だからさらに若く見える。なにを買っている？　スコープを思いっきりズームした。包ほう丁ちようだ。それから──整せい髪はつ料、いや制せい汗かん剤ざいか。封筒、プラスチックケースに入った小さいなにか。その他ほかこまごましたもの。

　支払いを終えて店から出てきた男の顔を見て確信する。他のだれが見張っていても気づかなかっただろう、でも僕にはわかる。

　あれは草くさ壁かべ昌まさ也やだ。

　男は店を出てすぐのダストボックスのそばで袋からなにかを取り出し、パッケージをむいて捨てた。それで気づく、携帯電話の使い捨てバッテリーだ。そうか、あちこちに電話しまくってるってやくざが言ってた。

　まさかほんとに張り込みで見つかるとは思ってなかった。左端のモニタが、坂の上へと歩き出す草壁昌也の背中を映す。ズームしたがすぐにフレーム外に消える。僕は立ち上がった。いけない、見失ってしまう。

　ドアに飛び込みビルの階段を駆かけ下りた。十字路に出るとすでに姿が見えない。信号を無視して斜めに突っ切り坂を上る。スーパーの光が届かなくなって街路はいきなり暗がりに沈む。視界の端はしをちらとかすった影を追って車道を横切り、裏道に入る。車の排気音が遠くなる。しんと冷えたアスファルトの上を僕は早足で歩いていた。ほんとうにこっちに向かっていただろうか。すでに男の背中は見失っていて、ほとんど勘かんだけで足を運んでいた。

　何度目かの角を左に曲がったところで、闇やみの中にのっぺりと一面骨の色が立ちはだかっているのが見えた。工事現場を囲む高い防音壁だ。折り畳たたみ式の入り口がほんの三十センチほど開いている。

　近づいてみる。施工者や工事予定が書かれた看かん板ばんはぼろぼろに錆さびていて、文字はほとんど読めない。

　そうっと防音壁の中をのぞいてみた。暗くてよくわからないが、凹おう凸とつだらけの地面。大型の工具は一つもない。右手の手前側に、仮設プレハブ小屋が見えた。窓のむこうでなにかが動いた気がする。

　あそこか？　隠かくれ場所としては向いているけど……全部気のせいだったらどうしよう。そもそも、ほんとに草くさ壁かべ昌まさ也やだったんだろうか。なんだかもう確信が持てなくなっていた。

　ああ、いけない、少しよう佐さのモニタとスコープを電源もそのままに屋上に放置してきてしまった。戻ろう。

　そのとき──かすかに、声が聞こえた。

　踵きびすを返そうとしていた僕の足が止まる。工事現場の中からだ。小屋の方から、聞こえた。

　暗くら闇やみで塗られた小屋の窓ガラスをじっと注視する。影が動いたのが見えた。

　だれか、いる。

　僕はぐっと唾つばを吞のみ込むと、工事現場に足を踏み入れた。ごわっとした土の感かん触しよく。柔らかい闇が溜たまった沼みたいだ。身を低くして小屋に近づく。

　今度こそ、はっきりと声が聞こえた。

「……頼みます。いや、国内じゃ無理で。……ええ。シンガポールに口座お持ちでしょう。……二億おく全部とは言いません、そこをなんとか」

　押し殺した男の声。

　二億。

　草壁昌也だ。見つけた。見つけてしまった。

　やっぱりこの街から離れていなかったのだ、でもどうして。僕は息を押し殺して、薄うすい壁越しの声に耳を澄すませる。電話しているのだろう、おそらく。

「……いえ今週末の便で。なんとかなりませんか。……そうですか。いや無理を言ったのは俺おれなンで。こんな時間にすンませンした」

　声は途と切ぎれる。舌した打ち。静せい寂じやくの中では、聞こえてくるかすかな物音から、いらだたしげに携帯のボタンを操作する草壁昌也の姿が目に浮かぶようだった。こんな時間に電話がつながる方が僥ぎよう倖こうだ。でも、いったいなにをしようとしてるんだろう。やっぱり海外に逃げる算さん段だん？　シンガポールとか言ってたし。

　気づかないうちに、折った膝ひざが小刻みに震えていた。どうしよう。見つかると思っていなかったし、見つけたときどうすればいいのかなんて考えてなかった。

　踏み込んでいくわけにもいかない。向こうだってこっちがだれだかわからないだろうし、それにさっき──包ほう丁ちようを買っていた。護身用？

　けっきょく僕に思いつけたのは、電話で少佐かだれかを呼ぶことだけだった。助けが来るまで見張っていて、あとはその人に任せよう。でも僕はそこで致命的なことを思い出す。携帯電話まで屋上に置き忘れてきてしまったのだ。

　ずっとずっと後になってからも、僕はこのときの自分のミスを何度も思い出す。それはほんとうに失敗だったんだろうか。置き忘れていなかったとしたら、ましな結果になっていただろうか。わからない。

　ともかく一いつ旦たん戻るしかなかった。かがんだまま土の上を這はうようにして、僕は工事現場から出た。







　来た道を戻って広い車道にぶつかった瞬しゆん間かん、僕の足は硬直した。

　坂の下の方、向かい側の歩道を、三人の人影がこちらへと上ってくるのが見えた。街灯の光がどぎつい紫むらさきの柄がらシャツをちらと照らす。僕はすぐ後ろの民家の塀へいにへばりついた。

　あいつだ。『ハロー・パレス』で僕を追いかけてきた二人組の片方。他ほかの二人は見み憶おぼえがなかったけれど、先頭の男はたしかにあの男だった。自分の心臓がいきなり顎あごのすぐ下までやってきたみたいに感じる。足はぴくりとも動かない。

「……のへん岸きし和わ田だの親おや父じの家が近いな」「あいつ親父にコネあったか」「ないでしょう」「現場ってのは今でも工事中なんか」「や、長いことほって……」

　三人の会話の端はし々ばしが静寂の中でくっきり聞こえる。草くさ壁かべ昌まさ也やを追ってきたのだ、間違いない。報しらせなきゃ。戻って、すぐに逃げるように言わなきゃ。でも僕の足はコンクリート漬づけにされたみたいに動かなかった。

　車道を挟はさんだ向こう岸、ちょうど僕の真横を三人が通り過ぎる。もう無理だ。今戻っても間に合わないし僕まであいつらに見つかる。見つかったら。見つかったら──

　自分でも気づかないうちに僕はうずくまっていた。太ももと、それをつかんだ手が一緒にぶるぶる震えている。三人分の足音が頭の後ろの方へとゆっくり遠ざかっていく。

　振り切るように、立ち上がって走り出した。下り坂でつんのめって転びそうになりながらも、足を止めなかった。きっと三人で近づけば草壁昌也も気づくだろうから大丈夫だ逃げられるにちがいない僕が戻って報せなくても、そんな言い訳が走っているあいだじゅう僕の頭の中で渦うずを巻いた。アスファルトを蹴けるたびに痛みが胃いに伝わって吐はきそうになった。

　ようやく深夜営業スーパーの明かりが見えたとき、僕は立ち止まって街路樹にすがりつき、口元をおさえて嘔おう吐と感を腹の中に押し戻した。だれも見ていないとはわかっていたけれど、振り向く気にはどうしてもなれなかった。

　吐き気が引いていくのに呼応して、自己嫌けん悪おがやってくる。

　どうして逃げた。

　なんで、あいつらを見かけてすぐにとって返さなかった。

　僕は草壁昌也を見捨てたのだ。だってしょうがないだろ？　相手はやくざだ。あの紫シャツが僕の顔を憶おぼえていたらどうする。戻ってみて草壁昌也はすでに逃げた後なのに僕だけ捕つかまったりしたらそれこそ道化だ、だからこれでいいんだ、これで──

　苦にがい唾つばを吞のみ込みながら、足下だけを見てふらふらと十字路を渡った。車道を滑すべってきた車がけたたましくクラクションを鳴らしながら蛇だ行こうして、僕の後ろ髪がみをかすめて過ぎていった。

　張り込みをしていた屋上に戻ると、モニタとスコープ、収納用バッグ、そして携帯電話が、行ぎよう儀ぎよく空そら々ぞらしく僕を待っていてくれた。人影の見当たらない店頭を映し出すモニタは、なんだか僕のことを責めているように見えた。

　泣き出したくなるような気分をこらえて携帯を取り上げると、かなりの時間迷ってから、アリスの番号を押した。
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「まさかこんなに早く引っかかるとは思わなかったね」

　アリスは無表情な声で言う。クーラーから吹き下ろす風の音と相まって、僕の耳に寒々しく響く。

　ＮＥＥＴ探たん偵てい事務所に戻ってきた頃には夜が明けていた。アリスはベッドの上でＰＣに向かっていて、しゃがみ込んでいる僕の方など見ようともしない。

「草くさ壁かべ昌まさ也やの携帯に色々送りつけてね、電池の消費を早めたのだよ。功を奏したはいいが幸運も不運も重なるものだね」

　そんなことできるのか、こいつ……。つくづく敵てきに回したくないな。

　でも、そんなアリスの仕掛けも、少しよう佐さの念入りな装備も、四代目の人脈も、みんな僕が無む駄だにしてしまった。膝ひざを抱かかえて腕うでに顔をうずめる。冷房の風がうなじに痛かった。せっかく、見つけたのに。

「なんだい、さっきから茹ゆですぎたヤドカリみたいに押し黙って。まさか自分のせいで草壁昌也が田た原ばら組に捕つかまってしまったなどと思い込んでいるのじゃないだろうね。そもそも捕まったかどうかまだわからないのだよ」

「……でも。僕が引き返してれば」

　アリスはようやく振り向いた。少し眉まゆ根ねが寄っている。怒っているんだろうか。

「少しは論理的に考えたまえよ。連中は明確に潜せん伏ぷく場所の工事現場を目指していたのだろう、おそらく草壁昌也が電話連絡していたどこからか田原に居場所が漏もれたんだ。きみが引き返して警告していたところで」

「わかってる」

「きみが連中に見つかっていた可能性の方がずっと高い。だからきみの判断は正しかった。ただ向こうの手が伸びるのが早かっただけ。ぼくの対応が遅かっただけだ。世界に対するぼくの責任を感情的な理由で勝手に持っていくのはやめたまえ」

　僕の判断が、正しかった？

　だからどうした。正しいか間違いかなんて関係ない。

　僕は、逃げたんだ。結果がどうなっていたかなんて、どうでもいい。

「どうでもよくない」アリスのとげとげしい声。「なんて愚おろかなことを考えているんだ。きみまで田た原ばら組に捕つかまってしまったらどうなっていたと思う。それでもいいからくだらない勇気を示したかったとでも言うつもりなら即刻助手を解かい雇こするから出ていきたまえよ！」

　僕は、頰ほおを上気させてはっきりと怒っているアリスの顔をぽかんと見上げた。

「……なんだい。なにか答えたまえ」

「えと。……アリスにそんなに心配されるとは思ってなくて」

「だれがきみの心配なんてしたんだ！」枕まくらを投げつけられた。「ぼくがきみの身の安全なんてものを案じるとでも思っていたのかい！」

「いや、だってゆうべ、僕のこと案じてるとかなんとか」

「あれは皮肉だばか、それくらいわかりたまえ！」

　なんだか知らないがアリスは真まっ赤かになって空あき缶かんとかリモコンとかを投げつけてくる。こんなに激げつ昂こうしてるのにぬいぐるみを投げたりはしないんだな、じゃなくて、なんでこんなに怒ってんの？

「……と、とにかく、ごめん、謝る」

　頭をガードして冷蔵庫のあたりまで退たい却きやくしながら、僕は言った。

「まったく！　許し難い愚ぐ昧まいさだよ！」

　投げつけるものがなくなったので、アリスは黒髪かみを震わせて毛布を両手でばふばふ叩たたいた。

「悪かったよ……」

　自分が悪かったのかどうかいまいちわからなかったが、僕は消え入りそうな声で言った。アリスはぷいとモニタの方を向いてしまう。

　投げつけられたものをまとめて、ごみをより分け、それ以外のものをそうっとベッドに戻そうとすると、再びアリスの声が飛ぶ。

「そもそもっ、きみが捕まったら、根性のないきみのことだからちょっと小突かれただけでメオの居場所もぼくらが協力していることもべらべら喋しやべったろう、そういう最悪の結果も少しは想定したまえよ！」

　ああ……それもそうだ。なんかもうほんと情けなくなってくる。

　草くさ壁かべ昌まさ也やはやっぱり捕まったのだろうか。あの後、少しよう佐さが潜せん伏ぷく場所の工事現場を調べに行ったけれど、もちろんプレハブ小屋にはだれもいなかった。せめて、逃げられたのかどうかだけでも僕がすぐに戻って確認すればよかった。そうすればすぐにも対応できたのに。

「平ひら坂さか組に頼んで田原の事務所を張ってもらっているし少佐の盗とう聴ちようもある。草壁昌也が捕まって連れていかれたのであればすぐにもわかるよ」

　背中を向けているのにアリスには僕の考えていることがみんなわかっているみたいだった。

　でも僕は、自分が落ち込んでいる理由が草壁を取り逃がしたという自責じゃないのにようやく気づいた。

　僕は、なにも考えていなかったのだ。

　見つけたらどうするのか。どこまで覚かく悟ごして踏み込むのか。

　やくざを見たとき、草くさ壁かべのところに戻るのは危険だと判断して逃げたのなら、僕はここまで情けない思いはしなかっただろう。でも実際のところ、僕はただ足がすくんでいて動けなかっただけなのだ。

　四代目に言われた通りだった。腹をくくれていないやつが現場にいても、邪じや魔まなだけだ。

　それがとにかく、情けなかった。僕はやっぱり、助手としてアリスの隣となりにいる資格はないのかもしれない。

　気づくと、アリスがこっちをじっと見つめている。

「ふん」怒っているというより恥ずかしがっているような鼻の鳴らし方。「つくづく愚ぐ昧まいだなきみは。そんなことを考えていたのかい」

　……え。また独ひとり言ごとが漏もれてたのかな。死にたくなるほど恥ずかしい。

「いいだろう、わかった。この役立たず。考えなし。臆おく病びよう者もの。カマボコ頭。覚悟もないのに探たん偵てい業務にのぞむなんて助手失格だ。──これで満足かい」

　僕は呆ぼう然ぜんとして、アリスにしてはあまりに芸のないその罵ば倒とうを聞いていた。

「四代目になにを言われたのか知らないけれど、覚悟なんて鶏にわとりの餌えさにでもすればいい。ぼくらのするべきことはなんだい？」

　最初、アリスがなにを言っているのかわからなかった。

「……草壁昌まさ也やを、捕つかまえること」

「それからメオを守ること、だ。きみが言い出したのに忘れるなんて、あきれてものも言えない。いいかい、きみが覚悟してようがしてまいがそんなことはどうでもいいんだ。そんなことよりこれを確認してくれたまえ」

　今までの煩はん悶もんを全否定するようなことを言われて啞あ然ぜんとする僕にひらりと投げつけられたのは、一枚のプリントアウト。しばらくは手にも取らずにぼうっとアリスを見つめていた。

「なにをぼうっとしているんだい。目を開けたまま眠ねむる芸ならおもてでやりたまえ」

「あ……うん、ごめん」

　拾い上げて見ると、なにやら商品名らしきものと値段と時間がずらっと並んでいる。

「……なにこれ」

「きみが張り込んでいたスーパーのＰＯＳシステムの履り歴れきだよ。大規模チェーン店だと全国ネットでつながっているから簡単に見られる」

　いや、簡単言うなよ。普通できないだろ。あらためて紙を詳くわしく読んでみると、なるほどスーパーで受け取るレシートの内容とそっくり同じ記述が連ねられていた。

「この、赤い囲みはなに」

　訊きいてしまってから気づいた。購入品が、包ほう丁ちよう、クールスプレー、封筒、割り箸ばし、携帯電話用使い捨てバッテリー、縫ぬい針ばりと糸、ライター、料理用鋏はさみ、包ほう帯たい、ガムテープ。

「これ……」

「その時間帯に客は一人しかいなかったから確実だとは思うが、草くさ壁かべ昌まさ也やの買ったものはそれで間違いないね？　会計を済ませるところを見ていたのだろう」

　ようやくアリスはこっちを向いてくれる。僕はうなずいた。包丁と、それからスプレー缶かんみたいなものはたしかに見た。

「でも、なんで買ったものなんて調べてるの」

　そこで僕はひどく珍めずらしいものを見た。アリスが横を向いて、口ごもったのだ。

　しばらく答えが返ってこなかったので、僕は首を傾かしげてその横顔を見つめ、それから手元のレジ履り歴れきにまた目を落とした。なんだろう、草壁昌也が買ったものが、そんなにアリスを驚かせたのだろうか。

「……ねえ、ナルミ」

　ようやくアリスがか細い声で言った。

「ぼくは今回の件では探たん偵ていをしたくないんだ」

「……え？」

　思わず、聞き間違いかと思う。でもベッド脇わきの機器でぐしゃぐしゃになった棚たなを見つめるアリスの目には、いつか見たもろい光がたたえられていた。

「前に話したね。ぼくの言う探偵というのは、死者の代弁者のことだ。そんなもの、メオは必要としていないのに。まだだれも死んでいないのに、ぼくの指は、これから失われるはずの言葉ばかりをもう探り始めている。そんな自分に吐はき気がする。ほんとうはそんなことはしたくない。生きている人間のことだけ考えるべきなんだ。でも、どうしようもない。ぼくの魂たましいは死んだ世界に惹ひかれていく。だれかを守るとか、だれかを助けることなんて、ニート探偵にはできない」

　そんなことない、と僕は言おうとした。でも、アリスの哀かなしそうな顔を見ていると、安あん易いな言葉は出てこなかった。

　僕は──どうだった？

　あのときアリスが暴あばき出した、彩あや夏かの言葉。

　知らなければよかったと思ったことがないわけではない。でも、アリスのおかげで僕は今、ここにこうしている。知らないままでいたらどうなっていたのか。けっきょくどちらがよかったのか。知ってしまった後の僕にはわかるはずもない。

　それでも、穴の中から僕を引きずり出したのがアリスだということには変わりない。それを、どう伝えればいいのかわからなかった。肝かん心じんなときに僕は言葉にできない。

　黙りこくっていると、アリスは顔をそむけたまま言葉を続けた。

「まだ田た原ばら組に捕つかまったことも確認していないのに、ぼくはもう死人の骨を叩たたいたときの音を思い浮かべている。あの金はなんだったのか。草くさ壁かべ昌まさ也やはなぜメオに持ち逃げさせたのか。なぜ自分は隠かくれたのか。真実が土の中で腐くさっていくことの方が、怖い」

　毛布を身体からだに巻きつけて、アリスは僕の方に向き直った。無理に皮肉っぽく笑おうとして失敗しているのがわかる。

「草壁昌也を無事に助け出して本人に訊きけばいいじゃないかと、そう思うだろう？　そう考えられればどんなにいいかとぼくも思う。でも死を通してしか世界に触ふれられないのはニート探たん偵ていの宿命だ。だからぼくは情報をひたすらかき集めて彼の言葉を再構築する。なにをしようとしていたのか」

　なにか言葉を挟はさまなくちゃいけない。そうしないとアリスは喋しやべるたびに削けずれていく。そう思って、僕はとにかく口を開いた。

「……わかったの？」

　出てきたのは、間抜けな問いだった。

「仮説はある。確証はまだないよ」

「海外に逃げようとしてたんじゃないの。今週末の便がどうのこうのって電話で言ってたよ」

「ぼくはそうは思わないね」

「なんで」

　他ほかの可能性なんて僕には思いつけなかった。

「そもそも、田た原ばら組に追われているとわかっていながらこの街に留とどまるには相そう応おうの理由が必要だろう。そう思って、あの工事現場の周辺の、田原組やハロー・コーポ、あるいは草壁本人と関係がありそうな場所を洗ってみた」

「いや、周辺ったって、家もビルもいくつあると思ってんだよ」

「関連住所を手当たり次第掘り進んでデータベース化して検けん索さくアプリで関連性と距離の近さから点数づけするだけだよ。そうしたらここが浮かび上がった」

　アリスの手から、二枚目のプリントアウトが放られる。モノクロの簡かん易い地図。中央にある二重丸は、草壁が隠かくれていた工事現場だろう。そこから西──ええと、この縮しゆく尺しやくだと二百メートルくらい先に、大きな星印で示された場所があった。

　あれ？　このへんって……

「ここらへんって、もう高級住宅街じゃないの」

「そうだよ。その星印の住所に住んでいるのはね、岸きし和わ田だ会という暴力団の組長だ。監かん視しカメラつきの壁で囲まれた豪ごう邸ていだよ」

　岸和田？　どこかで聞いた名前だ。

「田原組の親団体だ。つまり田原の組長は岸和田の子分なのだね」

「あ……」草壁昌也を捜さがしに来たあの三人が、岸和田の親おや父じがどうのこうのと言っていた。それのことだったのか。

「潜せん伏ぷくしていた場所の目と鼻の先に、追っ手の元締めのさらに元締めが住む家があったわけだ。これを偶ぐう然ぜんと片づけるわけにはいかない」

「ちょっと待って、こんがらがってきた。つまりメオのお父とうさんを捜さがしてるのは、田た原ばら組のさらに上役の命令？」

「それはわからない。今テツが岸きし和わ田だ会の関与を探っているが、どれほどこの事件に関わっているかはまだ不透明だよ。まったく与あずかり知らぬ、なんてことはないだろうけどね」

　自分を追いかけているやくざの、ボスの家の近くにわざわざ隠かくれていた？　それで草くさ壁かべ昌まさ也やはいったいなにをしようとしていたんだ。意味がわからない。

「だから、買ったものを調べたのだよ」

　アリスの言葉で、僕は手元のプリントアウトに再び目を落とす。

　深夜の購入品。包ほう丁ちよう、クールスプレー、封筒、割り箸ばし、携帯電話用使い捨てバッテリー、縫ぬい針ばりと糸、ライター、料理用鋏はさみ、包ほう帯たい、ガムテープ。なんだこれ。バッテリー以外は意味がわからない。逃げている最中に包丁だの裁さい縫ほう用具だの買ってどうしようっていうんだ。

　ん？

「包丁って……」

　敵てきのボス宅の近くに潜伏して、包丁や鋏を用意している。それって、まさか。

「そこまで愚ぐ昧まいじゃあるまい。元暴力団員に対する偏へん見けんというものだよ、それは」

　アリスが僕の考えを見み透すかして言った。

「包丁一本で殴なぐり込んだって門のところで止められておしまいだ。なんの意味もない」

「そうだけど……じゃあ、なんだよこれ。なにするつもりだったんだ」

「それについても仮説が一つあるが、これはあまりに馬鹿馬鹿しいので言わないでおこう。そうとしか考えられないのだけれど、包丁一本で殴り込む方がまだしも賢明に見えるほどの愚ぐ行こうでもある。それに」

　アリスは虚むなしい微笑ほほえみを浮かべて首を振った。

「どちらにせよ、もう無意味だ。草壁昌也がやろうとしていたことは潰ついえてしまった。汚よごれた雨水の溜たまった彼の足あし跡あとを、探たん偵ていが自己満足のためにたどっているだけだよ」
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　重たい頭を抱かかえたまま探偵事務所を出た。もうかなり日が高い。

　アリスに言われたことが、まだわだかまっていた。僕の覚かく悟ごなんてどうでもいい。あれはどういう意味だったんだろう。素直に僕のしくじりを責めてくれれば、まだ気が楽だったのに。

　非常階段を下りようとすると、紙袋を手に上ってきたメオと鉢はち合わせした。僕はぎくりと足を止めて目をそらす。あんなことがあった後で──お父とうさんを見つけたのに取り逃がしてしまった後で、メオとは顔を合わせづらい。

「あ、助手さん。今日も探たん偵ていさんのところから朝帰り？」

　誤解を招く言い方はやめてくれ。

　草くさ壁かべ昌まさ也やの話にならないようにと、僕は必死に他ほかの話題を探した。ふと見ると、メオの持っている紙袋には、着替えやバスタオルが入っている。

「またお風ふ呂ろ？」

「うん。どうせだからひとりでもお風呂に入れるようにしつけてやれってミンさんが言ってたの。なんだかお母かあさんみたいだよね」

　まあ、実質的に母親がわりみたいなものだろう、ミンさんは。

「メオも結けつ婚こんしたら探偵さんみたいな可愛かわいい子供がほしいな」

「ええええ……」

　それはどうなんだ。自分が結婚して家庭を持つなんてまずあり得ないだろうけれど、なにかの間違いでそうなったとしてもアリスみたいな子供はほしくないぞ。絶対苦労する。飯食わないし口うるさいし。

「今あいつ、テンション低いから、風呂に入れようとしたらたぶん暴あばれる。十分くらい待った方がいいよ。ほんとめんどくさい子供だよな……」

　最近学んだのだが、アリスは興奮しているときよりもむしろ沈んでいるときの方が危ういのだ。しばらくＰＣいじってると治るみたいなんだけど。

「助手さん子供きらいなの？」

「いや、きらいというか」自分が子供だし。

「お母かあさんが死んじゃったのはメオが六歳さいくらいのときだけど」メオは階段に腰こしを下ろして歌うように喋しやべりだす。「マンションのお姉ねえさんたちが面倒みてくれたの。お父とうさん忙しくてあんまり家にいなかったし。だから大勢でいるのが好き。結婚したらいっぱい子供つくる」

「……お父さんと？」

　あ、しまった、話題にしないようにがんばってたのに自分から言ってしまった。

「お父さんと」

　にこやかに即答された。作り方知ってんのか？　キャベツ畑で拾ってくるわけじゃないぞ？

「知ってるよ。お姉さんたちに教えてもらった。あのねオギノ式って避ひ妊にん法じゃなくて妊にん娠しん法なんだよ知ってた？　これはヒロさんに教わったの」

「わあああああっ」

　僕はあわててメオの口をふさいだ。ほんとになに教えてんだよあのヒモは！　女の子が真まっ昼ぴる間まからおもてでそんなこと言っちゃいけません。

「お父さん、あんまり喋らないけどたぶんにぎやかなのが好き。だからメオがお母さんになって家族いっぱい増やす」

「……そうか。子育てがんばって」

　他人の人生だしなあ、と僕はぼんやり思い始める。そういう幸せもあっていい。そっちの方が人間として正しそうだし。

　ただ、あの草くさ壁かべ昌まさ也やとか。それはどうなんだ。娘むすめを危険な目に遭あわせてほっておいて自分は逃げ回っているような、元やくざ。

「あの面白い味の炭酸飲料飲ませたら、探たん偵ていさんみたいに育つかな」

「育つわけねえだろ」というかそれは乳児虐ぎやく待たいだ。

「助手さんってひとりっ子？」

「そう見える？」

「うん。なんだか家族少なそう」

　まあ、半分正解。僕はメオの隣となりに腰こしを下ろした。

「姉と二人暮らし」

「お父とうさんとお母かあさんは？」

　色んな人に訊きかれる、いつもの質問。そしていつもの答え。

「父親はほとんど家にいない。母親はもうこの世にいない」

　これを聞いた人がどんな反応をするのか見るのが、僕にとってはちょっとした薄うす暗い楽しみでもあった。ちらと横を見るとメオは今にも泣き出しそうな顔をしている。ほんとに表情がよく変わる娘こだなあと思う。

「……病気？」

「ん？　ああ、いや、わかんない」

「わかんない、って」

「つまりね、母親が死んだことについてはまだ頭ん中で整理できてないんだ。ちゃんと葬そう式しきもやったんだけど、なんだかその日のことだけよく憶おぼえてないし。だから、僕の中ではなんで死んだのかよくわかってないの」

「……メオには助手さんの言ってることがよくわかってないよ」

　ああもう。それ以上説明するのもめんどくさかったので、僕は笑ってごまかした。

「さみしくない？　お父さんもお母さんもいなくて」

　あまりにもストレートで、これまでぶつけられたことのなかった質問に、僕はしばらくの間面めん食くらって言葉に詰まってしまった。なんでメオはそのへんにやけにこだわるんだろう？

「……わかんないな。考えたこともなかった。そもそも、親がいたからってさみしくなくなるわけじゃないし」

　我ながらひどい言い方だな、これ。案の定メオは苦笑していいのかどうか思案しているみたいな顔で黙ってしまった。こうやってどんどん人に避けられるようになるんだな、僕って。

　メオはしばらくバスタオルにあごを埋うめて「んー」とうなった後で、口を開いた。

「お父とうさんが昔やくざだったのって話したっけ」

「ちょっとだけ聞いたよ」

「前に酔よっぱらってたときに何度も訊きいたら、なんでやめたのかちょっとだけ教えてくれた。あのね、お父さん子供の頃、施設にいたんだって。でも高校生くらいのときにその施設潰つぶれちゃって、ホームレスみたいになって、それでぶらついてたら組の人と知り合って、入れてくれるように頼んだの」

　なんでやめたのかという話のはずが、メオの語りは草くさ壁かべ昌まさ也やの生い立ちから始まった。

「知ってる？　やくざの人って家族なんだってね。親分さんはほんとの親と同じで、先に組にいた人はお兄にいさんで」

「……うん。それは知ってる」

　平ひら坂さか組の連中が四代目はもちろん、テツ先せん輩ぱいやヒロさんも家族同然に扱っているのは、なんとなくうらやましい。

「お父さんそういうのに憧あこがれてたんだって。それで、組に入って家族もいっぱいできて。でも、どんどんえらくなっていったら、やっぱりそれは噓うそだって気づいて。みんなお金のことしか考えてない、って」

　哀かなしい現代任にん俠きよう。血よりも濃いものは金だったというオチ。

「それで、もめ事があって、組やめて、旅に出て、このへんの国いっぱい回って、タイに来て、お母かあさんと逢あったの」

　家族を、探しに行った？　わざわざ海を越えて？　まさか。

「で、お母さんと結けつ婚こんして日本に帰ってきて。そしたら、旅の途と中ちゆうで知り合ったお姉ねえさんたちがお父とうさんを頼って日本にどんどん来ちゃって。出稼かせぎの人って日本だと色々大変でしょ。だから働きやすくなるように、東京で知り合った美み河かわさんて人と一緒に会社作ったんだって」

　そんなにモテるのか。四十手前の元やくざが？

　草壁昌也の半生は僕にはちょっと想像もつかないものだった。彼がなにを考えているのか、手がかりになるどころかますますわからなくなる。

「だから、ね、まだ五歳さいだったメオも一緒に日本に連れてきてくれたんだよ。お父さんきっと家族がいっぱいほしかったんだと思う。奥さんも子供も。家族なら一緒にいるだけでけっこう幸せだよ」

　それは、どうだろう。

　そんなに家族を大切に思っているなら、どうしてメオの居場所がまったくわからなくなるような逃げ方をした？　そもそも、どうしてこんな危険な事件に娘むすめを巻き込んだんだ。そんなに二億おく円が大事だったのか。それこそ、自分が嫌きらっていたはずの金の圧力じゃないか。

　それに、気になっていることもあった。

　確かめるべきだろうか。

　意を決して訊たずねる。

「……ねえ、メオってビザ持ってる？」

「ビザ？」メオは首を傾かしげた。「日本の？　持ってるよもちろん」

「ううん、そうじゃなくて、どこか外国に行くビザ。たとえば、シンガポールとか」

「なんで？　そんな予定ないもん。行ったことないし」

　そりゃそうだ。

　草くさ壁かべ昌まさ也やは電話で、今週末の便と言っていた。あれは──メオを置いてひとりで逃げるということじゃないのか。悪い考えがざわざわと忍び寄ってくる。金を持たせて娘むすめを逃がしておきながら、まるで居場所を知るつもりがないみたいな振る舞い。それはひょっとして、囮おとりのつもりだったんじゃないのか。自分にかかる追っ手を減らすために、娘に大金を任せて放り出す。ひどい想像だった。ほんとうだとしたらつらすぎる。

「ビザがどうしたの？」

「なんでもない、ごめん」

「お父とうさんがどうかしたの？　さっきから助手さん、変だよ」

　顔に出まくるんだな、僕って。

　それなら──言ってしまおうか。たとえ、哀かなしませることになったとしても。再会できたときに、父親の口から聞かされるよりは、まだしも軽い傷で済む。

「……お父さん、見つけたんだ」

「ほんとっ？　どこにいるの？」

　弾はじけそうなくらいの期待に満ちたメオの顔を、僕はまともに見ていられなくなる。

「わからない。ちょっと……色々あって、しくじって。また行方ゆくえわからなくなっちゃった」

　やくざに捕つかまったかもしれない、とはさすがに言えない。まだそうと決まったわけじゃないし。メオの表情は猫ねこの目みたいにくるくる変化する。

「無事だった？」

「うん」

　その顔に、ぱあっと笑みが広がった。

「よかったあ……」

　目め尻じりには涙なみださえ浮かんでいる。そんなにあの親おや父じが心配なのかよ。メオの喜びようとは反比例して僕の気持ちは沈んでいく。

「お父さんはたぶん外国に逃げようとしてるんだと思う」

　ちらと見上げる。メオは首を傾げている。

「電話でそんなようなことを言ってたんだ、だれか知り合いに手配してもらっているんじゃないかな。それで、メオになんの連絡もないってことは」

「なに？」

「メオは置いてくつもりだと思う」

「そんな──そんなことないよ」

　メオの顔は少し青ざめている。こないだみたいに即座に嚙かみついてこないのは、僕が実際に草くさ壁かべ昌まさ也やを見つけたという重みのせいだろう、きっと。

　だから、たぶんそのときの僕はかなり残ざん酷こくなことを言っていたのだと思う。

「冷静に考えなよ。お父とうさんはちゃんと携帯電話持ってた、メオからの電話には出られないんじゃなくて出ないだけなんだ。連絡取るつもりないんだよ」

「助手さん、お父さんと話したの？　お父さんがそう言ってたのっ？」

　メオが僕の二にの腕うでをつかむ。僕は首を振った。あのとき、踏み込んでいってやればよかった。草壁昌也に、娘むすめをほっておいてなにやってんだと文句を言ってやればよかったのだ。でも僕にはそんな勇気はなかった。

「お父さんメオを置いてったりしない！」

「じゃあなんで電話に出ないんだよ！　おかしいと思わないのかよ、あっちからメオに連絡できないんだぞ」僕は思わず声を荒らげる。

「お父さんのことなにも知らないくせに！」張り合うようにメオも声を高くした。「なんでそういうこと言うの。お父さんがそんなこと言ったの？　ちがうんでしょ？　お父さんと話したわけじゃないんでしょ？　ねえ」

　そうだよ。僕がへたれだったから、一言も話せず、顔さえ見られず、追っ手にびびって逃げ出してきたんだ。おまえこそなにを知ってるんだよ。親おや父じが片足突っ込んでる世界がどんなにやばいところか知ってんのか？　唐とう突とつに怒りが噴ふき出しそうになった。僕は唇くちびるを嚙かんでそれをこらえた。

　気づくと、メオが口を押さえて僕の顔を凝ぎよう視ししている。言葉に出していたのかもしれない。とことん間抜けだな、僕は。

「ごめんなさい、でも、あの」

　メオの声が途と切ぎれ途切れになる。僕を責めているわけじゃないとわかってはいても、その視線が痛い。

　でも──じゃあ、どうしろってんだ。

　答えはわかっていた。草壁昌也を捕つかまえるしかない。首に縄なわをつけてでもメオの前に引っぱってくるしかない。メオが信じている通りなのかどうかなんて、どうでもいい。メオを置いていくつもりだったのなら殴なぐってでも止める。僕は膝ひざの上の拳こぶしをぎりぎりと固くする。見つけたのに。手の届くところにいたのに。僕のせいで。僕のせいで──

「……助手、さん？」

　おびえたような、メオの声。

　たぶん、ひどい顔をしていたんだろう。

　僕は立ち上がって、メオの方を見もせずに階段を下り始める。メオに対していらだってるわけじゃないのに、そのときようやく気づいた。
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　勝手口前には少しよう佐さが来ていた。僕をちらと見上げ、「気にするな、発見できただけでも収穫だ」と言った。少佐にまで気休めを言われると、ほんとにみじめな気持ちになる。

　そのうちテツ先せん輩ぱいもやって来て、二人は手分けして盗とう聴ちようの録音チェックを始めた。

「あの、僕も手伝います。三人でやった方が」

　少佐はイヤフォンを外してぽかんとした顔で僕を見上げた。テツ先輩はなにか言いたげな三さん白ぱく眼がん。

「どうした藤ふじ島しま中ちゆう将じよう。珍しくやる気じゃないか。風か邪ぜでも引いたのか」

「いや……だめですか？」

　いくら自分の無能さに憤いきどおったって、僕にできることはほとんどないのだ。だから。

「かまわんが、聞き漏もらすなよ」と、少佐は僕にイヤフォンを手渡す。

　三人がかりで三倍速回しでも、半日分の録音を調べ終わるのに二時間以上かかった。なんといってもこの作業がいちばんきついのだと少佐は言う。

「藤島中将のはいちばん最近の時間帯だが、草くさ壁かべ昌まさ也やについてなにか言ってなかったか」

「いえ、なんにも」

　朝っぱらからピザを出前したり、株主総会の相談をしたり、来月やる会合の打ち合わせをしたり、と色々な意味で濃い電話ばかりだったけれど、草壁昌也の名前は出なかった。実際にやってみてわかったのだが、この作業、めちゃくちゃ疲れる。早くも手伝いを申し出たことを後悔し始めていた。

「ふうむ、おかしいな。事務所に連れていったわけじゃないのか。張ってもらってる平ひら坂さか組からも連絡がないし」

「捕つかまってねえって線もあるよな」

　テツ先せん輩ぱいがイヤフォンを外して言う。

「田た原ばらの事務所は一つだけだし、まさか会社に連れていくわけないだろうし……いや、わかんねえか。どっかの倉庫にでもぶち込むかもしれないな」

「テツさん、岸きし和わ田だ会の方は動いてるんですか。あそこはでかいから、人間一人監かん禁きんする場所なんていくらでも持ってそうだ」

「いや。話は行ってるけど、ドサ回りしてんのは田原のやつらだけだな。ハロー・コーポとどういうつながりなのかわかんないんだよ。さすがに他ほかの組の内情まで知ってる人はそうそういなくてさ。岸和田会にも知り合い作っておけばよかったなあ」

「しかしテツさん、ああいう企業ゴロ系はきらいでしょう」

「馬鹿。やくざはみんなきらいだ」

　やくざって系統あるんだ……。わからない世界。どんどん怪しげな方向に話が膨ふくらんでいく。なんだか高校にちゃんと通っていたのが遠い昔のことみたいに思えてきた（実際、けっこう遠い昔なんだけど。三学期ほとんど顔を出してないから）。クラスのみんなは元気かなあ。僕は今日も元気にやくざの電話を盗とう聴ちようしてます。

「まあ、やくざの方からは手て詰づまりでも、会社の側から調べられるかもしれない。そのへんはヒロ待ちだな」







　ヒロさんは午後二時くらいに現れた。

「ごめん遅くなった。聞いたよ、大変だったね。ナルミ君まで捕つかまらなくてよかった。もう居場所は割れたの？」

　僕はドラム缶かんの席をヒロさんに譲ゆずってテツ先せん輩ぱいの隣となりの階段席に腰こしを下ろす。

「まだ事務所の方にはなんも引っかからない。そっちはどうよ。秘書とは逢あえたの」

　秘書？

「ああ、うん、朝までずっと一緒にいたんだ。やー疲れた。帰って二度寝しちゃったよ。可愛かわいい人だったけどなんかテンションあわなくてさ」

　また僕の知らない世界。秘書と朝まで一緒？

「ハロー・コーポの社長の秘書。秘書っつってもただの事務員がついでにやってるだけらしいんだけどね、小さい会社だから」

　ヒロさんはドラム缶に座って、胸ポケットから細長い銀色のものを取り出して少しよう佐さに渡した。ＩＣレコーダーだ。少佐はレコーダーをＰＣにつないだ。

「なにかわかりましたか」

「うん、けっこう収穫。アリスに渡す前に編集したいから、ちょっと回してくれる」

「編集？」と、僕は口を挟はさむ。

　ヒロさんは答えようとして、ＰＣのスピーカーから録音したものが流れ出したので口をつぐんだ。最初に聞こえてきたのは、ざわざわした複数の囁ささやき声と、その向こうのジャズっぽい緩ゆるやかなピアノトリオ。かすかにガラスの触ふれ合う音。バーかどこかだろうか。

『お一人？　隣、いいですか』と、ヒロさんの声。

『えっ？　……あ、は、はい』

　返ってきた若い女の人の声は、けっこう面めん食くらっているようだった。

『この席がいちばんきれいに聞こえるんですよね。さっきリクエストしてたでしょう、「エイプリル・イン・パリ」。ちょうど四月だしリクエストしてみようかと思ってたらその前に流れてきたからびっくりしちゃった』

『えー？　あはは』

　おお……こうやってナンパするのか。ちょっと感動。僕には絶対できないけど。

「ヒロさんジャズ詳くわしいんですね」

「いや全然。バーテンにこっそり訊きいて話あわせたの」

　絶句。

「少しよう佐さ、ちょい飛ばして。そのへんは本題に入ってないから」

　しばし早送り。ふたたび再生すると、いきなりスピーカーから甘あまい声が流れ出す。

『……ねーヒロくんてけっこう力持ちだよね、太ももとかこんなに細いのにさ。ふふ。抱だっこでお風ふ呂ろ連れてかれたときびっくりしたよー』

『そんなことないよ。そっちが軽いんだよ』

　ちょっと待てッ。今のわずかな間になにがあったッここはどこだッ。

「一秒間に十回愛の言葉を囁ささやいてホテルに連れ込むとはさすがヒロさん」

「少佐が早回ししただけだろ」

「なにもホテル行くこたねえじゃんか」とテツ先せん輩ぱい。

「いやあ、なりゆきで」

　なりゆきって、あんた……。

「もうちょい飛ばして、ああ、うん、そのへんかな」

　必死でなにか突っ込みの言葉を探していた僕の意識は、次に流れ出した女の人の声で一気にスピーカーに引き寄せられた。

『……旅行いいね、行きたいなー。温泉がいい。泊まりがけで富士急ハイランド行って温泉！　ねえねえどう？』

『あそこの病院お化け屋敷すごいよ。また行きたいな、おれはいつでも空いてるけど、いつひま？　ゴールデンウィークあたりに三泊四日くらいで』

『あー、うちの会社ゴールデンウィークも休みないんだ。もう最低』

　テツ先輩と少佐が身を乗り出した。本題に入ったのだ。

『去年まで、絶対潰つぶれると思ってた。借金かなりやばかったみたいだし。それでねー、潰れたらきっぱりやめられるやって思ってたら、なんか最近社長が頑がん張ばっちゃったらしくてなんとかなったんだって。どうしたんだろね、宝くじでも当てたのかな』

　会社の借金が──消えた？

『でも、潰れたら退職金出ないんじゃないの』

『あ、そうか。じゃあじゃあ今がやめどきってことなのかな、待ってたらまた借金だるまになっちゃうし』

『かもね。一緒にニートしようよ。それで二週間くらい旅行すんの』

『あははー。いいね。あ、見て見て、イタリアツアーだって。十二日間』

　言葉の合間に、さらさらと紙がこすれる音。雑誌でも見てるのだろうか。

『でもそんだけ長いと荷物大変だよね。おれさ、でっかい鞄かばん持って長いこと旅するの憧あこがれるんだけど、鞄売場行くといつもめんどくさくなっちゃうんだよね。通販で買おうかな。……あ、このボストンバッグいいなあ。一ヶ月分くらい服入りそう』

『……あれえ？　この鞄見たことある』

　僕は驚いてヒロさんの顔を見上げた。なにが起きてるんだ？

「メオちゃんの持ってた鞄と、あとなにか旅行情報が載のってる雑誌を探してさ。だれかの置き忘れみたいなふりしてホテルの部屋に置いといたの。直接訊きくわけにもいかなくてさ、話つなぐの苦労したよ」

　ヒロさんは苦笑する。あきれたマメさだ。毎度同じことを思うのだが、この勤きん勉べんさをもっとべつの方向に使っていれば──

『さっき話したじゃん、うちの副社長みたいな人』

『ちょいワルおやじ』

『そうそう。けっこうかっこいいの。なんか昔やくざだったって噂うわさもあって。給料日にその人が決まってこのバッグ持って会社に来るんだよね。そんで電話があって、社長と一緒にその日は必ず出かけて直ちよつ帰きしちゃうの。迷めい惑わくだよねー行き先言わないんだよあいつら。その後、社長宛あての電話受けるあたしの立場にもなってほしい。もー。副社長なんて、今週ずっとさぼりだしさあ。まさか旅行いってるなんてことはないよねー』

　自分でも気づかないうちに手のひらが汗ばんでいた。今、かなり踏み込んだところまで来ている。それは、興奮気味のテツ先せん輩ぱいと少しよう佐さの目を見るまでもなくわかった。

　依林イーリンさんの言う通り、あの鞄は定期的に会社に持って行っていた。そして電話が──どこからの電話だ？　僕はスピーカーからの会話に耳を澄すませる。でも、それ以上は深入りしなかった。やがて会話は途と絶だえて、もぞもぞという音と、鼻にかかった甘あまい声だけになる。

「あ、ごめん、このへんでおしまい二回戦始めたから」

「この種たね馬うま」「ジゴロ」「女の敵てき」「性犯罪者」

　テツ先輩と少佐が口々にヒロさんを非難する。僕はといえば、ヒロさんの鮮あざやかな手並みに感心半分落ち込み半分。あいかわらずとんでもないな、この人たちは……。わかっていたことではあるけれど、僕の出る幕なんてどこにもない。

　探たん偵てい助手だとか言いながら、僕はこの人たちの仲間面づらしていていいんだろうか。

「じゃあ少佐、今んとこだけピックアップできるかな」

「たしかにアリスには聴かせられませんね。情操教育上よろしくない」

「わかったことは増えたけど、わかんねえこともますます増えたな」

　テツ先輩が腕うで組みする。

「会社の金じゃねえのか。やっぱりやくざから預かってた金か」

「そうっぽいけど、でもなんで預かってたんだろうね」

「借金がいきなり消えたのもなんだかよくわかんねえな」

「とにかくアリスならこれで全部わかりますよ」

　少しよう佐さが力強く言った。

「毎月の給料日にハロー・コーポにかかってくる電話でしょう。それだけ条件が絞しぼり込めるなら、あとは通話履り歴れきを調べればいい」

「あ……そうか」とヒロさん。

　これで、糸がつながった。

　ハロー・コーポ、田た原ばら組、そしておそらくはその上にいる岸きし和わ田だ会。

「でも草くさ壁かべにたどり着いたわけじゃねえんだよな」テツ先せん輩ぱいが苦々しそうにつぶやく。「やくざの側からもたどれるようにはなったけど。とにかく居場所が割れないと」
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　それもそうだ。なにしろ捕つかまったかどうかすら不明なのだ。逃げ切ってべつの場所に潜せん伏ぷくしている可能性もあるし、そうなったらまた一から洗い直さなければいけなくなる。

「でも社長の美み河かわってのもかなり深く嚙かんでるのはたしかだから、そっちを叩たたいてみたら」

「それはヒロと少佐に任せる」

「そうですね。とにかくこれで動く指針が──」

　店の方からミンさんの怒鳴り声が響いたのは、そのときだった。







「うるせえな。知らないっつってんだろ。客じゃないなら帰れ」

　僕は勝手口を三センチくらい開いておそるおそる店内をのぞきこんだ。背の高い男が二人、入り口に立って、カウンターをはさんでミンさんとにらみあっている。

　その片方の顔を見て、危うく声をあげるところだった。

　思わず身を低くして、勝手口のドアから飛び退のいて離れる。

「どうしたのナルミ君」

　声をかけてきたヒロさんに、身振りで黙れと伝える。

　あいつだ。『ハロー・パレス』で僕を追いかけてきた、革かわジャンの方。ご丁てい寧ねいにもあの日と同じかっこうをしているのですぐにわかった。もう一人はダークグレイのスーツを着て一見まともそうだったけれど、焦こげ茶色のサングラスがただならぬ雰ふん囲い気き。なんで？　なんでここがわかったんだろう？　尾つけられたんだろうか。まさか。

「だってここは『ラーメンはなまる』だろう。電話番号は×××−××××だろ」

　革ジャンの方がカウンターに肘ひじをついてミンさんを下からねめ回すようにして言った。

「そうだよ。だからどうした」

「色が黒い女の子だよ、十四歳さい。親おや父じが捜さがしてんの。未成年者略りやく取しゆって知ってっか？　隠かくすんじゃねえよ」

　僕の背後で息を吞のむ音。やっぱり、メオがここにいることを知っている。

「知らない。もう昼は終わりだからさっさと出てって」

　ミンさんはまったく物怖おじせずに言い返した。革ジャンのこめかみに血管が浮くのが僕のところからでもはっきり見えた。グラサンは冷静で、さっきから一言も発しない。

「おまえなあ、なめてんじゃ──」

　そのとき、足音が非常階段を下りてきた。

「あ、みんな来てたんだ。ねえ、なんか探たん偵ていさんがドライヤーでのぼせちゃったみたい」

　心臓が止まるかと思った。勝手口を閉めたけど遅かった。メオのくっきりした声に、店の中のやくざ二人も反応した。ビルの隙すき間まの入り口に、でかい人影が立つ。

「メオ、中に！」

　ヒロさんが素早く立ち上がって勝手口を開きメオと僕を一緒に中へと投げ込んだ。

「隠れてろ二人とも、顔見られるんじゃない」

　ミンさんの声がして、力強い手が僕の頭をカウンターの陰に押し込む。すぐ背後にうずくまったメオが、ぎゅっと僕の二にの腕うでを握りしめた。

「待てこら」

　ドアの隙すき間まから、革かわジャンの方がずかずかと僕らの庭に入り込んでくるのが見える。その目の前にテツ先せん輩ぱいが立ちふさがった。

「おまえら、なんなんだガキ」

「あんたらこそなんだよ？」

　ほんの少し高いところにある革ジャンの両目を先輩はにらみ返す。僕はといえばミンさんの手の下ですくみ上がって、少しも動けないでいた。

「草くさ壁かべさんの代理のもんだよ」革ジャンの背後から、グラサンが低い声で言った。「娘むすめさんと、その荷物を引き取りに来た」

「なんで本人が来ないんだ」

「おいおい。知ってるだろ、草壁さんは今大変なんだよ」

　面白がるような声のグラサンとは対照的に、革ジャンは沸点が低かった。

「いいからどけや。遊びで来てんじゃねえんだよ」

　奥に進もうとする革ジャンをテツ先輩の分厚い胸板が遮さえぎる。革ジャンはかなり強い勢いで先輩の肩かたをどんと突き飛ばした。

「おいやめろテツ殴なぐるな！」

　ヒロさんが、テツ先輩の腕うでに飛びつく。革ジャンもすっと腰こしを落として拳こぶしを引いた。思わず目をつむって顔をそむけた僕の耳に、肉を叩たたく鈍にぶい音が響く。

　片目だけ開けて顔を上げた僕は、なにが起きたのか一いつ瞬しゆんわからなかった。テツ先輩はヒロさんに羽は交がい締めにされているのに、革ジャンがのけぞって震え、土の上に膝ひざをついたのだ。グラサンが革ジャンに背中から膝蹴げりを入れたのだ、と気づくのにしばらくかかった。

「素しろ人うとさんに手出すなや」

　革ジャンの背後でグラサンが言って、さらに革ジャンの後頭部に容よう赦しやない膝蹴りを入れる。ぐぎりという骨が歪ゆがんだような音がビルの合間に響いて、僕は縮み上がる。血と唾だ液えきが土に垂れた。

「悪いね、うちのは教育がなってなくて」

　うずくまる革ジャンの背中を踏みつけ、グラサンは酷こく薄はくそうな笑みを見せる。

「しかし、草壁さんの娘さんはどういった事情でこっちにお世話になっているのか教えてもらえないかな」

　口調が丁てい寧ねいな分、革ジャンよりもよほどすごみがある。テツ先輩が口を開きかけたとき、勝手口を開けてミンさんが出ていった。ヒロさんと先輩を押しのけてやくざの前に立つ。

「あんたらに教えることなんてなにもないよ。帰れ」

「ふうん」

　亀かめのように丸くなった革ジャンの背中を乗り越えて、グラサンはミンさんのすぐ目の前にまで近寄った。五センチくらいの距離からにらまれても、ミンさんはまったく動じなかった。

「こっちだって草くさ壁かべさんに頼まれて来てるんだ。あんたらのやってるのは未成年者略りやく取しゆだよ」

「寝言は寝て言えよ。なら父親を連れてこい。どうせでたらめだろ、今あの娘この父親は行方ゆくえ不明だ。それでも文句あるなら警察でも呼びなよ」

「おいおい。なんで俺おれたちがこの場所わかったと思う」

　グラサンは懐かい中ちゆうから、つや消しブラックの携帯電話を取り出してミンさんの目の前で振った。僕はあっと声をあげそうになった。

「着信履り歴れきだよ。親おや父じ想いのいい娘だな、何回もかけて」

　メオはお父さんの携帯に何度もかけてみたけれどつながらなかったと言っていた──店の電話も借りてかけていたのだ、なんで、なんで気づかなかったんだ、なんで見落としていたんだこんなこと。腰こしから下が雪の中に埋うまってしまったような真っ暗な気分がやってきて、頭から血が引いていくのがわかる。

　草壁昌まさ也やは、やっぱり連中に捕つかまってしまったのだ。

「そちらさんこそ警察呼んだらどうよ。警察沙ざ汰たになったら草壁さんには二度と逢あえなくなっちゃうかもな。急に具合が悪くなったりしてな。仲のいい親子らしいし、生きたまま逢えるといいなあ」

　グラサンはそう吐はき捨てると、ミンさんに背中を向けて、革ジャンの脇わき腹ばらを蹴けり上げた。

「いつまで寝てんだ。こちらさんに迷めい惑わくだろ」

　去り際にグラサンはもう一言。

「また後で引き取りに来るから娘むすめさんと荷物をそのときまでよろしくな」
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「ごめんなさい。ごめんなさい……」

　メオは泣きじゃくっていた。ミンさんの家の狭いダイニングに、そのときは六人も集まっていた。メオの隣となりにミンさんが座り、正面には僕。椅い子すが三脚しかないのでテツ先せん輩ぱいとヒロさんは立っていて、少しよう佐さは床ゆかに座り込んでいる。

「あんたは悪くないし、あんたを責めたってしょうがない」

　ミンさんが冷たい声でメオに言う。僕の心は凍こおりつく。僕のせいだろうか。何度もメオと話していた僕が、もっと早く気がついていれば。

「やくざまでからんでるなんて、なんでもっと早く言わなかったんだ」

　ミンさんはだれに言うともなく言った。僕は顔を伏せた。少佐は床に目を落としてかちんこちんに固まり、ヒロさんは下唇くちびるを嚙かんでうつむき、テツ先輩は仏ぶつ頂ちよう面づらをあさっての方に向けている。

「アリスもアリスだ、まったく……」

　ぐし、とメオが鼻をすすり上げた。

「や、やっぱり、メオ出ていきます。迷めい惑わくかけられないし」

「出てってどうするんだよ。あの連中のとこに行くんじゃないだろうな。なにされるかわかんないってのに」

「でも、でも、ここにいたら」

「あんな連中、なにもできないよ。仲間殴なぐってたろ。あれは警察呼ばれても大丈夫な脅おどし方なんだよ。やくざは暴対法のせいで表立って無茶できないからああいうことすんの」

「でも……」

　ミンさんはメオの頭をぐりぐりなでた。メオの言いかけた言葉は押し潰つぶされてしまう。

　居間の入り口で電話が鳴った。僕の背中がびくっと震える。止まってしまった時間の中で、ミンさんがゆっくり立ち上がって僕の脇わきを通り過ぎ、受話器を取り上げた。

　声が聞こえたわけでもないのに、受話器の向こう、ベッドの上で膝ひざを抱かかえて沈み込んだ顔をしたアリスが見えたような気がした。

「……わたしはいい。てきとうに引き受けたわたしが馬鹿だっただけだ」

　その言いかたの方が、率直に責められるよりもなお突き刺さる。

　ミンさんは残ざん酷こくなくらい優しい。

「おまえ、事情はわかってんの」

　アリスがなにか言って、ミンさんはちらと僕の顔を見た。カメラで見ていれば、一目でわかっただろう。草くさ壁かべ昌まさ也やが暴力団の手に落ちたこと。僕は絶望的な気分でうなずいた。僕が。僕が、あのとき──引き返していれば、こんなことにはならずに済んだのに。

「これからなんとかできんのか。やくざだぞ相手は」

『やるより他ほかないよ。ぼくは探たん偵ていで、依い頼らいを受けている。それ以上に力強い真実はこの地上のどこにも存在しない』

　受話器からこぼれて聞こえた、無理に絞しぼり出したような、アリスの声。

　ミンさんは再びこっちを見た。ただ、今度は僕への視線じゃなかった。背後でなにか不思議な熱みたいなものを感じた。振り返ると、少しよう佐さがいつのまにか立ち上がっていて、ヒロさんもテツ先せん輩ぱいもこっちを向いていて、三人の目には光が戻っている。僕は唾つばを吞のみ込む。あのときと同じだ。

「どうすんだ」とミンさんは言った。まるで、僕らに聞かせるみたいにくっきりした声で。

　アリスも同じように強く答えた。

『もちろん、草壁昌也を奪い返す』

　ミンさんは受話器を置いた。「ほんとに馬鹿ガキぞろいだ」と吐はき捨てる。

「あの、メオ、や、やっぱり……」

「あんたがここを出てくときは警察を呼ぶときだ」

　ミンさんはきっぱり言った。なにか言い返そうとするメオの襟えり首くびをねじり上げる。

「ただ出ていこうなんて考えるな。警察呼びたくないんだろ。親おや父じさんだって助けたいんだろ。メオ、あんたが賭かけ金をつり上げたの。もう、このままレイズするかコールするかどっちかだ。おりたら連中が大喜びするだけだ」

　目を潤うるませて言葉を失ったメオを、椅い子すに投げ落とす。

「それからナルミ、おまえはこの件には関わるな」

　僕はミンさんの顔を見上げた。しばらくの間、なにを言われたのか理解できなかった。

「どう、して……ですか」

　呆ほうけたような声が漏もれる。

「こいつらはまだいい、どうせ未来のないニートだけど、おまえは高校生だろ。あのな、わかってんのか、やくざだぞ」

「でも」

「今回は引っ込んでろよナルミ」テツ先せん輩ぱいが言った。「やばすぎる。おまえ、顔憶おぼえられたらどうするつもりだよ。潮しお時どきだ」

　言葉にできないものが喉のどにつっかえた。だって、僕は探たん偵てい助手なのだ。僕にだってできることが、なにか、なにかあるはずなのに。

　でも、なにも言えなかった。

　僕だって痛感していた。革かわジャンとグラサンがビルの谷間に入ってきたとき、足がすくんで動くこともできなかった。あのとき僕が一心に考えていたのは、どうか革ジャンが僕の顔を憶えていませんように──なんていう情けない祈いのりだったのだ。

　どうしようもなかった。泣きたくなってきた。
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　連中の対応は実に素早く、その日の夕方から嫌いやがらせが始まった。がらの悪い三さん下したが四、五人やってきてラーメン屋の前にたむろし始めたのだ。昼に来たあの二人の顔はなかったけれど、明らかに筋すじ者ものとわかる服装や髪かみ形。

「古典的だな、ったく」

　ミンさんはぼやいたけれど、気にしなかった。店の中に入ってきたりはしないし、大声をあげたりもしない。ただ店先のビールケースに腰こしを下ろして携帯メールを打ったり、通りかかる人にガンを飛ばしたりするだけ。ごくごく慎しん重ちような威力営業妨ぼう害がい。でも効果はめざましく、客は一人として近づかなかった。

　僕とテツ先輩は勝手口前に居残って、物陰から為なす術すべもなくそれを見ていた。先輩は今にも飛び出していって一人残らず殴なぐり倒したいのを我が慢まんしているそぶり。そんなことをしたら連中の思うつぼだ。

「ちくしょうあいつら、あいつら、あいつら……」

　ぶつぶつ言いながら自分の太ももに拳こぶしを何度もぶつけている。テツ先せん輩ぱいがここに残っているのはミンさんとメオのボディガード役。僕も一緒にいるようにとヒロさんに言われたのは、たぶん、先輩ひとりだけだとそのうち我が慢まんがきかなくなってしまうからだろう。

「ナルミ、かわりにおまえ殴なぐっていいか」なんてことまで言い出す。

「いいですよ」

　僕は素そっ気けなく答えた。テツ先輩は肩かたすかしを食らって気の抜けた顔をする。

「なんだよ、突っ込んでくれよほんとに殴るぞ」

「殴られたい気分なんです」

　殴ってもらったからって、自分の情けないのが治るわけじゃないけど。

　テツ先輩は僕の顔をまじまじと見つめた後で息を吐はいた。

「おまえ、もう帰ったら」

「僕が帰ったら先輩がキレちゃったときに止める人間がいないです」

「あのな、俺おれがほんとうにキレたらおまえなんかに止められるわけないだろ」

　それもそうか。

「じゃなくて。大丈夫だよ。こっちから殴ったりしない。今、アリスが連中の画像集めて、まとめて四代目に流してる。やつらが帰るときには尾び行こうもつける。ハロー・コーポの方はまだヒロが調べてるし、どっちかから絶対にたどりつけるって」

　そうだろうか。暴力団の拠きよ点てんなんていくつもあるし、どこにメオのお父とうさんがいるのかなんて、そうそうわかるはずがない。その間にも嫌いやがらせはどんどんエスカレートするだろうし。

　なにもできないくせに、いやな予想だけは僕の頭の中でどんどん膨ふくらんでいった。

「だから帰れって。最近夜遅いから姉ねえさんも心配してんだろ」

　その方がいいかもしれなかった。あまりのいたたまれなさに、身体からだが縮んでいってしまいそうだ。

　帰り際に厨ちゆう房ぼうを通って奥にあがり様子を見てみると、メオは書庫の隅すみっこでボストンバッグを抱かかえて丸くなってこっちに背を向けていた。眠ねむっているのかどうかはわからないけれど、言葉をかけられる雰ふん囲い気きじゃなかった。

　店を出るときも、ミンさんはなにも言わなかった。たむろしているチンピラたちに顔を見られないように、僕はビルの裏手から抜け出した。










　　　　４







　水曜日の朝は、口の中に残ったドラッグの苦味みたいな、不快な予感から始まった。深夜の三時くらいまで眠ねむれなかったせいで、起きてみると九時半。姉はとっくに仕事に出ていた。

　居間に下りてテレビをつけてみる。金を持ち逃げした元やくざの副社長の件は、もちろんニュースにはなっていなかった。闇やみの中で始まって、みんな闇の中で終わろうとしている。でも世の中にはそういう悲劇の方が、スポットの当たっているものよりもずっと多いんだろう。

　ドラマの再放送に変わってしまったテレビ画面をぼうっと十五分くらい見つめた後で、けっきょく着替えて家を出た。

　昨日きのうのミンさんの言葉がまだ耳に残っている。『関わるな』。四代目にもまったく同じことを言われた。それでも、家でじっとしているなんて耐えられなかった。
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　背の低いビルが固まった袋小路である『はなまる』前は、不ぶ気き味みなくらい静かで閑かん散さんとしていた。表通りで自転車を止めて、やくざが待ちかまえていないか見回してみたのだけれど、チンピラどころか猫ねこの子一いつ匹ぴきいない。周囲のビルの窓やベランダにも、その日はなんだか人の気配がない。気のせいかもしれない──いつもこんな感じだったかもしれないけど、布ふ団とんやマットを干しているところもないし、鉢はち植うえを日なたに出しているところもない。

　そのかわり、店の前のアスファルトや店の入り口の戸が真っ黄色に染まっていた。何事かと思って近づいてみると、ペンキがぶちまけられているのだとわかる。なんて悪質な嫌いやがらせ。

「ミンさん、外──」

　僕が戸を引いて店内に入ると、カウンターの向こうにいたメオとミンさんがそろって顔を上げた。僕はぎょっとする。タンクトップを脱ぬいでさらしだけになったミンさんの上半身、右肩かたから脇わき腹ばら、腕うでにかけてが血まみれだった。それをメオが洗い流していたのだ。

「どうしたんですかッ」

「買い物帰りにやられた」ミンさんは顔をしかめて答える。「わたしもなまったな。昔だったらチンピラの二人や三人、どってことなかったんだけど」

　血の気が引くのと、腹の下の方から怒りがわいてくるのが同時で、僕は天地がひっくり返るほどの激しい眩くらみを覚えた。

「大丈夫だよ、突き倒されてちょっとすりむいただけだから。あっちもすぐ逃げたし。大した怪け我がじゃない」

「全然大丈夫じゃない！」

　メオが涙なみだ声ごえで言った。傷口を洗い終えて、ガーゼを貼はる間も、彼女はずっと泣いていた。

「うるさいな。あんたが怪け我がしたわけじゃないんだから泣くなよ」

「でも、メオのせいで……」

「あんたが悪いんじゃない。いいか、どっからどう見たって悪いのはあいつらだ。あんたのせいだと思い込む、そういうとこにあのクズどもはつけいるんだ。絶対そんなこと考えんな」

　この人はなんて強いんだろう、と僕は思う。なのに、僕は。僕は──

　勝手口が開く音に、ミンさんが振り向いた。

　ドアの外に立つパジャマ姿の少女は、まだ手当てを終えていないミンさんの痛ましい傷口を見て、大粒つぶの瞳ひとみをさらに見開き、白い顔をなお蒼そう白はくにした。

「なにしにきた、ひきこもり」

　ミンさんがうめく。アリスは答えなかった。その上体がぐらりとよろける。僕はそれに気づくなり、カウンターの端はしをくぐって厨ちゆう房ぼうに回り、倒れそうになったアリスの身体からだを支えた。

「……すまない、ナルミ」

　僕にしがみついてぶるぶる震えながら、アリスはつぶやく。

「血まみれで帰ってきたマスターがカメラに映っていてね。ぼくの愚ぐ昧まいさと魯ろ鈍どんさが流させてしまった無用な血を、この目で確かめに来たんだ。己の無力さを嚙かみしめるためにね」

「見せ物じゃないんだから、おとなしく部屋にこもってろよ、ばか」

　そう言って大きく息をつき、ミンさんは丸椅い子すに腰こしを下ろした。座る瞬しゆん間かん、痛みにかすかに顔をしかめる。

「探たん偵ていさんのせいじゃ、……ないよ」

　メオが涙を払はらうようにして首を振った。

「いいんだよメオ、こいつは筋金入りのばかだから、さっきの理屈は通用しない。世の中の不幸はみんな自分が解決できなかったせいだと思ってんだ」

　ミンさんは冗じよう談だんめかして言う。でも僕はそれが、アリスにとっては冗談でもなんでもない真理であると知っている。世界中に存在する哀かなしみは、自分の無能の罪──アリスを探偵たらしめている歪ゆがんだ信仰。アリスの身体を支える僕の手に、知らずと力がこもる。

「ハロー・コーポの通話履り歴れきを洗った。ようやくわかったよ」

　吐はき出されたのは、そんな虚むなしい言葉。

「なにが」ミンさんの無表情な問い返し。

「あの金の正体も、ハロー・コーポがやってきたことも、田た原ばら組と岸きし和わ田だ会の関与も。わからないのは、草くさ壁かべ昌まさ也やがやろうとしていたことだけだ」

　僕は息を吞のむ。

「すべてが手遅れになった瞬間、カーテンが開く。他ほかにだれもいない劇場の客席に一人。探偵とはつまるところそういう役回りだ。それでもぼくは、語らずにはいられない。……聴いてくれるかい」

「好きにしろ」

「ナルミ、ぼくにも椅い子すを取ってくれたまえ。ちょっと面倒な話になる」







　丸椅子の上に、膝ひざを抱かかえてちょこんと座ったアリスは、前置きした通りの込み入った話を始めた。

「ハロー・コーポレーションは、いわば巨大な濾ろ過か装置だ。だから汚よごれた水をいっぱいにした連中が寄ってくる」

　僕は流し台にもたれて首を傾かしげる。なんの話だかわからない。

「資金洗浄マネーロンダリングという言葉は知っているかい」

「聞いたことだけ」とミンさん。メオはまったくわけがわからないという顔をしている。僕も詳くわしく知らない。でも、話が横おう領りようなんかよりもよほど深刻で大げさなものになりつつあるのはわかった。

「簡単に言えば、不法所得で汚れた金をきれいにして使える金に換えることだね」

「いまいちわかんないんだけど、金にきれいも汚きたないもないだろ」

　僕もそれはいちばんわからないところだった。アリスはううんとうなって宙をにらみ、それからまた口を開く。

「じゃあ、そもそもの最初から話そう。だれでも簡単にできる上に、まずばれない脱税方法があるんだがマスターは知ってるかい」

「知らないよ。そもそも脱税するほど流は行やってる店に見えんのかよ」

「もっともだね。しかし憶おぼえておくといい、ほんとうに簡単だ。儲もうかったお金を申しん告こくせずに隠かくして、それを絶対に使わないこと。それだけだ」

　アリスがそこで言葉を切ったので、僕はしばらく考えてから口を挟はさんだ。

「いや、それ……稼かせいだ意味ないんじゃないの」

「その通りだよ。でも脱税の基本は突き詰めればそこなんだ。いかに儲かっていないように見せるか、そしていかに使っていないように見せるか」

「ええと。マネーロンダリングって脱税のことなの」

「そうじゃない。脱税で隠した所得を洗せん浄じようする際にも使われるというだけでね。他ほかにも不法金利や麻ま薬やく売買なんかで得た、表おもて沙ざ汰たにできない金をきれいにするためのものだ。概がい念ねんが脱税と似ているんだよ。マネーロンダリングの必要性を理解するためにはまず押さえておくべき前提が二つある。一つ目はね、お金は使わなければ意味がないということ。二つ目は、我が国の国税局はたいへん優秀だから、だれかが意味のある金の使い方をするとすぐに嗅ぎつけるということだ」

「……そんなに優秀なの？」

「優秀だとも。まとまった資金の有意義な使い方というのは──たとえば家を買う、車を買う、株を買う、設備投資をする──どうしても、陽ひのあたるまっとうな経済社会で行うしかないんだ。多額の資金が動けば国税局はすぐにそれを嗅かぎつける。そして、そんなことができる資金がいったいどこからやってきたのかを調べる」

　なんだかアリスの言い方だと超能力者の集団みたいに聞こえてくる。

「金の流れを遡さかのぼって、申告していない所得に突き当たれば脱税とみなされて追つい徴ちよう課税されるし、もっといかがわしい所得に突き当たれば刑務所だ。だから、どうやって儲もうけた金なのかばれないようにする」

「……どうやって？」

「たとえば、外国籍を持つ多数の社員に給与として分配し、海外経由で回収する」

　僕は息を吞のんだ。

　たぶん、ミンさんも同じような顔をしていたと思う。

「……ハロー・コーポ？」

「そう。だから社員への給与が手渡しなんだろう。『ハロー・パレス』の住人は東南アジアからの出稼かせぎ女性がほとんどだった。会社側は送金口が増える。出稼ぎ女性の方は暴力団と会社の手回しで日本に滞在しやすくなる。一いつ挙きよ両りよう得とくというわけだね」

　僕はそっとメオの顔をうかがった。放心して、青ざめている。

「岸きし和わ田だ会はおそらく、ハロー・コーポレーションの設立に出資しているんだろう。もちろん表おもて沙ざ汰たにできない金でね。だから資本関係はないように見える。そのかわりにハローは田た原ばら組経由で資金洗せん浄じようを請うけ負っている。定期的にかかってくるというくだんの通話履り歴れきを調べたら、間違いなく岸和田会からのものだった」

　アリスはそこで言葉を切り、大きく息を吐はいた。

　なんだか──これは、もう、僕らの手に負える話じゃないように思えた。

「……証しよう拠こはあんのか」ミンさんが冷静に言った。

「ないよ」アリスは無表情に答える。「あったらとっくに当局が動いているよ。あくまで推測だ。ハロー・コーポは実にうまくやっていた。この資金洗浄の唯一の欠点はね、あまりに慎つつましやかなので洗浄能力が低いということなんだ。依林イーリンに見せてもらった送金額からざっと試算してみたが、どう甘あまく見積もっても億おく単位を軽々洗浄できる仕掛けじゃない。大掛かりではないからたしかに露ろ見けんはしない。でも処理能力は低いから、岸和田会から回される資金はどんどんだぶついていった。そこで、かねてから会社の負ふ債さいに頭を悩ませていた社長の美み河かわはどうしたと思う」

　頭の中で、ヒロさんの聞き出した情報とアリスの話がぱちんとつながる。

「……横おう領りようしたのか！」

「そう。横領したのは草くさ壁かべ昌まさ也やではなく社長の方だったんだ。およそ三億おく円が洗せん浄じようしきれずに草壁の金庫に溜たまっていた。どうやって草壁を出し抜いたのかはわからないが、とにかく美み河かわはそのうちの一億おく円を会社の負債に充あてた。残りの二億円が、つまりあれさ」

　罪を押しつけられたと知った草壁は、だから、逃げたのか。なぜ潔白を訴えなかった？　いや、無理か。田た原ばら組と親しかったのは社長の美河だし、おまけに草壁は関西の組を抜けて外国に逃げた経歴まである。田原組と美河がそろって草壁のしわざだといえば岸きし和わ田だ会もそちらを信じる可能性がかなり高い。それに、やくざは警察じゃない。

「でも、こんなからくりが今さらわかったところでどうしようもない。手遅れだよ。今たしかなのは、草壁昌也が田原組に捕とらえられているということ。それから、いずれ殺されるということだ」

　メオが立ち上がった。無言で、唇くちびるを震わせている。ミンさんも立ち上がり、黙ってメオの肩かたに手を置いた。僕は啞あ然ぜんとしてアリスに視線を戻した。殺される？

「だってそうだろう。横領は噓うそなんだ。草壁昌也が証言すればシナリオが綻ほころびる。田原組と美河が噓を守り通すためには、草壁昌也を永遠の沈黙に沈めるしかない」

　僕は、あのグラサンが言っていたことを思い出してぞっとする。

　──『生きたまま逢あえるといいな』

　相手はやくざだ。見えない闇やみの中でなら、なんだってやる。

「そうしてぼくの求める真実は闇に埋うめられてしまう」

　アリスは椅い子すから飛び降りた。

　それはもう、依頼を受けた探たん偵ていの目じゃなかった。世界に取り残されることにおびえた、魂たましいのない人形の目。

「──そんなこと、させるものか」







　アリスを追いかけて勝手口から出た僕は、非常階段を上ろうとしていたクマさんパジャマの背中を呼び止めた。黒髪かみがひるがえり、冷たい目が僕をなでる。

「なんだい。階段くらいひとりで上れるよ、付き添いは要いらない」

「いや、そうじゃなくて……」

　なんだろう、どうして呼び止めてしまったんだろう。自分でも、なにを言おうとしていたのかわからなかった。

「きみはその、考えなしに動こうとするところをなおした方がいい。家に帰って高校生らしく春休みの課題でもやりたまえよ」

　アリスにまで言われて、僕は絶望的な気持ちになる。

「自分にできることはないのかと、そうぼくに問いたいのだね」

　見み透すかされた僕は、唇くちびるを嚙かんで、みじめにうなずいた。

「一つもないよ。……と言ったらきみはまたぐじぐじと自己嫌けん悪おのとぐろを巻いて醜しゆう態たいを晒さらすのだろうね」

「悪かったな」

「でもね、ナルミ。実際のところ、ぼくらは非力だ。探たん偵ていなんてしょせんは死んだ言葉をかき集めて並べ替えて別の意味を見いだすことしかできない。考えること以外にぼくらの仕事があるかい」

「でも、なにを考えればいいのかだってわからないよ」

　馬鹿にされることを覚かく悟ごの上で、僕は弱よわ音ねを吐はいた。でもアリスはそこで、非常階段の手すりに背をもたれて、なぜか僕に優しい目を向ける。どうしていつもこいつは、こうやって僕の不意をついて、胸を苦しくさせるんだろう。

「……草くさ壁かべ昌まさ也やは、どうしてメオに二億おく円を隠かくさせたのだと思う？」

　アリスの柔らかい声。僕はその問いの意味が、しばらくわからなかった。

「どうして、って」さっきのアリスの説明を必死に思い出しながら答える。「はめられたことに気づいて、それで、横おう領りようだと思われないように……」

　……あれ？

　下唇に拳こぶしをあてて黙り込んだ僕を見て、アリスはうなずく。

「そう。変だろう。だって、彼がやったことは横領の否定材料にはなっていないんだ。むしろ横領というシナリオを補強しているようにしか見えない。保身のためなら、その二億円を自分が持って高飛びすればいいし、濡ぬれ衣ぎぬを晴らしたいなら二億円と一緒に岸きし和わ田だ会か警察に駆かけ込めばいい。彼には様々な選択肢しがあった。その中で、メオに二億円を隠させて自分も隠れるという選択肢だけは、意味がわからないんだ」

　たしかに、わからない。

　なんのメリットがあったんだろう。娘むすめを危険にさらして、自分もけっきょくのところ捕つかまって。もっと他ほかに手はあったはずなのに。

「だいいち、彼はメオとの連絡手段を持っていなかった。きみの言った通りだ、まるで二億円ごとメオを投げ捨てたようにしか見えない。なぜそんなことをした？　わからない。すべてがクリアなこの事件の中で、この草壁昌也という人物だけが、ぼくにはわからない。それが唯一の謎なぞだよ」

　僕にだってわからなかった。アリスに見えないものが、僕に見えるはずがない。

「でもたぶん、これは事件の本質とは関係ないのだろうね」

　アリスは目をそらして、寂しそうにつぶやいた。

「あのときと同じだ。ぼくの自己満足だよ。未知の闇やみがあれば、それを塗りつぶさずにはいられない。哀かなしいさだめだね」

　それから僕に向けた笑みは、いつか見た星空と同じ。

「そうしてぼくがえぐり出した不必要な真実は──草くさ壁かべ昌まさ也やの真意は、メオを深く傷つけてしまうかもしれない。あのときのように」

　あのとき、というのがいつのことなのか、僕にはわからなかった。もし、あの屋上で迎えた夜明けのことを言っているのなら、そんなことないと言ってやりたかった。

「……大丈夫だよ」ふと、言葉が口をついて出てしまう。アリスは虚こ空くうをさまよわせていた視線を僕の顔につなぎ止めた。

「大丈夫。メオは強いから。……僕なんかより。お父とうさんのことずっと信じてるんだ。他人がなに言ったって、びくともしないよ」

　アリスは非常階段の手すりにしがみついて、しばらくじっと黙って僕の顔を見ていた。息が詰まりそうになった。なにか、言ってはいけないことを言ってしまっただろうか。

　やがて、小さな桃もも色の唇くちびるがほうと息を吐はく。

「メオは、答えを直観しているのかもしれないね」

　……答え？

「草壁昌也がなにをしようとしていたのか。理論が百年かかって橋きよう頭とう堡ほを築いてようやくたどり着く地に、信仰の翼つばさは一夜にして至る。でもぼくはニート探たん偵てい、死者の代弁者だ。言葉にならない想いに興味はない。……だからね、メオ。きみの真実はきみの胸の中にしまっておきたまえ」

　僕は驚いて振り向く。勝手口がほんの数センチ開いて、カフェオレ色の顔がのぞいている。大きな丸い目がびっくりしたように瞬まばたきする。

　階段を上っていく足音にもう一度向き直ると、アリスの姿は踊おどり場を曲がって見えなくなってしまった。

　僕は息を深く吐き出すと、非常階段の二段目に腰こしを下ろす。

　メオが勝手口をおずおずと開いて顔を見せる。おびえきった彼女の視線を感じて、僕は今さらのように自分の馬鹿さ加減に気が滅入ってくる。

　昨日きのうからずっと、メオを不安にさせるようなことばかり言ってる。なにやってんだ僕は。ほんと馬鹿じゃないのか。

　メオが、いちばんつらいはずなのに。

　お父さんのことを心配して、自分も追いつめられて、家にも帰れないで、不安で不安でどうしようもないときに、僕は──

　ああ、そうか。ようやくわかった。昨日、アリスが言っていたこと。

『きみが覚かく悟ごしてようがしてまいがそんなことはどうでもいいんだ』

『覚悟なんて鶏にわとりの餌えさにでもすればいい。ぼくらのするべきことはなんだい？』

　僕が腹を据すえているかどうかなんて、僕だけの問題だ。メオには関係ない。それなのに僕は自分のことしか頭になくて、おまけにメオにひどいことを言った。なにが探たん偵てい助手だ。相変わらずただの無神経なガキじゃないか。

「お父とうさん、まだ無事、かな、無事、だよね……？」

　ねじ切れそうな、メオの声。

　僕は黙って立ち上がった。メオの肩かたをつかんで厨ちゆう房ぼうに押し戻す。

「大丈夫。無事だよ」

　ようやく、気休めが言えた。そんな簡単なことさえできなかった、昨日きのうまでの僕。

　それからもう一言。からっぽの、約束。

「──お父さんはちゃんと助ける」




　　　　[image: まーく]




　ミンさんに、しばらく店には近づくなと言われて、僕は『ラーメンはなまる』を追い出された。二人だけ残すのは不安だったけれど、ミンさんはこんなことを言う。

「あのな、なにかあったときメオだけならなんとかなるけど、おまえの面倒なんて見てらんないんだよ。だから帰れ」

　清すが々すがしいくらいストレートな足手まとい宣告。

　反論の余地は一ミリもなく、僕は『ラーメンはなまる』を後にした。表通りに出てすぐ、まずテツ先せん輩ぱいに電話する。

『アリスからさっき電話あった。今「はなまる」に向かってる。くそ、ずっと俺おれが張はりついてないとだめだな』

　おまえじゃだめだな、と言われたような気がして、僕はもごもごとはっきりしない返事をして通話を切った。被害妄もう想そう。少しよう佐さとヒロさんは電話に出なかった。盗とう聴ちよう器仕掛けたり女の子のところを回って話を聞いたりするのに忙しいんだろう。僕は邪じや魔まにしかならないことがはっきりわかっていた。だからしかたなく、ひとりで街に出た。

　春休み中の駅前は中高生くらいの子供の姿が格段に多くなる。ヒロさんによると、地方から遊びに来る子が増えるので街全体の色がなんとなく変わるのがわかるんだそうだ。

　とにかくメオに約束したのだ、お父さんを助ける、って。

　手がかりはなに一つなかった。でも、だれかにやるべきことを言いつけられるまで待っていたりはしない。とりあえず四代目に電話してみようか。あれからも張り込みを続けているはずだし、なにかわかったかも。

　そのとき、ポケットで携帯が震えた。

『ミンさんが襲われたってほんとっ？』

　ヒロさんの声はうわずっていた。

『ナルミ君、店に行ったの、どう、どうなってた？　店の方電話つながらないんだよ』

「え、あ、あの」こんな焦あせってるヒロさんの声も、はじめて聞く。「突き飛ばされてちょっとすりむいただけって言ってました。テツ先せん輩ぱいが向かってるって」

　店の電話に出ないのは、たぶんあの黄色いペンキをどうにかしている最中で忙しいからだろう。電話越しにも聞こえるため息。どうしたんだろうヒロさん。なんだか、らしくない。そりゃあ、ミンさんがやくざにやられたって聞けば心穏おだやかでいられないのは当然だけど、それにしても。

『そう、よかった……あー、おれも行きたいけどまだいくつか回んなきゃいけないしな、どうしよう。大丈夫かなテツ一人で』

　大丈夫だろうか。テツ先輩はたしかに喧けん嘩かが強いけど、相手はやくざだし……。

「あのう」

　ためしに言ってみる。

「どこか行かなきゃいけない用事があるなら、僕がかわりに。僕、『はなまる』には近づくなってミンさんに言われてるから。だから、ヒロさんが店に」

『あー、ううん……』ヒロさんは案の定、歯切れが悪くなる。『女の子のとこ回る用事だからおれじゃないとだめなんだよ。手伝ってくれるのは嬉うれしいけど。今回はナルミ君は──』

「僕、なにかできることないんですか」

　自分でもめちゃくちゃ情けない声になっているのがわかる。

『うん……あとはハロー・コーポもいっぺん様子見に行かなきゃだけど。でもあそこ田た原ばら組の連中がうろついてるかもしれないしなあ。おれら全員面めん割れてるし、ちょっと危ない』

「……僕、顔見られてませんよ、たぶん」

　ずっとメオと一緒に隠かくれて震えていたから。

『え？　ああ、いや……そうか……いやでもやっぱり危ないって』

「僕、行ってきます」

『ちょっと待てってナルミく──』

　電話を切って電源も落とした。とにかくじっとしていられなかった。
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　ハロー・コーポの住所は少しよう佐さに聞いていたので、すぐに見つけることができた。駅から自転車で十分くらい、区役所の斜はす向かい。表おもて向きはまともな会社なので、ビルの側面にちゃんと看かん板ばんが出ていた。人材派は遣けんハロー・コーポレーション。けっこう新しくて大きなビルだった。もちろん自社ビルなわけじゃない。三階のワンフロアをオフィスとして借りているだけだ。

　横断歩道を渡る前に、オフィスビル周辺を目で探る。僕の顔を憶おぼえている可能性があるとしたら、『ハロー・パレス』で遭そう遇ぐうした革かわジャンと紫むらさきシャツ。あのときはヒロさんのジャケットと眼鏡めがねを着用していたから、たぶんばれない。それと、『はなまる』に革ジャンと一緒にやってきた焦こげ茶色サングラス。あのときも勝手口の中に隠かくれていたから、見られてないはず。

　でも、信号が青に変わっても僕の足は動かなかった。血まみれになったミンさんの上半身がちらつく。自分でも情けないけれど、足がすくんでいたのだ。

　そもそも、ハロー・コーポレーションを様子見するといっても、なにをすればいいのかわからない。馬鹿か僕は。なにしに来たんだ。

　自分の低能さにげんなりして、ガードレールに尻しりをのせる。僕の前を車が、背後を歩行者が、ひっきりなしに通り過ぎていく。

　知った顔でも見かければ、なにか情報になるかもしれない。そう思って、僕は車道を隔へだててオフィスの入り口をしばらく張り込むことにする。

　でもじっと座っていると、僕の思考は明け方の工事現場に戻ってしまう。あのときなんとかできていれば、こんなことにはならなかったのに。でも、どうすればよかったのだろう。小屋にいきなりあがり込んで草くさ壁かべ昌まさ也やと話すのが正解だったんだろうか。

　今さらそんなことを考えてもしかたがないのだけれど。包ほう丁ちよう持ってたし。

　包丁。クールスプレー。縫ぬい針と糸。鋏はさみ。ライター。二億おく円。シンガポール。タイ。田た原ばら組。岸きし和わ田だ会。マネーロンダリング。

　わからなかった。草壁昌也はなにをしようとしてたんだろう。前の事件のときは、こんなに馬鹿な僕にも、アリスのつかんだ真実の半分くらいまではたどれたのに。

　と、ビルの玄げん関かん口から出てきて、横断歩道を渡ってくる人影に気づいた。その日はサマーセーターにジーンズというかっこうだったけれど、あの印象的な切れ長の目はすぐにわかる。

「あれ？　ミンハイ」

　依林イーリンさんもこっちに気づいた。すげえ気まずい。

「どうしたの、こんなところで。なにやってんの？」

「えーと。あのう」ほんとなにやってんだろう僕。「敵てき状じよう視し察さつっていうか」

「ああ……」依林さんの顔が翳かげる。「草壁さん捕つかまっちゃったって、ほんと？　昨日きのう、店に来てた田原の連中がそんなこと話してたんだけど」

「……ほんとです。あのう、どこにいるのかとか言ってませんでした」

「ごめん、そこまで聞いてない」

　そうそう都合よくいかないよな、と僕は落らく胆たん。

「依林さんはなんでここに？」

「わたしも社員だって言ったじゃない。なんかいきなり呼び出されてさ、ちょっといやなことになったなあ」

　ああ、そうか。資金洗せん浄じようのための、名目上の社員。

　依林イーリンさんがこれを知ったらどう思うだろうか。そういやあれって、故郷への送金をピンハネしてるってことだよなあ。そのぶん給料が多いってことか。それにしても──

「あ」

　べつのだれかがビルの玄げん関かん口に現れたのに気づいて、依林さんは振り向いた。青みがかったスーツを着た四十過ぎくらいの背の高い男だった。色が白くて育ちがよさそう。依林さんが会え釈しやくすると手をあげて応こたえる。

「……だれですか？」

「うちの社長」

　依林さんが小声で言うので、僕ははっとして、社長にしては若いその男の顔を食い入るように見つめた。男は路ろ肩かたに駐ちゆう車しやしていた黒い外国車のドアを引いて乗り込もうとした。ドアの隙すき間まから中が見えて、僕は声をあげそうになった。

「どうしたのミンハイぽかっと口開けちゃって」

「え？　ああ、いや」

　とうに車は走り去り、信号が変わって車道にはべつの車が溜たまり始めていた。

　後部座席に乗っていたもう一人の男。あのグラサンやくざだ。その日はグラサンをしていなかったけれど、とげとげしい顔つきは忘れようがない。

「いい身分だよね、もう帰宅なんて。昨日きのうも昼に帰っちゃったんだって、総務の娘こがあきれてたよ。会社には一時間もいなかったんじゃないかな」

「昨日も……ですか」

「どうしたの、うちの社長知ってるの？」

「え、あ、いや、知りません、それよりあの一緒の車に乗ってた方は知ってます？」

「んー？　よくわかんないけど、やくざのえらいやつじゃないの？　さっきまで社長と話してたみたい。あ、そうだミンハイちょっと相談に乗ってよ、ひどいんだよ」







　依林さんは僕を近くのモスバーガーに引っぱっていった。例によってテーブルの上にうずたかく積み上げられるハンバーガーとホットドッグとサラダとポテト。見ているだけで食欲がなくなってくるので、僕はオニオンリングだけつまんだ。

「わたしら日本にいられなくなるかも」

　半分ほど戦利品を平らげたところでようやく依林さんは言った。

「さっきその話されたの、事情はよくわからないんだけどさ。もう実家に送金するなとか、次で契約切るとか、いきなり言われても困るよ」

「それは……ひどいですね」

「ひどいよね。なんか、うちのマンション全員呼ばれてその話されてるらしいよ。さんざんわたしら出稼かせぎを食い物にしてきたくせにさ。そりゃ最近は普通の派は遣けん会社になってきたから、わたしらみたいな面倒なのは放り出したいかもしれないけど。あーあ、草くさ壁かべさんがいればなんとかしてくれたのになあ」

　僕はふと考え込む。なにか事件と関係があるんだろうか。草壁昌まさ也やがいれば──つまり、草壁昌也がいなくなったから？　でも、どうしてだろう。『ハロー・パレス』の女性たちは、マネーロンダリングの歯車じゃなかったのか。

「しかもね、他ほかの店にも勤めるなって。そんなのこっちの勝手じゃない。でも実際んとこビザとか会社任せだったから、くにに帰るしかないかも。あーもー腹立つ」

　依林イーリンさんはチリドッグをもくもくと口に突っ込む。

「さっきのやくざ、その話してたみたいなの。総務の娘こから聞いたんだけど」

　僕は思わず立ち上がろうとして膝ひざをテーブルにぶつけてしまった。倒れそうになったアイスコーヒーを依林さんがあわてて手で支える。

「なに、どうしたの」

「い、いえ」やっぱり事件と関係があるのだ。「……あの、どんな話してたんですか」

「又聞きだからよくわかんないけど、査さ察さつがどうのこうのとか。なんなんだろうね。ひょっとしてわたしら、草壁さんとぐるだと思われてんのかな。それとも警察に話すとでも思ってんのかな。それにしたって日本から追い出すことないのに」

　査察？

「あ……」

　僕は、オレンジジュースの水面を見つめながら、ゆっくりと椅い子すに座り直した。

　わかった──気がする。

　アリスが言っていた。『ハロー・パレス』を介したマネーロンダリングは処理能力が低いと。そしてもう一つ、会社はやくざの金を横おう領りようしたと。その金だって不法所得だ、負ふ債さいに充あてるためにはきれいにしなくてはならない。どうやって？　もちろん『ハロー・パレス』を使ったのだ。ただでさえ低い洗せん浄じよう能力を、本来の岸きし和わ田だ会のためではなく会社のために使ってしまった。その上、統とう括かつしていた草壁昌也がいなくなってしまったら──マネーロンダリングはもうパンク状態だ。使えない。少なくとも岸和田会からはそう見えてしまう。

　そうすると、どうなる？

　連中にとって、『ハロー・パレス』の住人は汚よごれがこびりついた濾ろ過かフィルタだ（ひどくいやなたとえだけどしかたがない）。なにかの折に当局に目をつけられ、調べられては困る。それこそ依林さんの言う通り草壁昌也の件で警察に行くやつがいないとも限らない。

　だから、使えなくなったら、棄すてる。

　不幸なことに（連中にとっては幸運なことに）『ハロー・パレス』の住人はみんな外国人だ。全員クビにして本国へ帰してしまえばまず捜そう査さの手が伸びることはない。

　ほとんど僕の推測だった。でも、ほんとうだとすれば、ひどい話だ。一口すすったオレンジジュースはひどく苦かった。

「……ハイ。ねえ、ミンハイってば」

　考えに沈んでいた僕は、依林イーリンさんの声で引っぱり戻される。

「え、あ、はいっ？」

「ミンハイって今、何歳さい？」

「……十六ですけど」なぜいきなり年ねん齢れいを？

「あと二年か。二年は待てないなあ。親おや御ごさんの許可も要いるし、籍せき入れただけじゃビザおりないし。ちゃんと一緒に暮らさないとだめなんだよね。ミンハイならいいと思ったんだけど」

　え、ちょっと待ってなんの話？

「あー、こんなことならちゃんと彼氏つくっとくんだった」




　　　　[image: まーく]




　モスバーガーを出てすぐ依林さんとは別れた。まったく、どこまで本気なのかわからない。たぶん全部冗じよう談だんだろう。やれやれと僕は首を振って依林さんの意味深しんな微笑ほほえみを頭から追い払うと、『ハロー・コーポ』を取りまく状況の変化とその意味について考えながら歩き出した。今は事件のことを考えなくちゃ。

　でも区役所前の交差点を渡って東とう武ぶホテルのそばまで下りてきたあたりで僕の思考は行き詰まってしまい、足取りも鈍にぶった。

　コンビニに入り、昼休み中のサラリーマンたちを押しのけて缶かんコーヒー一本だけ買うと、店の外の公衆電話の前に座り込んで一息ついた。

　携帯電話を取り出し、開いてすぐに閉じる。

　あの美み河かわという若い社長が田た原ばら組のやくざとさっきまで話していたこと。『ハロー・パレス』の住人たちが解かい雇こされて本国に追い返されそうになっていること。

　事件とは関係があるかもしれないけど、草くさ壁かべ昌まさ也やに直接結びつく情報だとは思えなかった。

　どのみち、アリスに伝えれば済む話だった。意味のある情報なのかどうかはともかくとして、僕よりよっぽど頭がいいのだから。

　でも──

　つまんない見み栄えっ張ぱりはやめろ。十五回くらい心の中で唱えてみたけれど、それでも指は動かなかった。どうしてもアリスに電話する気になれない。もっと後になってから思い出したように報告したら、たぶん『あきれた魯ろ鈍どんぶりだ、金きん星せいの自転の方がまだしも俊しゆん敏びんに思えるよ』とかって罵ば倒とうされるにちがいない。でもなあ。

　アリスが僕の独善をきっぱり見抜いていたことがわかった今となっては、なんだか彼女に電話するのが怖かった。ただの馬鹿だと思われていた昔の方がまだましだった。

　僕の足下に並ぶ空き缶かんは、二本、三本と増えていった。何度も缶コーヒー一本だけ買いに来る僕を、店員は変な目で見ていた。

　四本目のプルタブを上げたとき、不意に携帯が『コロラド・ブルドッグ』のけたたましいイントロを叫んだ。僕は缶を取り落としてしまう。

『ナルミ、今どこにいる？』

　アリスの声はひどくせっぱ詰まっていた。

「ファミマ。東とう武ぶホテルの隣となり。どしたの」

『メオが出ていった』

　立ち上がった僕は後頭部を公衆電話の台にぶつけてしまった。

「……っ」

『なんだい今の音は』

「なんでもないそれよりいつ？」

『三十分くらい前だ。ぼくも今録画をチェックして気づいた。こっちを見張っている田た原ばら組の連中ばかり気にかけていてね、不ふ覚かくだった』

　口の中でコーヒーの後あと味あじが焦こげた生なま木きみたいな苦にが味みに変わる。

『バッグもない、メオがどこか行きそうな場所に心当たりはないかい』

「……マンションは」

『ヒロに行ってもらっている』

　メオが行きそうな場所。メオが。出ていった。なぜ？　そんなの決まっている、親おや父じに逢あいに行ったのだ。あのままではミンさんに迷めい惑わくがかかる。

「なにかミンさんに言って行かなかったの」

『マスターが店に出ている間にこっそり出ていったのだよ決まっているだろう。知っていたらマスターが止めている』

　なにも言わずに出ていったのか。なにか黒くて冷たいものがひたひたと僕の足下からせり上がってきて、あっという間に喉のど元もとまでを吞のみ込んだ。立っていられなくなり、公衆電話にしがみついた。どうして。どうしてみんな、なにも言わずにいっちゃうんだ。こっちを気き遣づかうふりをして黙って消えてしまうことで、僕らがどれだけ傷つくのか、なんでわからないんだ。馬鹿じゃないのか。ふざけんな。不条理なほどの怒りが携帯を握る僕の手を震わせた。

『……ルミ、ナルミ！　どうしたんだ聞こえているのかい』

　アリスが耳元でわめき、僕は我に返る。

「……なんでもない。捜さがしてみる」

　でも、どうやって？　僕は曇り空を仰あおぎ、通行人のひしめく歩道に目を戻す。この街の人混みから女の子を一人見つけだすなんて、海に流れ着いた涙なみだと雨あま粒つぶをより分けるようなものだ。ましてやメオは携帯だって持っていない。

　そこで僕は、はっと気づく。背後の公衆電話を振り返る。

「アリス、草くさ壁かべ昌まさ也やの携帯の着信履り歴れきはもう割れる？」

　意気込んだせいで、コンビニに入ろうとしていたカップルがびっくりして僕を見るほどの大声になった。

『それはもう可能だが──そうか！』

　電話口の向こうで、ものすごい勢いでキーが叩たたかれる音が響く。僕の考えていることが、アリスには一いつ瞬しゆんで通じた。メオはミンさんに迷めい惑わくをかけまいとして『ラーメンはなまる』から逃げ出したのだ。そのためには、どうする？　出ていったことをすぐに気づかれてはいけないから、見張っているやくざにも発見されないように『はなまる』をこっそりと離れなくてはいけない。それが成功したら、次には自分がラーメン屋にはもういないことを田た原ばら組の連中に知らせなければいけない。メオがやつらと連絡を取り得る唯一の手段──

『当たりだナルミ、クアトロ向かいのローソンだわかるか？』

　アリスの言葉の途と中ちゆうから僕は走り出していた。スクランブル交差点を渡り、パルコの間の狭い道に入る。

「着信はどれくらい前ッ？」

『十分前──いや待てナルミきみが行くことはない田原組と鉢はち合あわせしたらどうする』

「んなこと言ってられないだろ他ほかにだれがいるんだよ！」

『平ひら坂さか組の事務所が近いから──』

　僕は通話を切って携帯をポケットに突っ込んだ。十分前。メオは電話した場所からもうかなり離れてしまっただろう、見つかるだろうか。







　ローソンの青い看かん板ばんの下に、大きなボストンバッグを持った色黒の少女の姿を発見したとき、僕は嬉うれしさのあまり横断歩道の反対側から大声でメオの名前を呼ぼうとした。けれど、なぜ彼女が公衆電話の前で待っているのかに気づいて声を吞のみ込む。

　車道を渡ってメオに駆かけ寄る。彼女はびっくりしてバッグを胸に抱だきしめ目を見開いた。

「助手さん？　どうして」

　僕は膝ひざに手をついて身体からだをくの字に折り、しばらく息を整えようとした。急に走ったせいで頭が酸さん欠けつでがんがん痛んだ。

「……帰るよ、メオ」

　メオは三つ編みを揺らしてぶんぶん頭を振る。

「だめ、助手さんも早くどっか行って」

「やくざを呼んだろ」

　唇くちびるを嚙かんで黙り込むメオの顔を見て、ばくばくいう自分の鼓こ動どうが白々しく遠ざかっていく。メオは自分ごと二億おく円を田た原ばら組に引き渡すつもりだったのだ。馬鹿じゃないのか。そんなことしたらどうなるかわかってないのか。

「少し考えりゃわかるだろ、全部知ってるメオもお父とうさんも生きて帰すわけないだろなに考えてんだ馬鹿かよ！」

「で、でも……ッ」

「とにかく──」

　バッグのストラップをつかもうとしたとき、背後で車のブレーキ音がして、メオの顔色がさっと変わる。「助手さん放して！」

　振り向くと黒いワゴン車の後部ドアが開き、男が二人降りてこっちに向かって大おお股またで歩いてくるところだった。片方はあの革かわジャンだ。

「逃げるよ」

「え、ちょ、ちょっと待ってッ！」

　僕はメオの肩かたからボストンバッグを引き抜いて担かつぐと、メオの手を引いて走り出した。背中に、速まる足音、動き出すエンジン音。「待てやコラァッ」後頭部に吹きつける怒声、狭くなった急な坂道に突っ込み、生いけ垣がきを跳とび越えてビル玄げん関かん前の敷地を突っ切る。

「助手さ、や、やめて」

　うるせえ黙って走れ、背中に迫る二人分の足音を頭から締め出し、メオの手首を握った手に力を込める。ボストンバッグのストラップが肩に食い込む。肺が焼けるように痛い。とにかくどこか人混みの中に突っ込めば、とにかく──

　坂を下りきって裏道の細い車道に出たとき、真横からけたたましいクラクションの音が叩たたきつけられ、僕は思わず身をすくめて立ち止まってしまった。あの黒いワゴン車が視界を遮さえぎる。やられた、回り込まれた、そう思ったときにはすでに遅く、振り向くまでもなく追いかけてきた二人が僕らの両側に立った。

「手間ァかけさせやがって」

　革ジャンが荒い息混じりに言う。腹の底が冷えていく。膝ひざから下がなくなってしまったみたいな感覚。だめだった、やっぱりだめだった。

「待ってこの人関係ないの、だから……」

　メオの必死の哀願を、男の手が遮る。ワゴン車のドアが開く。「二人とも乗せろや。急げ」中から別の男の野太い声が聞こえた。僕は右側の男の腹に頭突きを入れ、ボストンバッグを振り回して左側の男を殴なぐり倒しメオの手を取って逃げ出すところを想像したけど実際には腕うでも脚も凍こおりついて動かなかった。後部座席にいた男が手を伸ばして僕の肩からバッグをむしり取ろうとする。反射的に握り拳こぶしに力がこもった。

「放せやガキ」

　熱い塊かたまりが腹を激しく突き上げた。痛みよりも先に、喉のどがめくれあがりそうなほどの嘔おう吐と感がやってくる。

「……か……っは」

　涎よだれを垂らしてアスファルトに倒れそうになる僕の肩かたをやくざが乱暴につかんだ。胸に膝ひざ蹴げりが食い込む。骨が軋きしむ音が脳天にまで響き、きな臭くさい味で口の中がいっぱいになった。視界が霞かすむ。メオがきんきんとなにかを叫んでいる。二人がかりで両脇わきに蹴りを入れられながら、僕がそのとき考えていたのはなぜかアリスのことだった。ごめん、言う通りにしなかったからこんな目に遭あってる。僕は非力だ。背後の車内から腕うでが伸びて僕を引っ張り込もうとする。

　そのとき、すさまじい衝しよう突とつ音が響き、ワゴンの車体が大きく傾かしいで、僕の襟えり首くびをつかんでいた男が車の中でつんのめって倒れた。あおりを食らって僕は道路に突き倒される。

　全身の痛みに顔をしかめながら身を起こすと、青い車体が目に入った。中型のバンがいつの間にかワゴン車の真後ろに突っ込んでいたのだ。バンパーがひん曲がり煙けむりが上がっている。

「な……ッ」

　やくざたちがひるんだ一いつ瞬しゆん、バンのドアが勢いよく開き、助手席や荷台から車道に降りてきたのは黒Ｔシャツ三人、そして運転席の窓からのぞく真まっ赤かなジャケット。

「園芸部、後ろ乗れ」四代目が親指でバンの荷台をさす。

「──ンじゃてめぇッ」

　ワゴン車からさらに人影が飛び出してきた。二人──いや、三人。怒声と拳こぶしが飛び交う。喧けん嘩か慣なれした平ひら坂さか組も、本職が相手では分ぶが悪い。あっという間に二人が殴なぐり倒されてアスファルトをなめた。

「なめんなやガキがァッ」

　倒れた黒Ｔシャツの腹に、さらに容よう赦しやのない爪つま先さき蹴り。僕は絶望的な血の味を口の中で転がしながらも、じりじりと立ち上がってメオの手をたぐりよせた。やくざの注意が逸それた、逃げ出せるか？

「さっさと乗れや」背後から肩かたをつかまれる。胃の中に氷を突っ込まれたような感かん触しよく。「おい遊んでんな行くで！」

　声が飛ぶ。平坂組とやくざはまだ揉もみ合っている。

「──伏せッ」

　鋭い声が路地裏いっぱいに響いた。四代目だ。

　バンの窓から伸びた腕が、つかんでいたなにか小さなものを放り投げた。弧こを描いて、僕の足下に落ちてくる。黒Ｔシャツが両耳をおさえてうずくまるのが見えた。そのときの僕がなぜそんな反応をできたのか、後から考えてみてもわからない。でもたしかに、落ちてくる円えん筒とう形けいのそれの正体が一瞬でわかった。

　傍かたわらのメオの頭を抱だきかかえて身を低くする。耳をふさぐのは間に合わなかった。轟ごう音おんと閃せん光こうが炸さく裂れつする。頭の中が文字通り真っ白になった。

　少しよう佐さの作ったスタン・グレネードだ。







　意識を失っていたのがどれくらいの間かはわからない。

　殴なぐられた胴体にずきずきと響く震動に目を覚ますと、すぐそこにメオの泣きじゃくる顔。それからその向こうに黒Ｔシャツ。がたがたと揺れながら流れていくビルの並び。バンの荷台だ、と気づいた。

「すんません兄あに貴き、遅くなって」

　顔に青あざをつくったメンバーが頭を下げた。僕は答えようとしたけれど、声はかすれていたし、唇くちびるはまだ震えていて言葉にならなかった。自分の鼓こ動どうがずきずきと打だ撲ぼくに響いた。
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　組事務所の暗い書しよ斎さい。背の低い書しよ棚だなと簡かん易いベッドと段ボール箱の間に置かれた小さなデスク、光を放っているのはつけっぱなしのＰＣのモニタだけ。

　青白い光は、ベッドに腰こし掛かけてバッグを腹に抱かかえうつむくメオの横顔を病的な色に照らしていた。書棚の一つに腰を下ろした僕も、しばらくなにを喋しやべっていいのかわからず、画面で踊おどるスクリーンセーバのフラクタル模様をじっと眺ながめていた。二人きりにしてくれた四代目の気き遣づかいもかえって迷めい惑わくに思えた。やくざに蹴けられた脇わき腹ばらの痛みも、なんだか古傷みたいにぼんやりとしている。

　なぜ黙って出ていったのかなんて、訊きくまでもない。なじったってなんにもならない。しょせんメオの身体からだで、メオの人生だ。

　でも──

「助手さん。怪け我が大丈夫？」

「気にすることない。僕が勝手に先走ったんだから。自じ業ごう自じ得とく」

　どうしてもぶっきらぼうな口調になる。

「……怒ってるの」

　メオがちらと視線を持ち上げてつぶやいた。僕はため息をついた。

「どうして出てったんだよ」

　けっきょく、わかりきったその問いを口にしてしまう。

「……だって。メオが行かなかったら、お父とうさん、殺されちゃう」

　声の合間に、すん、としゃくりあげる音。

「メオが行ったって殺されるかもしれないし、メオもひどい目に遭あう。そのくらいわかれよ」

　声の調子を抑おさえるのにかなり苦労した。粘ねん土どを平たく伸ばしたような声になる。

「でも、お金返せば」

「相手はやくざだよ？」

　僕が言葉を遮さえぎると、メオは鞄かばんに顔を埋うめた。

「……お父とうさんに逢あいたい。やだよ、メオのいないところで、お父さんがひとりで、そんなの、そんなの……」

　言葉は涙なみだ声ごえに浸ひたってぼやけていく。でも、僕は容よう赦しやなく言った。

「黙って出ていくなよ。ミンさんがどれだけ心配したと思ってんだ」

「でも」メオは泣き腫はらした目を上げる。「出ていくって言ったらみんな止めるでしょ」

「当たり前だろ！」

　思わず声を荒らげる。メオの肩かたはびくっと震えた。でも僕の方が驚いていた。ここまで自分が怒っているとは思ってなかった。埃ほこりだらけの床ゆかに視線を落として、呼吸を落ち着ける。

　そこまでメオを追い込んだのは、僕のせいもあるのに。

　ただ怒っていてもしょうがない。もっと他ほかに言うべきことがある。どうやって伝えよう。わかってくれるだろうか。いや、わかってくれなくてもいい。とにかく腹の中にたまっているこの思いを言葉にして吐き出さないと、またわめき散らしてしまいそうだった。

　言葉にして。

　どこから話せばいいんだろう。

　さんざん迷った末に、口を開いた。出てきた言葉はこうだった。それはまるでメオにじゃなくて、自分に言い聞かせているみたいだった。

「……彩あや夏かのことは、話したかな」

　僕の顔を見つめたまま、メオはうなずく。「名前だけ」

　そのまっすぐな視線は正面から受けるにはつらくて、僕はＰＣのモニタに目をやったまま言葉を続けた。

「僕のクラスメイトで、……友達だった」

　友達という言葉でいいんだろうか。僕は少しの間言葉を切って、そんなことを考えた。

「僕、転校生で、他ほかに友達もいなくてさ。園芸部に誘ってくれたり、それから『はなまる』に連れてきてくれたのも彩夏。だから、メオに逢あえたのもたぶん彩夏のおかげ」

　それはきっと、奇き蹟せきの連続。

「……今は、どうしてるの、その人」

「病院にいる」

　沈黙。

　ちりちりというＰＣのうなり。

「学校の屋上から飛び降りたんだ。死にはしなかったけど、もう目を覚まさない」

　僕はそこでようやくメオの顔を見る。引き結ばれた唇くちびると、じっと注がれた瞳ひとみ。

「どうして飛び降りたのかは、アリスが教えてくれた。でも、ほんとかどうかはわからないし、そんなことはどうだっていいんだ。彩あや夏かは僕に黙って飛び降りた。なにも言ってくれなかった。そうしたら僕はどうなったと思う」

　メオは静かに首を振った。

「どうにもならなかったよ。なんにもできないんだ。だれかを恨うらむことも、怒ることもできなかった。ただ、ぼこっと大きな穴があいて、寒さが倍になっただけ。あれは、すごくつらい」

　メオはうなずいた。頰ほおに白い筋がひとつ、ＰＣのモニタが放つ弱い光を照り返した。

「勝手にいなくなる方は気楽かもしれない。勝手にひとりで結論出して、勝手に納得してさ。でも、僕らは友達ができたら心の中にその人のための部屋を用意するだろ。色々片づけてスペース空けてさ。黙っていなくなるなよ。だれもいない部屋だけ残って、僕らはどうすればいいんだ。そんなことなら、出逢あわなかった方がましだ」

　途と中ちゆうから、自分でもだれに向かって話しているのかよくわからなくなっていた。書しよ斎さいの暗くら闇やみも、記き憶おくの中の彩夏も、僕の言葉を聞いていた自分自身も、なにも答えなかった。

　かわりにメオが口を開く。

「……ごめんなさい」

　シンプルな言葉。それを聞いて僕の中のこわばりが解けていく。こういう簡単な言葉を簡単に交かわせたなら、僕も彩夏ももう少しましに生きられたかもしれないのに。

「でも、出逢わなかった方がましっていうのは、たぶん噓うそだよ」

　僕は苦笑を返す。うまく笑えているだろうか。暗いから、メオも泣いているのか笑っているのかよくわからない。

「メオは探たん偵ていに依頼したんだから。最後まで探偵を信頼しろよ。今はただの時間稼かせぎかもしれない。でも、とにかくメオは絶対あいつらには渡さない。お父とうさんも助け出す」

「……うん」今度こそ、鼻声で泣いているとわかる。

「もちろん、出ていくのはメオの勝手だ。閉じ込めとく権利なんてない。でも、出ていくときは必ず教えて」

　そしたら──

「そしたら、止めるんでしょ？」と、メオは涙なみだ目めで笑ってくれた。

　安あん堵どしたのはメオよりも僕の方だったかもしれない。

　大きく息を吐はいて、立ち上がった。

　書斎を出ていこうとする僕をメオが呼び止める。

「なに？」

「……どうしてメオがいる場所、あんなにすぐにわかったの」

　なにか気の利いたことを言ってやろうと思ったけど、考えつかなかった。

「メオが考えてることくらい、わかるよ」

　照れ笑い。それから彼女は立ち上がり、そばまで寄ってくると、僕の左手首を握って持ち上げた。どきりとして一歩後ずさり、ドアに背中が触ふれる。

「えと……なに？」

　メオは広げた僕の左手の上に、指でなにかを描かいた。箱や小さな丸が組み合わさった複雑な図形をいくつも。タイの文字だ、と僕は気づく。
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「チャルニー」

「え？」

「メオのほんとの名前。お父とうさんしか知らない」

　それからメオは僕の左手を握らせると、それを両手で包んだ。僕よりずっと温かい手。

「メオが魔ま物ものに連れてかれないように、憶おぼえてて」

　すぐ近くから涙なみだの余よ韻いんで濡ぬれた目にじっと見つめられて、顔が熱くなるのがわかった。僕は視線をそらしてうなずいた。







　ドアを開けようとするとなにかにぶつかり、「あてっ」と声がした。

「……なにしてるんですか」

　ドアのすぐ外には、黒Ｔシャツどもが四人くらい固まって聞き耳を立てていたのだ。僕が事務所に出ていくと、みんな照れ笑いして後ずさる。

「いやあ、兄あに貴きが女と二人きりだから」

「なあ。なにかあったら姐ねえさんに知らせないといけないし」

　はぁ？

「だってもう何度も同じベッドで寝てる仲だって」

「兄貴は素質があるってヒロ叔お父じ貴きが言ってたから、危ないよな」

　なに言ってんのこの人たちッ？

「いや、あの、アリスとはべつにそんなんじゃ」

「どうしたの？」

　書斎から出られないメオが後ろから訊きいてくる。僕は振り向いてぶんぶん手を振った。

「なにしてんだおまえらは」

　鉄てつ扉ぴが開き、四代目が電柱と岩いわ男おを連れて戻ってきた。一安心。僕は「ちょっと話があるから中で待ってて」と言ってメオを書斎に押し戻し、ドアを閉めた。

「話は終わったのか園芸部」

「はい」

　四代目の向かい側のソファに腰こしを下ろす。総勢十名もの平ひら坂さか組の面めん々めんが僕らを取り巻く。なんだか真っ暗な井戸の中にいる気分。

「ヒロにはもう電話した。すぐ迎えに来る」

「そのことで、頼みがある……ん……ですけど」

　僕の言葉の途と中ちゆうから四代目の目つきはどんどん悪くなる。

「女をかくまえってのならお断りだ」

　うわあ。即答された。僕ってそんなに考えてることが見み透すかされやすいんだろうか。なんだか常時チャック全開で生きてるみたいで泣けてくる。でも僕は身を乗り出して食らいついた。

「どうしてもだめですか」

「あの女と俺おれらになんの関係があるんだよ。さっきはアリスに頼まれたからおまえを助けるついでに拾ったけど、迷めい惑わくだからとっとと出てけ」

　気持ちいいくらいはっきり言うなあ、この人。

「でも、だって、僕に借りがあるって……」

「借りがあるからってなんでもすると思ってんのか。アホか。前に言っただろ、身内とそのダチまでは助ける。おまえがなにか困ってんなら考えるけど、あの女は知らねえよ。田た原ばらとガチってまで助ける義理はねえ」

　とりつくしまもない。四代目は極ごく道どうだから、身内とか義理とかそういう線引きに厳しいのだ。僕は額ひたいに拳こぶしを押し当てて考える。どうせ口八はつ丁ちようしかできることがないのだ。言いくるめる糸口を考えろ。

　黙り込んだ僕らに、まわりの黒Ｔシャツどもがそわそわし始める。でも余計な口出しをすると四代目に殴なぐられるのがわかっているので、なにも言わない。義理の親子関係で結ばれた彼らの世界では、親である四代目の言葉が絶対だ。

　……あ。そうか。

　思いついたことを検討してみる。いけるのかな、これ。殴なぐられるかもしれない。でも、本物のやくざじゃないんだし、子供のごっこ遊びみたいなものだと思えば。

　僕は両手を組み合わせたりほどいたりしながら言葉を選び、慎しん重ちように口を開いた。

「ええと。……僕に関わることならいいんですか」

「言ってみろ」

「僕と、なんだっけ、盃さかずき……を、交かわしてください」

　四代目の眉まゆが跳はね上がった。同時にまわりの組員がざわつく。

「兄あに貴きがついに」

「やった」

「壮そうさん俺おれらからもお願い──」

「ふざけんな」四代目が一いつ喝かつし、ざわつきはぴたりとおさまった。「高校生は組に入れないっつってんだろ」

「組に入りたいんじゃないんです」すかさず僕は言った。「親子盃さかずきじゃなくて、兄弟盃です。受けてください」

　四代目は一いつ瞬しゆん、呆あつ気けにとられた顔をした後、ぎりぎりと歯をむいた。

「それで貸し借りなしです。……いいですよね？」

　僕は畳たたみかける。でも四代目の怒りがどんどんヒートアップしているのがわかって、やりすぎたか、とびびってしまう。

「そうか、兄弟盃か」

「じゃあ兄貴じゃなくて叔お父じ貴きになるのか」

「ヒロ叔父貴とかと混ざるな。兄貴のままでいいですか兄貴」

　義兄弟の契ちぎり。僕と四代目はそれで『身内』になる。僕の友達を、メオを助ける理由が、そこで生まれる。

　盛り上がる平ひら坂さか組メンバーは、四代目が立ち上がったのでまた静まり返った。僕を上からにらみつける狼おおかみの視線は、押し潰つぶされそうなほど。

　でも、やがて四代目は苦々しそうに口を開く。

「盃で貸し借りなし、女をかくまうのでおまえに貸し一つだ。わかってんだろうな」

　僕は喜びを隠かくしきれずに、腰こしを浮かせて、何度もうなずいた。後になって冷静に考えてみれば四代目に借りを作ることほど恐ろしいこともそうそうないのだけれど、このときはそこまで頭が回らなかった。黒Ｔシャツたちがわっと盛り上がる。

「めでてえ」

「宴えん会かいやるぞ」

「うるせえ。明日あしたの早朝だ、準備しとけ」四代目が怒鳴る。

「押オ忍スッ」

「男磨みがかせてもらいますッ」

　その後もこまごました指示が続き、組員たちはあわただしく事務所を出て散っていく。僕はソファに身を沈めて、自分の手のひらをじっと見つめていた。戻れないところまで来てしまった。なぜだかそんな気がした。

「園芸部。草くさ壁かべの携帯の番号知ってるか」

　事務所にほとんど人がいなくなった頃、四代目がまたソファに腰を下ろして訊きいてきた。

「え……？　あ、はい」

　携帯を取り出し、電話帳を表示させて渡す。四代目は事務所据すえ置きの電話機を取り上げると、その番号にダイヤルした。

　……え？　いや、ちょっと待て。なにする気？

「──平ひら坂さか組の雛ひな村むらだ。話のわかるやつを出せ」

　電話が通じたのか、四代目が低い声で言う。

「うるせえな。おまえだれだ。ちゃんと田た原ばらのもんなんだろうな。……そうだ。雛村壮そう一いち郎ろうだ。ワゴンへこましたのは聞いてんのか。なら話が早い。草壁は生きてるんだろうな。あァ？　義理だよ。おまえの知ったことじゃない。女と金はこっちで確保してある。いいか、今後話があるんなら平坂組に言え。あのラーメン屋に二度と手を出してみろ、潰つぶすぞ」

　四代目は電話を切ってテーブルに置いた。

　びびっている僕をにらんで、やがて口を開く。

「勝算あんのか」

　僕はテーブルの上で沈黙する電話機をじっと見つめて、それから首を振った。

「おまえが賭かけ金きんをつり上げたんだ。おまえがなんとかしろよ」

　ミンさんがメオに言ったのと同じ言葉。

　どうすればいいのかはわからなかった。僕はいつだって行き当たりばったりで、明日あしたのことだってろくに考えていない。でも、うなずくしかなかった。戻れないところまでみんなを連れてきてしまったのは、もうメオではなく僕だったから。
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　その日まで知らなかったのだけれど、平ひら坂さか組の事務所があるぼろっちいビルは三階だけではなく二階も組が借りていて、そちらはワンフロアぶちぬきで二十畳じようくらいの広間になっていた。床ゆかは板張りで、神かみ棚だながあるところなど剣道場かなにかに見える。

　木曜日、午前七時。まだ肌はだ寒い斎さい場じようには、かなりの人数が集まっていた。四代目に連れられて広間に入った僕は嘆たん息そくする。組員が二十人、いや、もっといるだろうか。ひょっとして全員集まったのか？

　ほぼ全員ユニフォームの黒Ｔシャツだったけど、電柱や岩いわ男おといった何人かは珍ちん妙みようなかっこうをしていた。段ボールかなにかを切り貼ばりしたサンドイッチマンの看かん板ばんみたいなものを肩かたにかぶって、下はだぶだぶのボンタン。

「おい、なんだそのかっこうは。ふざけてんのか」

　四代目が見とがめる。

「はあ、羽は織おり袴はかまっス」

「せっかくハレの日なのに、裃かみしもなんて持ってないんで、昨日きのう作りました」

　馬鹿かこいつら……。予想通り、四代目はそのサンドイッチマンみたいな羽は織おり（？）を一人残らずむしりとるとびりびりに破いてしまった。

「ああっひでえ徹てつ夜やで作ったのに」

「馬鹿野や郎ろう。客が来るってのにみっともないかっこうすんじゃねえ」

　怒鳴られて電柱と岩いわ男おはしゅんと縮んでしまう。客？

　そのとき鉄てつ扉ぴが開き、緊張感ゼロの斎場の中に外の風が流れ込んできた。

「わあ。ひろーい」最初に入ってきたメオが歓声をあげる。

「ここ久しぶりだなあ」次にテツ先せん輩ぱい。Ｔシャツの上に珍めずらしくブレザーを羽は織おっている。雪でも降るんじゃないのか。

「平坂ができたとき以来じゃないですかね」少しよう佐さはなにを勘かん違ちがいしたのか知らないが大日本帝國海軍の礼服である肩かた章しようつきフロックを着ている。なんだこれは。コントでも始めるのか。

「このフロアもったいないよね。なにかに使えばいいのに」ヒロさんはホスト風のまぶしい純白スーツ。

　そして、ヒロさんの背中にしがみついて最後に入ってきたのは、驚いたことにアリスだ。その日は和服だった。黒地に江戸友ゆう禅ぜんの松竹梅菊柄という豪ごう奢しやな振り袖そで。もちろん腕うでにはクマのぬいぐるみを抱だいている。僕は啞あ然ぜんとする。

　アリスが入ってくると組員たちが姿勢を正し、一いつ斉せいに頭を下げた。

「姐ねえさん、伯お父じ貴き、ご足そく労ろういただきぁした！」

「お疲れさんス！」

「おい、だれが全員呼べっつった。アリスだけでいいんだ」

　四代目が眉まゆをつり上げる。

「いいじゃんどうせアリスひとりじゃ来られないんだし。こんな面白いこと、呼んでくれなきゃ怒るぞ」と、テツ先せん輩ぱいが四代目の胸をどやしつけた。僕はそのときだけは四代目と共感できた気がした。ため息のタイミングがそろったからだ。

　アリスが寄ってきて僕のシャツの裾すそを引っぱった。

「きみもずいぶん無茶をしたものだね。ここまでくればもう、考えなしと非難する気も失うせるが……なんだいじろじろ見て」

「え……あ、いや」気恥ずかしくなって目をそらす。見とれていたとは言えない。「そんな服も持っていたんだね」

　一度だけ喪も服ふくを着ているのを見たことがあるけど、それ以外はずっとパジャマ姿しか見ていなかったので、僕はまだかなり驚いていた。いや、ある意味、この場でアリスだけが盃さかずき事ごとにふさわしいかっこうをしていると言えるんだけど。着物姿のアリスはその足下まで届きそうなほどの黒髪かみとも相まって、どこからどう見ても日本人形だった。

「実家からは正装しか持ち出せなかったのでね」

「おい、おまえらとりあえず座れ」四代目が、入り口に固まっていた僕らに言った。

　もちろん僕は極ごく道どうの盃事なんて見たこともないので、そこで準備されていたのがどれくらい正式なものなのかはわからない。でも素しろ人うと目めにもけっこう本格的に見えた。斎さい場じようの左右にずらっと座ざ布ぶ団とんが並び、上かみ座ざには僕と四代目の席、その前には三さん宝ぽうが設しつらえられ、徳とつ利くりや盛もり塩じお、生のままの鯛たいが供そなえられている。盃は二つ。床とこの間まの祭壇には百ひやく目め蠟ろう燭そくが十二本灯ともされ、その向こうには掛け軸じくが五つも並べられていた。右から順に、こんなのだ。

『竹内力』

『今上天皇』

『天照皇大神』

『神農皇帝』

『江田島平八』

　なにこれ……。

「四代目はテキ屋系の極ごく道どうだからね」アリスが教えてくれる。「神しん農のう皇こう帝ていというのは諸説あるが中ちゆう華かの三さん皇こう五ご帝ていの三人目だよ。農業と医療を人類にもたらしたといわれているが、その他ほかにも琴ことを発明したり市場を作ったりしたので、まつろわぬ商売人であるところのテキ屋の守しゆ護ご神しんに祭り上げられたのだね。他の四つは説明するまでもないだろう？」

　いや、説明しろよ。右端と左端、意味わかんねえよ。

「竹たけ内うち力りきって」

「男っス」黒Ｔシャツが答える。

「男の中の男っスよ」

「江え田だ島じま平へい八はちて……」

「男っス」

「男の中の男の中の男っスよ！」

　いや、知ってるけどさ。もうどうでもよくなってきた……。

「あのな、勘かん違ちがいすんなっていつも言ってんだろ」四代目が口を挟はさむ。「俺おれの家はただの商家だ。極ごく道どうじゃねえ。そもそも極道だったら実じつ子し相続なんてするわけないだろ」

　ところがこういうときに限ってアリスも黒Ｔシャツたちもそろって聞こえないふりをする。みんなそんなにヒナちゃんをやくざの四代目ってことにしたいのか。

　四代目は舌した打うちして、斎さい場じようじゅうに響く声で言った。

「始めるぞ」







　盃さかずき事ごとはずいぶん簡単だった。五ご分ぶ五ご分ぶの兄弟盃なので、二つの盃に御お神み酒きを注いで交換して飲むだけ。媒ばい酌しやく人にんのテツ先せん輩ぱいがお酒を盃に満たすと、四代目が僕の方に膝ひざを向けて言った。

「平ひら坂さか組の名前の由ゆ来らい知ってるか」

　僕は首を振った。そういえば知らない。四代目の名前じゃないし。

「平坂ってやつがいたんだ。俺おれと一緒に、この街の穀ごく潰つぶしなガキどもをかき集めてチームを作った。まだニートなんて言葉がなかった頃の話だ。今はいないけど」

　四代目の鋭い狼おおかみの目が、そのとき少しだけゆるんだ。

「映画好きの馬鹿で、そいつが組の名前も決めて、代だい紋もんもつくって、裁判のときは殺し合うだの、組に入れるときは盃交かわすだの、くだらねえ取り決めをいっぱい作った」

「はあ」

「Ｖシネのやくざ映画ばっか観みてた平坂が、唯ゆい一いつ好きだった洋画が『ベン・ハー』だ。おまえ観たことあるか」

「ありますけど……」

　次の瞬しゆん間かん、僕は四代目が言わんとしているところが理解できた。やるのか。あれをやるのか。うわあ。めちゃめちゃ恥ずかしいぞ、あれ。

「兄弟盃だとあれをやることになってる」

「日本文化ぶち壊こわしじゃないですか」

「うるせえ」

　四代目は僕の手て前まえの盃を取り上げた。僕もしかたなく、四代目の前に置かれた盃を取る。

『ベン・ハー』で主人公とその親友が酒を飲み交かわすシーン。お互いが盃さかずきを持った腕うでを相手の腕にからませるように組み、そのまま口に運ぶ。二人が盃に同時に口をつけると、ちょうど腕と肩かたと頭とでできた二つの輪が鎖くさりとなる。
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　はじめて飲んだ酒が極ごく道どうの兄弟盃だなんていう高校生はたぶん日本中捜さがしても僕だけだろう。御お神み酒きは舌したが切れそうなほど辛からくて苦にがかった。

　干ほした盃を僕と四代目が重ねて置く。

「アリス。おまえ立会人なんだから、なにか言えよ」

　僕の側のいちばん上かみ座ざ、ヒロさんの隣となりに正座していたアリスに向かって四代目が言う。

「なんでもいいのかい。さすがに固かための盃の口こう上じようは持ち合わせがないよ」

「なんでもいい」

「汝なんじ、その健すこやかなるときも病めるときも喜びのときも──」「ふざけるのはやめろ」「お望みとあらば高たか砂さごも謡うたえるが」「あのなあ」

　四代目が腰こしを浮かせたのでアリスは苦笑して手を振った。

「すまなかった。真ま面じ目めにやるよ」

　ぬいぐるみを抱かかえたまま、てとてとと僕らの前までやってくると、ちょうど正三角形の頂点にあたる場所に正座して優ゆう雅がなしぐさで振り袖そでを左右に広げた。

　まず四代目に向けて言う。

「ナルミを頼む。頼りないように見えるかもしれないが、中身はもっと頼りない。たぶん平ひら坂さか組のことも、いまだに子供のやくざごっこだとでも思っているのだろうね。でなければこんな無む茶ちやなことは言い出せないはずだよ。そうだね？」

　四代目から僕に目を移す。僕はどきりとする。また見み透すかされている。

「願わくは、この義ぎ兄弟の関係が乾かわいた方法論的なもので終わらないようにと祈いのるよ。きみは理解していないと思うが、雛ひな村むら壮そう一いち郎ろうは伊だ達てや酔すい狂きようで盃さかずきを受けたりはしない。……きみのことを、認めているのだよ。これでも」

「余計なこと言うんじゃねえよ」

　四代目が毒づく。僕はびっくりして彼の方を見た。にらまれたのであわてて視線を逸そらす。

　四代目が、僕を──認めている？

　そんな、まさか。だって。

「きみはだいたいにおいて考えが足りないが、どういうわけか、手もつけられないほどに混乱した状況の最後にあって無理矢理つじつまを合わせるのだけは得意なようだ」

　あたたかい微笑ほほえみ。

「探たん偵ていよりも、もう一つの方が向いているのかもしれないね」

　もう一つ？

　アリスの口こう上じようはそこで終わった。彼女は立ち上がり参列者の方を向く。

「ではさっさと手て締じめにしよう。こんな広い部屋にいるとぼくは頭が痛くなってくる。お手を拝はい借しやく」

　四代目が文句を言うひまもなく全員が立ち上がってしまった。心地よい一いつ丁ちよう締じめの手て拍びよう子しが、斎さい場じよういっぱいに響いた。
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「ふむ。ここはぼくの部屋に空気が似ているね。まだしも落ち着く」

　事務所の書しよ斎さいにアリスを通すと、さっそくベッドの上にぺたりと座って両脚を投げ出し、我が物顔で部屋を見回す。おまえ、着物だってこと忘れるなよ。危ないなあ。

「なんで帰らないんだよ、おまえら」

　四代目が入ってくると、もう部屋はいっぱい。ベッドの端はしには僕とメオが腰こし掛かけ、ＰＣと電話の子機を置いたデスクには少しよう佐さ、入り口近くの書しよ棚だなにはヒロさんが座っている。盃さかずき事ごとが終わってすぐに帰ったのはテツ先せん輩ぱいだけだった。やっぱりミンさんが心配なので、しばらくは『はなまる』で張り込むのだそうだ。

「だって作戦会議が必要だろう。すでにこの件では四代目も無関係ではなくなってしまったのだからね」とアリス。

　四代目は僕の隣となりに座るメオをにらんだ。こういうときに笑って返せるのがメオのすごいところだ。舌した打ちして書しよ棚だなの一つに座る四代目。

「むおっ、ストックしておいた米軍空母の壁紙が全部消えている。藤ふじ島しま中ちゆう将じよう、なんてことするんだ」と少しよう佐さ。このＰＣは少佐が拾ってきたやつを適当にセットアップしたものなのだ。

「壁紙充実させるひまがあったらノートンでも入れておいてくださいよ……」

「ノートン入れたって維持できないだろう、平ひら坂さか組じゃ」

　それもそうか。定期アップデートとか、概がい念ねんそのものが理解できないだろうなあ。って、少佐はさっきからなんでＰＣをいじってるの？　と思って見てみたら、ＵＳＢメモリからなにか読み込んでいるのだった。やがて、プリンタがうなりながら一枚の紙を吐はき出した。

　少佐は足下の段ボール箱を僕らの真ん中に蹴けり出してテーブルがわりにすると、その上にプリントアウトを置く。

「なんの地図だ」

　ヒロさんを押しのけるようにして四代目が紙をのぞき込む。

「……ああ、田た原ばら組のヤサか」

　赤丸で示された二カ所を見て四代目はすぐに気づいたようだった。

「さすがだね。こっちは事務所、こっちは倉庫代わりに使っているマンションの一室だ。もちろん草くさ壁かべがどちらかにいるとは限らない。なにしろ盗とう聴ちようにもまだそれらしい話が引っかかっていないし、張り込んでいるメンバーからもだれかが運び込まれたという報告は来ていない」

　アリスは僕とメオの間にもそもそ割って入ってくると、地図上の赤丸を順番に指さして言った。どちらも駅からはだいぶ遠い。

「この件は誘ゆう拐かい犯はんの素す性じようがわかっているというたいへん珍めずらしい事件だ。こちらからかけて、電話口に草壁昌まさ也やを出すように要求しようと思う。どのみち彼の生存確認は必ひつ須すだからね。うまくいけば居場所を特定できる」

「お父とうさんと話せるの？」

　嬉うれしそうにぐっと身を乗り出すメオを遮さえぎって四代目が言った。

「待てよ。じゃあなにか、おまえ交渉でなんとかする気はないのか。突っ込んで身み柄がらさらうの前提かよ」

「残念ながらそういうことになる」アリスは肩かたをすくめた。

「おまえなあ簡単に言うなよ。田原組なめてんのか？　路上で襲うのとはわけがちがうんだ。どうせ俺おれらの手借りるつもりだろ。調子に乗んな。組から逮たい捕ほ者出すわけにはいかねえ」

「ともかく草壁の居場所をつかんでからだよ、無む茶ちやを言うか言うまいかはそれから決めよう」

　四代目は歯がみする。

「壮そうさん、入ります」

　ドアが開いて電柱が顔を出した。

「入り口んとこにこんなもんが置いてあったんスけど」

　電柱の手には、ガムテープでぐるぐる巻きにされた小さな紙箱があった。

「なんだよそれ」

「蓋ふたんとこに『草くさ壁かべ』って書いてあって」

　四代目はものすごい形ぎよう相そうで箱を引ったくった。テーブルがわりにしていた段ボールの上に置くと、めりめりとテープをはがして捨てる。

　蓋を持ち上げて中を見た四代目の眉まゆがびくっと震えた。のぞき込もうと身を乗り出したアリスとメオの鼻先で、叩たたきつけるように蓋を閉める。

「見るな」

「なにをするんだい」

「……おまえらは見るな」

　顔色を変えない四代目の方が異常だった。ヒロさんの顔は青ざめていた。たぶん、僕もそうだっただろう。僕の座っている位置からは中身がしっかり見えたのだ。

　箱の中に入っていたのは、いつか見た草壁昌まさ也やの携帯電話。それともう一つ、まだ生なま乾がわきの血がこびりついた、人間の耳だった。

　膝ひざを握りしめた手が硬かたくこわばる。本気だ。田た原ばら組は本気だ。

「なにが入っていたんだい」

「耳だ」

　アリスはぐっと言葉を吞のみ込む。

　電話が鳴った。僕の喉のどがびくっと引きつる。

「少しよう佐さ、取ってくれ」

　投げ渡された子機を四代目が耳にあてた。少佐は母機をいじって通話を外部スピーカーにつなぐ。

「平ひら坂さか組だ」

『プレゼントを贈おくったもんだ。娘むすめさんはそこにいるのか』

　メオが立ち上がりかけたのを、僕は押しとどめる。

「草壁は生きてるんだろうな」

『もう片方の耳が無事な間に娘と話をさせてやろうと思ってな』

　少佐がポケットから細長い銀色のものを引き抜いて四代目に放った。受け取った四代目は、ガムテープの切れ端はしでそれを受話器に貼はりつけた。ＩＣレコーダーだ、と気づく。通話を録音するつもりなのだ。少佐の機転を瞬しゆん時じに理解する四代目の鋭さも半はん端ぱではない。

「草壁の娘ならすぐ近くにいる。かわればいいのか」

『かわれ』

　四代目は無言で受話器をメオに差し出した。メオの手はまだ少し震えている。

「……かわり、ました」

　しばらく受話器は黙り込んだ。

　それから、しわがれたべつの男の声。聞き憶おぼえがあった。あの夜明け前に小屋の壁越しに聞いた、草くさ壁かべ昌まさ也やの声だった。

『……馬鹿。さっさとどっか逃げろ』

「お父とうさん！」メオが叫んだ。「お父さん、大丈夫、無事なの？　ねえ、今どこに──」

『うるせえ。俺おれのことはほっとけ。金要いるだけとってあとは棄すててタイに帰れ』

「なに言ってるの、そんなこと、そんな」

『おまえは俺の子じゃないだろ。知るかよ』

　おいてめえなに喋しやべってんだ、そんな怒声と、肉を叩たたく鈍にぶい音が響く。それでも草壁昌也は言葉を続けた。

『いい加減気づけ、おまえの母親とは偽ぎ装そう結婚だったんだよ。入管ごまかすために一緒に暮らしてただけだ、おまえは娘むすめでもなんでもねえんだからタイに戻れ』

「だ、だって、お父さん」

『どうせ全部無む駄だだったんだよ。おしまいだ。関わンな』

　草壁昌也の声が悲痛なものに変わる。全部無駄だった？　なにが？　捕つかまる危険を押してまでこの街に留とどまって、あんたいったいなにをしようとしてたんだ？

　最後に、電話口から耳慣れないどこかの国の言葉がほとばしった。絞しぼり出すような草壁昌也の声だ。それを断ち切るのはなにかが転げ回る音と、怒鳴り声。

　なんだ──なにを言ったんだ？

『──親おや父じとの話は終わりだ、これから言う通りにしろ』さっきの男の声が戻ってくる。

「お父さん、お父さん出して！」

『うるせえ。おまえひとりで金と今送った携帯を持って、都民興こう業ぎようビルの玄げん関かん前まで来い。うちのもんが見張ってるから、そこでまた携帯にかける』

　四代目はメオから受話器を引ったくった。

「ふざけんなよ。おまえらこそ崖がけっぷちなのに調子に乗るな」

『黙れやガキ。取り引きできる立場だと思ってんのか。こっちは遊びじゃねえんだ。女が来なきゃ、二時間ごとに草壁の指を一本ずつ切り落とす。指が全部なくなったら──』

「やめてッ」メオが叫ぶ。

　そのとき、電話口の向こうが再びざわめいた。中性的な甲かん高だかい男の声が響く。

『──おいあんたらどこに電話してる、勝手なことするなこっちの指示を──』

『っせぇ』『素しろ人うとは黙ってろ』

『またかける』と男が言って、ぶつりと通話が切れた。

　しんと冷え込んだ部屋の中に、嗚お咽えつだけが虚むなしく響く。僕はそのときになってようやく、自分の二にの腕うでにメオが顔を押し当てて泣いているのに気づいた。身体からだの他ほかの部分はまるで錆さびついた機械のようなのに、メオに触ふれている箇所だけが熱い。

　呆ぼう然ぜんとして、身動きもできない。

「……なんかあっちも揉もめていたみたいだね」

　ヒロさんの言葉が、沈黙を濁にごす。

「草くさ壁かべ昌まさ也やを電話口に出すなど、事件の本質を理解していない愚ぐ行こうだからね。田た原ばら組の三さん下したが突っ走ったのかもしれない」アリスがせせら笑うように言う。「今の通話の録音は、横おう領りようを否定する証しよう拠こ能力がある。こちらがとっさに録音できるとは思っていなかったのかもしれないが、ぼくならあんな真ま似ねはしない」

　たしかにそうだ。横領がばれたので草壁昌也は失しつ踪そうした、というのがあちらの描きたいシナリオなはず。あきらかに何者かに監かん禁きんされているとわかる今の通話記録は、そのシナリオを瓦が解かいさせるのにじゅうぶんな力がある。

　でも岸きし和わ田だ会は警察とはちがう。証拠なんてものを吟味するだろうか。

　後ろにいたのは──だれだ？　田原組に指示していたべつの人間？

「じゃあ、このテープ突きつけて交こう渉しようしたらどうだ」

　四代目は受話器からＩＣレコーダーをはがす。

「残念ながらそれはできない。そもそもね、これは交渉の余地がない事件なんだ。だって田原組は絶対に草壁昌也を殺す気なんだからね」

「じゃあどうすんだよ。こっちの方が手て札ふだが多いのに、なんでこうも身動きがとれねえんだ」

　四代目のいらだった声。僕らの視線は自然と、メオに集まる。

　身動きがとれないのは、端たん的てきに言ってしまえば、メオのわがままのせいだ。非難されているような空気を感じ取ったのか、彼女は僕の腕に深く顔を押しつける。

「それはね。ぼくが欲を張ったからさ。全員の幸せを願ってね」

　アリスが言う。それがメオへの白しら々じらしい慰なぐさめだとは、もう思えなかった。僕らが賭かけ金きんをつり上げたのだから、今さらドロップはできない。

「草壁の言ってた通り、ほっとくのは無しなのか。女一人どっかに逃がすくらいならできる。聞いただろ、あいつ助けてもらいたいなんて思ってねえぞ」

　四代目の言葉に、メオの肩かたはぴくっと震えた。僕はそのときだけは四代目に対して不条理な怒りを覚えた。やめろ。そんなことをわざわざ確認するように言わなくてもいいじゃないか。

『俺おれの子じゃないだろ』

『入管ごまかすために一緒に暮らしてただけだ』

　僕の怒りは、顔を合わせたこともない草壁昌也にも飛び火した。ふざけんな。みんな、みんなあんたを助けようとしてるのに。なんでメオにあんなひどいことが言えるんだ。

　あんなことを言われてまで──メオは、お父とうさんを助けたいんだろうか。

　僕の腕うでにしがみついた少女は、なにも言わなかった。

「少しよう佐さ。巻き戻してくれたまえ。草くさ壁かべの言葉をもう一度聞きたい。確かめたいことがある」

「やめろよアリス」僕はメオを気き遣づかって言った。あんなのをもう一度聞かせるのか。残ざん酷こくすぎる。でもアリスは僕をちらと見ただけでなにも答えなかった。少佐はレコーダーをＰＣのスピーカーにつないで、少し巻き戻す。

『──おまえは娘むすめでもなんでもねえんだからタイに戻れ』

『どうせ全部無む駄だだったんだよ。おしまいだ。関わンな』

　メオの嗚お咽えつが大きくなる。最後に、すり切れそうな草壁の声。日本語じゃない、どこかの言葉の連なり。乱暴な騒そう音おんがそれを押し潰つぶす。僕はメオの様子を見ていられなくなり、立ち上がってレコーダーを止めようとした。一いつ瞬しゆん早く、少佐が停止ボタンを押す。

　空気に金属の削けずりかすが混じったような、ぎすぎすした沈黙。

　ひとりアリスが、まったく表情を変えずにうなずき、口を開く。

「──そうか。なるほどね」

「なにかわかったの」ヒロさんがつぶやく。「最後になにか言ってたみたいだけど」

「タイ語だよ。これですべてつながった」

　アリスの顔には、不思議な生気が満ちている。なんだ？　なにがわかったんだ。タイ語？

　僕はアリスからメオに視線を移す。彼女は両腕に顔をうずめている。

「なにか──」

「まだ言えない」

　アリスはぴしゃりと僕の言葉を遮さえぎった。

「ひょっとすると、永遠に教えられないかもしれない。それに、どのみち草壁昌也を救出できなければ、この言葉はそのまま墓はか場ば行きだ」

　やめろよ。そんなの、わざわざ言われなくてもわかってる。

「助けてもらいたいと思ってないやつを助けるのは、おれらの流りゆう儀ぎじゃないよ」とヒロさんが乾かわききった声で言った。

「ぼくの依頼主は草壁昌也じゃないからね」アリスが言う。「彼の意地っ張りなど知ったことじゃない。彼の絶望も、彼の噓うそも、言い訳も思い込みもあきらめも、ぼくの手にする真実を阻はばめはしない。完かん膚ぷ無きまでに助け出してやる」




　　　　[image: まーく]




　ヒロさんの車で、アリスは『はなまる』に戻っていった。組員たちも、田た原ばら組のヤサを探るためにほとんど出払った。残ったのは四代目と電柱・岩いわ男お、少佐と僕。メオは書しよ斎さいのベッドでひとりにしておいた。

　組事務所の時計を見ると、もう昼を過ぎている。ひどく長い木曜日。まだ半分しか過ぎていない。二時間につき指一本。安い脅おどしだ、と四代目は鼻で笑う。でも僕には笑えなかった。

　事務所のソファを占領し、どこかに電話をかけながら片手間でレコーダーの録音をＰＣに移し終えた少しよう佐さは、ノートＰＣをバックパックにつめて立ち上がる。

「アリスならさっきの通話の履り歴れきを調べられるが、まあ十じつ中ちゆう八はつ九く携帯からだろうから居場所はつかめんな」

「じゃあ、手がかりはその録音しかないわけですか」

「そうなる。海上自衛隊のソナー手に知り合いがいるから、なにか手がかりになる音が入っていないかどうか聴いてもらう。しかしあと一日か。間に合うかどうか」

　指十本で二十時間──あと一日。脅しがほんとうだとしたら、あと一日で草くさ壁かべ昌まさ也やの居場所を突き止め、救出する算さん段だんを立てて特とつ攻こうしなくてはいけない。

「時間さえあれば自分が侵入手段を確保できるんだが、場所もわかっていない現状ではな」

「でも二カ所まで特定できたんでしょ。これから張り込めば」

「田た原ばら組の事務所にいるという前提で調べているだけだろう。人間一人監かん禁きんする場所なんていくらでもある。どこかてきとうなビルの地下にでも放り込まれていたらお手上げだ」

　僕は唇くちびるを嚙かみしめる。やっぱり、草壁昌也に確実につながっている唯一の糸は、少佐の胸ポケットに入っているＩＣレコーダーだけなのだ。

「後ろで揉もめていただろう。素しろ人うとがどうのと言っていたから、ひょっとすると組関係者じゃない人間があの場にいたかもしれん」

　僕の中で、電流のような感覚が走る。

　あの、あわてていた若い男の声。組関係者じゃない人間。

「少佐、レコーダーちょっと貸してください」

「どうするんだ」

　説明するのももどかしく、僕は携帯を取り出して依林イーリンさんにかける。

「……あ、僕です。昨日きのうはすいません、え、あ、大丈夫です、あの」

　自分の声が次第に高ぶっていくのがわかった。

「依林さん、美み河かわ社長の声ってわかりますか。……ええ。そうです。あの、聴いてもらいたいテープがあるんです」

　少佐が目を丸くした。僕はその手からＩＣレコーダーをむしり取ると、携帯に押し当てて再生ボタンを押した。







　依林さんへのお礼もそこそこに僕は通話を切り、すぐにアリスにかけた。説明する声が震えていて、舌したも興奮のせいでうまく回らない。

『……わかった。美み河かわはヒロに張ってもらう。平ひら坂さか組を何人か、美河の自宅に回すように四代目に言ってくれたまえ』

　電話口の向こうのアリスの声も、心なしか興奮しているような気がした。僕が目め配くばせすると、四代目はすでにデスクの電話を取って部下たちに指示を回している。素早い。

　事務所の鉄てつ扉ぴを跳はね飛ばしそうな勢いで開けて岩いわ男おが駆かけ込んできたのは、少しよう佐さが出ていってから十分くらい後だった。

「壮そうさん。また届けもんです」

　岩男が持ってきた茶封筒を四代目は引ったくる。表にサインペンで書かれた『草くさ壁かべ』という文字は、中から染み出した赤黒いものでにじんでいた。

　封筒を破くと、中から茶色い芋いも虫むしのようなものがテーブルに転がり落ちる。僕のからからに乾いた喉のどを、声にならない呼気がこすった。

　付け根から切断された指だった。

　固まった血の中に見える黄ばんだ骨の色が、僕の視界でぐにゃりと歪ゆがむ。「あ、兄あに貴き大丈夫スか」よろけた僕を岩男が支えて、ソファに座らせてくれた。腰こしを落ち着けると、今度はむかむかと吐はき気が這はい上がってくる。

「だれが持ってきたか見たか」指を無造作に封筒の中に戻しながら四代目が訊たずねる。

「いや。郵便受けの蓋ふたにテープで貼はってありました」

「は。安っぽいやつらだ。こんなんで転ぶとでも思ってんのか」

　安っぽい？　これが？

　そんなことを言える四代目の神経がわからない。

　時計を見上げる。たしかに、あれから二時間と三十分経過している。本気なのだ。

「おい、園芸部。こんなくだらないパフォーマンスにびびってないで」

「指全部切り落とされるんですよどこが安っぽいんですかッ」僕は思わず立ち上がって嚙かみつくほどの勢いでわめいた。

「そんなことするわけねえだろ落ち着け」

「なんでそんなことが言え──」

　四代目の拳こぶしの動きは見えなかった。恐るべきことに、痛みさえほとんどなかった。手足の感覚がふっと遠くなって、すとんとソファに身体からだが沈んだ。胸のあたりにじわじわと浮いてきた鈍痛で、心臓に一いち撃げき入れられたのだとようやく気づく。

「おまえの仕事はわめくことじゃないだろ」

　僕の目をのぞき込む狼おおかみの両眼め。

「わかってんのか、草壁の居場所が割れたからってなんとかなるわけじゃない。人数かき集めるだけじゃできないことがある。いいか、おまえのダチだからあの女に手貸してるんだ」

　四代目は僕の肩かたをぐっと強くソファの背に押しつけた。

「なにか手を考えろ、兄弟」







　僕が書しよ斎さいに入ってきても、メオはベッドの上に座ってボストンバッグを抱だきかかえ、壁の方を向いたままほとんど身じろぎもしなかった。電源つけっぱなしのＰＣの前に腰こしを下ろす。

　ひょっとしてさっき僕が騒いだのが聞こえてしまっただろうか、と僕はメオの背中を見ながら思う。軽率だった。切り落とした指が送りつけられてきたなんて、知らせるわけにはいかない。また飛び出していくかもしれないし。

　なにか手を考えろ。

　四代目の言葉を反はん芻すうする。なにも思いつかない。アリスが言っていたように、そもそも向こうが交渉に応じる気がないのだ。

　たとえばこのままずるずるとメオをかくまい続け、相手の要求を突っぱね続けたらどうだろう？　手詰まりなのは向こうだって同じだから、膠こう着ちやくしている間に情報を集めればなんとかなるんじゃないだろうか。僕は頭を振ってその甘あまい考えを振り払った。そんなわけがない。田た原ばら組が相手にしているのは僕らだけじゃないのだ。生きている草くさ壁かべ昌まさ也やが岸きし和わ田だ会の手に渡ったら致命的だ。本音は今すぐにでも始末したいだろう。ひょっとしてあの電話の直後に殺されているのでは。死体からなら指を切り落とすのも簡単だろう。どんどんろくでもない方向に想像が転げ落ちていくので、僕は太ももにぐりぐりと親指を食い込ませた。

　なにかもっと簡単に居場所を知る方法はないだろうか。そうだ、美み河かわは暴力団員じゃないから、脅おどせば吐はくんじゃないか。だいたい毎日出社するだろうから居場所もすぐわかるし。こっちも美河を拉ら致ちして草壁を解放してもらうというのはどうだろう。だめだ、あの電話の感じだとすでに美河はないがしろにされて田原組の連中が主導権を握っていた。

　脅すとか拉致するとか、そういった発想が気軽に出てくる自分にふと気づいて、怖くなった。両の手のひらを見る。今、僕は確実に、日常感覚が麻ま痺ひしている。おまえが出ていって美河を殴なぐって拉致するのか？　ちがうだろ、どうせ平ひら坂さか組にやってもらおうと思ってるんだろ。這はい上がってくる自己嫌けん悪お。自分じゃなにもできないくせに。なにもできないくせに──

　ふと視線を感じて顔を上げた。

　メオがいつの間にかこちらを向いてじっと僕の顔を見つめていた。頰ほおにはかすかに泣き腫はらしたあと。

　お父とうさんにあんなことを直接言われたのだ。無理もない。

　あんなことを言われて──それでも、助けたいって思えるんだろうか。

　ねえ、メオ。一度壊こわれたものは、もう二度と元には戻らないんだよ。たとえなにかの奇き蹟せきが起きてお父さんとまた逢あえたとしたって、家族だったっていう幻想は消えてしまっている。

　それに、もう『ハロー・パレス』の気のいいお姉ねえさんたちも日本にいられなくなる。みんな、壊こわれてしまう。

　でも、メオは微笑ほほえんで首を横に振る。

「戻らないなんてこと、ないよ。助手さんにはわからないだけ」

「……うん。わからない。メオがなに言ってんのかわからない」

　草くさ壁かべ昌まさ也やの最後の言葉。

　あれが──なにか、鍵だったんだろうか。彼のやろうとしていたこと。彼の想い。

　でも、なぜだかそれを訊きくことができなかった。

「探たん偵ていさんにもわからないことがあるんだよね。あのとき、聞いたよ。お父とうさんが、どうしてメオにこのお金を持たせて隠かくれるように言ったのか、わからないって」

　あのとき。アリスが非常階段の口で僕と交かわした会話。聞こえていたのか。

『──彼には様々な選択肢しがあった。その中で、メオに二億おく円を隠させて自分も隠れるという選択肢だけは、意味がわからないんだ』

　それは、アリスをこの事件に縛しばりつける、謎なぞ。

「メオはわかるよ」

　僕はぼんやりとメオの唇くちびるを見つめる。

「メオにはわかるの。メオが好きなのと同じくらい、お父さんはメオのことが好きだから」

　どうして。

　どうしてこの娘こは──

「……あんなひどいこと言われてもまだ、お父さんを助けたいの」

「うん」メオはボストンバッグをベッドの下、僕の足下に投げ落とす。「こんなお金なんて要いらない。お父さんだけいればいい」




　そのとき、僕の中でなにかがつながり始めた。




　お父さんだけいればいい。

　そうだ。どうして難しく考えていたんだろう？

　簡単な前提だ。

　草壁昌也だけいればいい。

　そして、今、僕の手元に金がある。二億円もの──

　岸きし和わ田だ会。美み河かわ。ハロー・コーポレーション。マネーロンダリング。様々にこんがらがった要素が、僕の頭の中で軋きしみ、こすれあいながら、一つの形をとろうとしていた。

　馬鹿馬鹿しいほど曲がりくねった、遠回りで非効率的な、けれど一本の道。ほんとうにそれが成り立つのか、僕は何度も何度も頭の中でその水路に水を流してみた。まず時間の問題だ。木曜日。もう二時。まだ明日あした一日ある。なんとか間に合う。次に人数。僕には友達がほとんどいないけど、ヒロさんや四代目の力を借りられれば。そうだ、依林イーリンさんたちに頼むことだってできる。もちろん穴はある。というか穴だらけだ。アリスと少しよう佐さがそこを詰めてくれるだろう。仕上げはテツ先せん輩ぱいの拳こぶしを頼むしかない。

　あとは、言葉と、タイミングだ。

　立ち上がった。膝ひざの震えは、もはやおびえではなかった。

「……助手さん？」

　不思議そうに見上げてくるメオに、僕はうなずき返す。それから身をかがめてボストンバッグを持ち上げた。

「要いらないなら、僕がもらうよ、これ」

「……え？」

「遣つかっちゃおう。二億おく円全部」

　目を丸くするメオをよそに、携帯を取り出した。ボタンを押す指も浮うわついている。落ち着け、落ち着け。

「アリス？　今から計画を話すよ。無理なところがあったら遠えん慮りよなく突っ込んでくれ」

『計画？　なにを言ってるんだきみは』

　訝いぶかしがるニート探たん偵ていの言葉を遮さえぎって、僕は計画を語り始めた。熱で浮かされたうわごとのように、ときに支し離り滅めつ裂れつに陥おちいりそうになりながらも、言葉は次々と僕の唇くちびるからあふれ出た。まるで自分が考えたことじゃないみたいだった。あるいはこのときも僕は、神様のメモ帳を棒ぼう読みしていただけなのかもしれない。

「……どう？」

　息もつかずに話し終えた僕は、そう訊たずねてからぜいぜいと息をついた。アリスの呆あきれた声が返ってくる。

『どうもこうも、無理だらけだ。よくそんな馬鹿馬鹿しいことを考えついたものだね』

　一いつ瞬しゆん、目の前が真っ暗になる。

「いや、でも──」

　今度はアリスが僕の言葉を遮る番だった。

『しかし、その無理はぼくが通そう。やりたまえ。陣じん頭とう指揮はきみに任せる。ぼくの役目はクラッキングだけだね？』

　僕は天てん井じようを仰あおいで長い息を吐はいた。気を抜いたら、嬉うれしさのあまり（メオが見てるというのに）叫び出してしまいそうだ。

「うん。なるべく派は手でにお願い」

『二つだけ、要よう請せいがある』

「なに？」

『一つ目は振込先のことだよ』

　そこでアリスが提示したことは、僕にはにわかに理解しがたい内容だった。

「……なんでそんなことするの？　だって、明細を相手に見せるんだよ」

『すべての振込先と金額をチェックしてるひまは相手にもあるまい』

「だからって──」

『草壁昌也のやろうとしていたことがわかったんだ』

　アリスの言葉に、僕は黙り込む。

　草壁昌也がやろうとしていたこと。この事件とアリスを結びつけていた唯一の謎なぞ。

　それが──解けた。

　でも、だからってどうしてこんな意味のわからないことにつながるんだ？

『それは説明できない』

「またそれかよ！　いつもいつも」

『これはね、真実と事実の差違なんて問題ではないんだ。どうして説明できないのかも説明できない。だから、振込先はぼくの指示。そういうことにしてくれたまえよ』

　ますますわけがわからなかった。メオの心配そうな視線を横から受けながら、僕はいらついて何度もベッドから立ったりまた座ったりした。

『ねえ、ナルミ。ニート探たん偵ていの無力さについて、前に話したね』

　すがりつくようなアリスの声。

『ぼくはニートだ、だれかを守ったり助けたりするための力なんて生まれたときから持ち合わせていないし、これからも得ることはないだろう。なぜなら神様のメモ帳のぼくのページにそう書いてあるからだ。それでも。それでもね、ナルミ』

　泣いているのだろうか、と僕はふと思う。アリスが泣いている？　そんな馬鹿な。でも、だんだんと細くなっていくその声を聞いていると、自分の喉のども締めつけられているような気持ちになる。

『ときにはぼく自身が血を流し、古い骨と混ぜ合わせて、ぼくを世界の側に引き戻さなければいけない。それが、ぼく以外にとってはなんの意味も持たないにせものの魔ま術じゆつだとしてもね。……ぼくの言っていること、わかるかい？』

　もちろん、わからなかった。僕は黙り込んだ。なにか不用意なことを口にしたら、電話口の向こうでアリスはくしゃりと潰つぶれてしまいそうな気がした。

「……わかったよ。言う通りにする」

　少しの間の後、電話の向こうでアリスが笑ったのが見えた気がした。

『きみは噓うそが下へ手ただな。顔も見えていないのに声でわかるよ』

「悪かったな。二つ目は？」

『あのボストンバッグを必ず持ち帰ってメオに返すこと』

　僕はぽかんとして、足下のバッグに視線を落とした。

「……なんで？　いや、べつにいいんだけど、なにかあるの」

『うん。すべての答えがそこにある』

　僕は絶句した。意味がわからない。アリスの答えには、これ以上説明する気がないという意思がありありとにじんでいた。それに、どう訊きいても間抜けな質問になってしまいそうで、僕はしかたなく「わかったよ」とつぶやいた。

　でも電話が切れる寸前に、僕はひどく珍めずらしいものを聞いた。アリスが謝ったのだ。

『すまない。きみを見直したよ。感謝している』

　黙り込んだ携帯電話を、僕はしばらく見つめていた。アリスの頼りない体温がそこに残っているような気がした。

　けっきょく、アリスの考えも、彼女を縛しばりつける想いも、なにひとつわからなかった。

　それでも──探たん偵ていは助手を信じてくれた。

　だから僕も信じよう。







「本気で言ってんのかそれ」

　書しよ斎さいを出てすぐ四代目に話すと、こんな反応だった。後ろに控える電柱が「あのぅ兄あに貴き、もっぺん説明してくれますか」岩いわ男おは「やめとけ、どうせ俺おれらみたいな馬鹿には兄貴のすげぇ作戦は理解できねえよ」とかなんとか。

「探偵も探偵なら助手も助手だな」

　四代目は狼おおかみの細い目をすがめて、つんつんの髪かみをかき混ぜた。

「何人集めりゃいいんだ」

「ええと、できるだけ多く。二億おく円もありますから、あ、でも、その、ちゃんと身分証と口座持ってる人で、説明して納得してくれる人じゃないと」

「わかってるよなめんな」

「あと、最後はやっぱり力押しになっちゃうんで……」

　四代目は電柱と岩男を振り返って指示する。

「アシのつかない車用意しろ。おまえらの他ほかにあと四人選べ」

「押オ忍ス、カチコミっスね！」「男磨みがかせてもらいます！」

　二人が出ていってしまった後で、四代目は書斎の戸をちらと見て小声で言う。

「草くさ壁かべは、田た原ばらの連中に捕つかまったままの方が都合がいいとか考えてるかもしれねえぞ」

　僕はぐっと唾つばを吞のみ込んで、四代目の顔を見上げる。

　僕も感じていたことだ。どうしてかわからないけれど、草壁昌也はまるで助けてほしくないみたいに見える。危険を冒おかしてまでこの街に隠かくれてやろうとしていたことと、なにか関係があるんだろうか。

「そしたら俺おれらの敵てきは田た原ばら組だけじゃない。本人もだ。わかってんだろうな」

　ためらい、うなずく。







『ナルミ君、アリスにだんだん似てきたなあ』

　電話越しに僕の計画を聞いたヒロさんの、それが第一声。また言われた。似てるって、どこがだろう。

『むちゃくちゃなことをさらっと言うところが、さ。でも面白そうだ。ＯＫ、女の子に手当たり次第声かけてみるよ。他ほかにおれができることないかな』

「その……美み河かわも、明日あしたどこにいるのか確実におさえとかないといけないんで」

『わかった。張ってるよ。そのへんは任せて』







『藤ふじ島しま中ちゆう将じようは陸軍肌はだだな。とりあえず大たい言げん壮そう語ごを吹いておいてからそれに合わせて行動力を調達するという考え方は海軍肌の自分には理解できん』

　僕には少しよう佐さの喋しやべっている内容そのものが理解できなかった。なんだ海軍肌って。

『で、自分の任務はなんだ』

「これは要するに保険なんですけど、電話の妨ぼう害がいです。できますか？」

『はあん、なるほど、電話で確認できないようにするわけか。妨害自体は朝あさ飯めし前まえだが、当日、美河がどこにいるのかまだわからんのだろう。どこの電話を不通にすればいいんだ』

「たぶん出社するんじゃないかと思うんですが、わかんないです」

　あ、いや、待てよ、美河の電話を通じなくしたら、美河が指示を出せなくなるからこの作戦が成り立たないじゃないか。僕は自分の計画の杜ず撰さんさに肝きもが冷える思いを味わう。そこに少佐の言葉。

『ん？　銀行の方の電話を妨害すればいいのか』

　あ……そうか。

　それは思いつかなかった。確実だ。

　やっぱり僕ひとりじゃなにもできない。少佐がいてくれてよかった。でもそんな素直な感謝は言葉にできず、かわりにこんな言葉が出てくる。

「わりとひどいことをさらっと考えつくんですね、少佐」

『藤島中将ほどじゃない。靖やす国くにで逢あおう』







　事情を半分くらいしか知らない依林イーリンさんには説明が大変だった。

『正直、まだよくわかんないんだけど』

「すみません、全部説明するわけにはいかなくて」

　電話で話すだけではどうしてもわかりにくいし、それでなくても犯罪に関わっている部分はあまり依林イーリンさんたちには教えたくなかった。

『メオのためなんだよね？』

「はい」

『わかった。マンションのみんなに話してみる、ちょっと遅くなるかもしれないけど今日中に何人やってくれるか知らせるよ』

「あ、何時でも大丈夫ですよ」

　どうせ今夜は徹てつ夜やだ。







　その夜はメオと一緒に、バッグの中身の札さつ束たばをベッドの上にぶちまけて、封筒に小分けにしていく作業に追われた。

　ヒロさんと四代目は僕の予想を超えてものすごい人数を集めてくれた。顔も知らない何百もの人たちをこんな馬鹿な計画に巻き込むのかと思うと、札を数える手が震えた。

　最後の方はもう指先も頭も麻ま痺ひしていた。薄うす暗い部屋でメオと一緒に大量の福ふく沢ざわ諭ゆ吉きちににらまれながら僕がそのとき考えていたのは、二億おく円ってわりと少ないなあ、なんてたわけたことだった。二百で割れば百万円。二千で割れば十万円。二億で割ればたった一円だぜ？　もう末期的症状だった。実際にはその金額は、この日本ではサラリーマンが一生かけて貯ためても届かないくらいのものだ。

　だから、この金額のために人だって死ぬ。

　数時間おきに事務所の電話が鳴った。四代目は書しよ斎さいの扉をしっかり閉めて、応対している声を僕らに聞こえないようにしてくれた。連中がしびれを切らしてメオのお父とうさんを殺してしまったりしないだろうか。指を一本ずつ切断されていく恐怖と痛みを、僕は考えまいとした。メオに悟さとられてはいけない。

　その日最後の仕事は、数百人分の『言い訳』を考えることだった。

　お金が動くためには、理由が要いる。

　もう、やるしかないのだ。

　うまくいくかどうかはわからなかった。草くさ壁かべ昌まさ也やのぶんの奇き蹟せきがまだ残っていますように、と僕は祈った。










　　　　６







　翌早朝、『ハロー・パレス』には僕自身がお金を持っていった。朝の空気で頭を冷やしたいのもあったし、依林イーリンさんに直接お礼を言っておかなきゃいけないと思ったからだ。

「あ、来た来た。入って」

　依林さんはチェーンを外して部屋のドアを開けると、僕を中に引っぱり込む。

　独ひとり暮らしには広すぎる２ＤＫには、十人くらいの女性が集まっていた。僕はその形容しがたい芳ほう香こうに気け圧おされて、部屋の入り口で立ちすくんでしまう。中には、さっき仕事から帰ってきましたという風ふう体ていの色っぽいかっこうをしている人もいる。肌はだの色も顔立ちもみんな微び妙みようにばらばら。アジアの縮図みたい。ジョリファさんやホアさんの姿もあった。

「すみません、変なこと頼んじゃって」

　恐縮する僕の背中を依林さんがばしんと叩たたいた。

「わたしらはなにも大変じゃないよ。ただお金振り込むだけでしょ？」

　僕はうなずき、封筒に小分けされたお金を配って説明した。

「いっぺん自分の口座に入れてから引き落としで振り込んだ方がいい？」とホアさん。

「あ、そうですね。この金額だと現金のままじゃＡＴＭ通らない」

「なにやるのか知らないけど、頑がん張ばって」

「クサカベさん助けるんでしょ」

「メオとクサカベさん、よろしくね」

　口々に言われ、僕はなにか心地よいしびれのようなものを感じながら、何度もうなずいた。

「じゃあ、後で平ひら坂さか組の人間が来るんで」

「利用控え集めて渡せばいいのね？」と依林さん。話が早くて、心強い。

　マンションを出て、四代目に電話する。

『こっちはもう配り終えた』

　早すぎるだろ、と僕はびっくりして、四月の暗い曇り空を見上げる。まだ六時過ぎだ。夜中に全部終わらせたのだろう。この街のガキどもは夜に眠ねむったりしない。

『昼までには利用控えが全員分集まる。乗り込むのは何時だ』

　そのタイミングが難しい。

「二時です」

『ずいぶん引っぱるな。ところでだれが行くんだ』

「だれって……僕ですよ。直接突きつけて話さなきゃ。僕以外にこの計画全部把は握あくしているのなんてアリスくらいしかいないでしょう。まさかアリスに行ってもらうわけにもいかない」

『あのなあ。敵てき陣じんに突っ込むんだろ。ちっとは危険を考えろよ。話が終わった後で無事に帰してくれると思ってんのか』

「だから田た原ばら組じゃなくて美み河かわに話をつけるんですよ。ハロー・コーポの社内なら、やくざそろえて無む茶ちやなことなんてできないでしょ」

　四代目はしばらく黙り込んだ。歯がみする音が聞こえた気がした。

『俺おれも行く。いいな』

「え、いや、でも四代目は実行班の方を──」

『うるせえ。そっちはどうとでもなる。後から合流すりゃいいだろ。つべこべ言うな』

　通話は乱暴に切られた。僕は液晶画面を見つめてため息をつく。

　まあ、たしかに無茶な話かもしれない。でも、書類をそろえて送りつけて電話で通告するようなちゃちな真ま似ねはだめなのだ。それでは勝しよう算さんがない。だれかが突とつ撃げきしなきゃいけない。

　四代目がついてきてくれるのは、心強かった。

　曇り空を見上げる。もう、戻れない。







『美河が今、ハロー・コーポに着いたよ。重役出勤だな』

　ヒロさんからそう連絡があったのは、午前十一時。僕はそのときＮＥＥＴ探たん偵てい事務所に戻ってきていた。

「だれか連れてたりしませんか。田原組っぽいやつとか」

『いや、ひとり。さすがにボディガード連れて出社したりしないだろ』

　それもそうだ。好都合。

　ベッドの方を振り向くと、僕とヒロさんの会話が聞こえていたのだろう、アリスがすでに少しよう佐さに電話で指示している。

「……うん、予定通りハロー・コーポだ。妨ぼう害がいの準備を始めてくれたまえ。……ん？　いや、開始は二時だ。それまで待たい機き」

　電話を置き、僕の方を向く。

「クラックはもう開始するよ。いいね？」

　僕は親指を立ててみせた。アリスのパジャマ姿の向こう、壁いっぱいに並んだモニタの一つには、これからアリスがハロー・コーポのシステムに仕込む爆ばく弾だんが表示されている。

　画面いっぱいを塗りつぶす赤。小指がちぎれた右手と、右耳がちぎれた男の顔のディフォルメ画。我ながら、三十分くらいでてきとうに描かいたにしては傑けつ作さくだ。その二つのシンボルの下には、でかでかと『p.m.2：00』の表示。他ほかに文字はない。

　草くさ壁かべ昌まさ也やの件について、午後二時に。

　わかる人間にだけわかる明快なサイン。それが今、アリスの手によって食い破られたセキュリティの穴からハロー・コーポの内部ネットに流れ込み、システムをダウンさせすべてのマシンを乗っ取って画面に表示されるだろう。

　動き出した。携帯を握る手がじっとりと汗あせばんでいることに、僕はようやく気づいた。







　四代目が組員数人を連れてＮＥＥＴ探たん偵てい事務所にやってきたのが正午過ぎ。手て提さげやコンビニのビニル袋から、銀行の振込明細の控えが取り出されて、ばさばさと僕の目の前に積み重ねられる。頭が痛くなってきた。

「分類しておいてって言えばよかった……」

「今さら遅おせぇだろ」四代目は冷たい。

　五百枚以上ある利用控えの中から、見せるためのものだけをより分ける作業に三十分くらいかかった。迂う闊かつ。行き当たりばったりの計画だとこうなる。

　分類を終えると、メオから借りたあのボストンバッグにつめる。二億おく円はきれいさっぱりなくなって、かわりにその足そく跡せきを記したただの紙だけが残った。持ち上げてみると、二万枚の一万円札とは比べものにならないくらい軽かった。

　頼りない、けれど唯一の、僕の武器。

　いや、ほんとうの武器は、べつにあるか。

　バッグを手に立ち上がる。

「じゃ、行ってくる」クマさんパジャマの背中に声をかける。

　アリスは振り向くと、膝ひざ立だちになって手招きした。え？　なに？

　近寄っていくと、いつかのように頭をなでられたので僕はまたびっくりして二メートルくらい後方跳ちよう躍やく。

「武ぶ運うんを祈るよ」

　アリスにしてはひどく短い言葉だった。そのせいで、やけにくっきりと僕の耳に残った。

「ん？　どうしたんだい。四代目もやってほしいのかい」

　ひょいと身体からだを傾けて、僕の背後にいた四代目にも手招きする。

「馬鹿も休み休み言え」

「姐ねえさん、俺おれやってください」

「俺にも」

「アホやってんじゃねえ行くぞ！」







　ラーメン屋の勝手口前、ドラム缶かんの席にテツ先せん輩ぱいはむすっとした顔で座っていた。

「なんで俺だけ仲間はずれかな……」聞こえよがしにつぶやく。

「……仲間はずれなんかしてないですよ」

「だって詳くわしいこと教えてくれねえじゃん」

「昨日きのう電話で話したじゃないですか」振り込みだってやってもらったのに。

「こんがらがっててよくわかんなかった」

　おい、それは僕のせいなのか？　悪いのは僕か？

「だから俺おれもナルミについてくけどいいか」

「え……いや先せん輩ぱいは実行班の方に回ってくれないと」

「後で合流すればいいんだろ」

　なんでこういうところ似てるんだよこの二人は！　と、僕はちょうど部下をぞろぞろ引き連れて非常階段を下りてきた四代目を振り返る。

「テツ伯お父じ貴きも行くんですか！」

「最強二人連れてカチ込むとはさすが兄あに貴き」

「社員皆殺しだな！」

　先輩の話を聞いて盛り上がる組員たち。いや、なに勘かん違ちがいしているのか知らないけど、喧けん嘩かしに行くんじゃありませんよ？

「そんじゃ俺らはお先に！」

「ちゃんと着替えろよ。代だい紋もんつけて仕事すんじゃねえぞ」

「押オ忍ス！」

　それぞれバイクに乗って組員たちは散っていってしまった。

「緊張感ねえな、どいつもこいつも」と四代目がつぶやく。同意だった。

　と、そのとき勝手口からミンさんが顔を出した。

「おい。食ってくか」

　僕らは思わず顔を見合わせる。

「どうせ昼食ってないんだろ。ナルミ、おまえなんかふらふらしてるぞ。飯くらい食ってけ」

　昼時だってのに客のいない店内で、左端の椅い子すから四代目、僕、テツ先輩。それぞれの前に湯ゆ気げを立てる丼どんぶりが置かれる。麵めんの上にはチャーシューのかわりに、なぜか分厚いトンカツがのっていた。

「あれだ、験げん担かつぎ」とミンさん。「どうせ危ない真ま似ねするんだろ。ったくガキのくせに」

　その心遣づかいは嬉うれしかったけどラーメンにカツのせる料理センスはどうかと思うんだ。でも僕はもちろん、四代目もテツ先輩も黙って箸はしを取った。この街に最強という人がもしいるとしたら、僕の脇わきに座る元ボクサーでも少年やくざの組長でもなく──

「あ、お代はナルミの給料から引いといたから」

　おごりじゃねえのかよ！

　おまけに、箸をとって麵の上のカツをちょっと持ち上げてみると、下には唐とう辛子がらし粉ことおろしニンニクがたっぷりと敷かれていた。うわあ。見てるだけで鼻血が出そう。四代目と先せん輩ぱいの丼どんぶりをちょっとのぞいてみるとそっちは普通のスープだった。なぜに僕だけこんな拷ごう問もん。これ食えってのか。

「おまえなあ、わたしの言ったこと忘れたのか？　この件には関わるなって言ったよな？」

　ミンさんはカウンターの向こうから身を乗り出して、ぐっと僕に顔を近づけてくる。僕のあごをつかむ。口元に浮かんでいるのは虎とらだって食い殺せそうなほどの冷笑。僕は凍こおりついて、ぱくぱくと口だけ動かす。そういえばそうだった、思いっきり無視してた。食われる。
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「いいか。残さず・全部・食えよ」

　焼きごてを押しつけるみたいな口調で言うと、ミンさんは僕の顔から手を離した。

「テツ、壮そう、うちの店員だ。怪け我がさせるなよ」

「わかってるよ」

　早くもカツラーメンを平らげた二人の声が重なった。
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　首都高をくぐって反対側にある『ハロー・コーポレーション』のオフィスに着いたのは、予定より少し早い一時四十五分。四代目はスマートクーペを路ろ肩かたに駐とめた。

　車窓から、五階建てのビルを見上げる。なんか昨日きのう見たときよりもでかく見える。いや、落ち着け、大した会社じゃない。バックについているのもしけたチンピラヤクザ。これから僕がやろうとしていることも、大した博ばく打ちじゃない。

　背もたれに背中を押しつけてふうと息をつく。あ、やばい、動どう悸きがきつくなってきた。

「なあ、降りないの」

　後ろでテツ先せん輩ぱいが言う。

「俺、この体勢きついんだけど」

「おまえが勝手についてきたからだろ」

　四代目が呆あきれた声で言う。

「三人乗せる予定なんてなかったんだよ馬鹿か」

　スマートクーペは二人乗りのミニカーなので、先輩はなんとトランクに強引に乗り込んでいるのである。僕は呼吸をなんとか落ち着けようとしながら答える。

「早すぎてもだめなんですよ。あっちに考える時間ができちゃう。二時まで待ちます」

「なんで二時？」

「銀行がしまるのが三時だからです。だいたい一時間くらいがジャストタイミングだと見ました。……勘かんですけど」

「銀行しまる時間なんか関係あんのか」

「ええと……」

　昨日きのう、電話で説明したのに。説明したのに！

　わかりやすい言葉を選んでいる間に二時になっていた。「行くぞ」と四代目が言ってドアを開き僕を道路に蹴けり出した。







『ハロー・コーポレーション』には受付のお姉ねえさんみたいな気の利いた役職は置いてなかった。オフィスのガラスドアの前に電話があって、それでアポを確認したりするシステム。

「ええと、美み河かわ社長はいらっしゃいますか。……いえアポはないんですが」

　電話の向こうはなんだかばたついている。無理もないだろう、アリスによって社内全システムがクラックされていて凍とう結けつ中なのだから。

『ええ、どちら様でしょうか』

　四代目が僕の手から受話器を引ったくった。

「雛ひな村むら壮そう一いち郎ろうと伝えればわかる」

　効果覿てき面めん、すぐに通された。僕ってもっと反社会的になるべきなんだろうか。

「いいかテツ、絶対こっちから殴なぐるなよ」

「おまえこそ」

　軽く受け流して、テツ先せん輩ぱいはガラスドアを開けた。







　応接室のソファには、神経質そうな生なま白じろい顔をした四十代前半くらいの男が座って僕らを待っていた。昨日きのう見かけたあの男──美み河かわだ。でも美河ひとりじゃなかった。会議机をはさんだ向こう側の窓際に立っているのは、あの焦こげ茶色グラサンの男と、同じような黒いスーツの男がもう二人。僕はそれを見てドアのところで思わず立ち止まってしまう。

　やっぱり田た原ばら組とまったく接触せずにことを運ぶわけにはいかなかった。おそらくクラックされて流されたあの画像を見て美河が呼んだのだろう。ヒロさん一人じゃ美河と田原組の動きは把は握あくしきれない。くそ。

　四代目が僕の尻しりを部屋の中に押し込んだ。

　グラサンは僕ら三人の顔を順繰りに見て、薄うす気味悪い笑みを浮かべたけれど、なにも言わない。対照的に、美河は落ち着きがなかった。

「あれをやったのは、きみらか」

　挨あい拶さつもなし、椅い子すもすすめずに切り出してくる。

「きみらはまだ学生じゃないのか。なんでこんなことに首を突っ込んで」

「雛ひな村むらァ、てめえ話聞いてなかったのか」

　グラサンが、もはや一般人を装う気ゼロの太い声で言う。やくざたちは机を回って僕ら三人をはさむように取り囲んだ。

「ンだそのバッグは。金だけで済むと思ってんじゃねえだろうな」

　黒スーツの一人が僕の持っているバッグを平手で叩たたいた。耳鳴りがしてきた。まずい、貧血で倒れそうだ。

「おまえらに話があるんじゃねえよ」

　四代目が言って、僕の背中をそっと小突いた。僕ははっとして、呼吸を整え、目の前の美河をにらみつける。そうだ。田原組は無視しろ。

「要求通りのものを持ってきましたよ、美河さん」

「ンだと。女はどうした」

「おい、やめろ、社内だぞ」美河の焦あせった声。「あんたらは黙っていてくれ、私が話す」

　テツ先輩が黒スーツを押しのけて、僕を美河の真向かいのソファに座らせた。ソファの合成革がびっくりするほど冷たい。心臓が溶とけて耳から流れ出しそうだった。

　ここからだ。ここからは、僕の戦い。もう、だれ一人助けてくれない。

　ボストンバッグを、中央のガラステーブルに置いた。

「金だけじゃだめだ。娘むすめも連れてこい」美河が気き丈じような声になる。僕は首を振った。

「まず金の話だけしましょう。もう二億おく円はお渡ししています」

「なに？」

「ここに現金は持ってきていません。そちらの外国人社員がつくっている任意団体の互ご助じよ組合がありますよね。すでに全額、その組合の口座に入金しました」

「なにを言っているんだきみは」

　美み河かわの声が粘ねばり気を増す。白い頰ほおに赤みが差す。

「入金できるわけないだろう、二億おく円だぞ。窓口でどう説明したんだ。常識のないガキはつく噓うそもろくでもないな」

　へえ、そうかい。じゃあ、あんたはこれから、その常識のないガキが大勢集まるとどれくらいろくでもないことをするのか、身をもって味わうことになるよ。

　僕はボストンバックのジッパーを引いた。

「一度に入金なんてしてませんよ」

　中に入っていた利用明細の一束をつかみ出すと、それをテーブルにばらまいた。一枚を取り上げて読んだ美河の顔色が変わる。もう一枚。また一枚。そこに書かれた、同じ入金先を確認し、美河の頰ほおから再び血の気が引いていく。

「……な、んだこれは」

「僕らには知り合いがいっぱいいるんですよ。ただ銀行に行って寄付金として振り込むだけですからね。みんな快かい諾だくしてくれましたよ」

「馬鹿、なんでこんな──」

「で、これだけじゃないんです」僕は美河の声を遮さえぎって畳たたみかける。「最終的には海外口座から岸きし和わ田だ会に流れるんでしょう。だから、その手間を省いてあげました」

　最後の切り札。ポケットから取り出した一枚の書類を、美河に突きつけた。震える手で受け取った美河は、書面を何度も何度も読み返した。ぐりぐりという眼球の不気味な動きでそれがはっきりわかった。

「な……」

「互助組合の口座から二億円を、来週の月曜営業日づけで岸和田会の組長の口座に寄付金として移すように処理しておきました」

「馬鹿言うなそんなことできるか、あそこは個人口座で名義人はうちの草くさ壁かべだぞ！」

　美河の声は裏返る。

「おい、てめえらなにをしたんだ、どういうことだッ」

　おとなしく聞いていたグラサンもさすがに色めいてがなる。僕の鼓こ動どうは自分の声もほとんど聞こえなくなるくらいに高まった。ここだ。ここさえ切り抜ければ。

「だからね、もう少しネットセキュリティの勉強をした方がいいですよ。こんなにあっさりシステム乗っ取られる会社の人に言っても理解できないかもしれませんけどね」言葉一つ吐はき出すたびに、乾かわいた口の中がきりきりと痛んだ。「銀行のシステムだってウェブにつながっているんです。回線さえつながってりゃクラッカーにできないことはほとんどない。口座の金を動かすのに本人確認なんて必要ないですよ」

「そんなわけあるかッそんな、そんなことをしたら──」

　僕は美み河かわの言葉を無視して、バッグを手に取り、立ち上がった。もう切るべきカードはすべて切った。引き上げどきだ。

「待てやコラ、帰ろうってんじゃねえだろな！」

「そのつもりだよどけ」

「唾つば飛ばすんじゃねえよ三さん下した」

　テツ先せん輩ぱいと四代目が僕の左右に守るように立つ。

「ざけんなッ」

　腹に響くような衝しよう撃げき音。頰ほおに拳こぶしを叩たたき込まれた四代目も、腹に膝ひざが突き刺さったテツ先輩もまったく表情を変えていないというのに、やられたわけでもない僕だけが目を閉じて首をすくめてしまった。四代目の唇くちびるの端はしから血が垂れる。

　殴なぐった方なのに、やくざがひるんで一歩身を引いた。焦こげ茶グラサンの目が見開かれ、ソファに沈んだ美河は泡あわでも吹きそうな表情。それでもなんとか口を開く。

「待てまだ話は終わってないぞ、なんでそんなふざけたことッ」

「終わりましたよ。この話だけしにきたんです」

　僕はぶるぶる震えている肘ひじに気づかれないようにと腕うでを背中で組んで、言い返す。

「月曜日づけで入金ということは、わかりますね？　それまでに草くさ壁かべさんを解放してください。こっちから金だけ渡してもなんの保証もないからこういうやり方にしたんです」

　早口で吐はき捨て、ソファの背もたれをまたぐと、僕は応接室を出た。「待ててめえらふざけんな！」というグラサンの怒声を、最後に部屋を出た四代目がドアで叩たたき切る。

「よし戻るぞ」

　おびえた目つきでこっちを見る女子社員とすれちがいながら、僕らはオフィスの廊ろう下かを走った。ガラスドアから出た後で、信じられないくらいの量の汗あせで額ひたいと背中がぐっしょり濡ぬれていることに気づいた。

「くそあの野や郎ろう今度逢あったら死なす」四代目は毒づいて唇くちびるの血をぬぐった。

「まだ終わってねえんだろ。気ィ抜くなよ」

　テツ先輩の言葉に、震える唇を嚙みしめてうなずき、僕らは階段を駆かけ下りた。
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「なあナルミ、なんであいつらあんなに焦あせってたの」

　背後のトランクからテツ先輩の声。四代目の運転するスマートクーペは、渋じゆう滞たい気味の国道を後しり目めに曲がりくねった裏道をかなりのスピードで飛ばしていた。

「僕が二億おく円を丸ごと岸きし和わ田だ会に寄付したって言ったからですよ」

「それでなにが困るんだよ」

　説明してわかってくれるだろうか、と僕は少し心配になる。

「要するにあんな金の動かし方をすると国税局ににらまれるんです。最初に入金したところはハロー・コーポとつながりのある団体の口座だということは調べればすぐわかる。査さ察さつが入ったら、これまで細々とやってきたマネーロンダリングの仕組みがみんな露ろ見けんしかねない。連中がなによりも守りたいのは二億円じゃなくて、岸和田会です」

「はあん？」先せん輩ぱいはわかったようなわからないような声を出す。「じゃあなにか、ナルミはあいつらの悪わる巧だくみをばらそうとしたってわけか」

「ちがいますよ」

　ばらすならそのまま警察にたれこむだけでよかった。でも、ニート探たん偵ていは警察じゃない。依頼されたことを、ただ遂行するだけ。

「着いたぞ」

　クーペは広い駐ちゆう車しや場の端はしに停まった。テツ先輩は窮きゆう屈くつそうに僕の首の横から頭を突き出してきて窓の外を見る。広い敷地の向かい側には平べったい建物。

「……銀行？」

「そうです。草くさ壁かべ昌まさ也やがその互ご助じよ組合の口座を持ってる支店です」

　僕は駐車場の反対側に停まっている白いワゴンを見つけた。

「あれ、平ひら坂さか組の車じゃねえか」先輩も気づいたようだ。四代目が携帯を取り出す。

「着いた。見えてる。いつでも飛び出せるようにしとけ」

　手短に言って、切らずにおく。

「おいナルミ、全然わかんねえぞ説明しろ。つまりなにをやったんだ」

　テツ先輩が耳元で怒鳴った。

「うるせーぞテツ静かにしろ」と四代目。いつでも指示を出せるように、携帯はつながったままだ。僕は小声で説明を続けた。

「寄付はまだ行われてないんですよ。来週の月曜日、営業始まってすぐということにしました。今日は金曜日だからもうすぐ銀行は今週の営業を終えます。寄付されちゃったら国税局にばれる。そしたら美み河かわはどうすると思います？」

「……取り消そうとするよな」

「そうですよね。でも、口座の名義人は草壁昌也なんです」

「……あ」

　ようやく、先輩も理解したようだ。

　でも、これはすべて机き上じようの空論。結果につながらなければ、なんにもならない。時計を見ると二時五十分を過ぎていた。また、胃袋の底がきゅうっと締めつけられるような感かん触しよく。

　うまくいくだろうか。なにか穴はなかっただろうか。僕はうまく言葉を弄ろうせただろうか。汗あせばんできた拳こぶしを握ったり開いたりしながら、僕は車道を流れる車にじっと目を注ぐ。まだか。まだ来ないのか。やっぱり、僕のやり方がまずくて、ばれたんじゃないのか。

「おい、でもどうやって寄付なんてさせたんだよ。名義人は草くさ壁かべなんだろ。本人が行かなきゃ二億おく円なんて動かせねえだろ」

「おまえ、話聞いてなかったのか」四代目が言った。「アリスがなんかやったんだろ」

　そのときだった。

　一台の車が──黒いワゴンが、車道から左折して駐ちゆう車しや場に入ってきた。僕は声をあげそうになった。ワゴンの後部には大きなへこみがある。まぎれもなく、平ひら坂さか組のバンがぶつけた痕あとだ。息を吐はき出すのと変わらないくらいの小声で、ことさら自分の心臓をなだめるような静かな声で言う。

「アリスにだってそんなことはできませんよ」

　舌したが震えそうになる。銀行のデータをクラッキングして口座の金を動かすなんて馬鹿なことは──いや、あるいはアリスならできるのかもしれない。でもそんな時間もなかったし、する必要もなかった。

　ワゴンのドアがもどかしく開く。降りてきたグレイのスーツや薄うす汚よごれたダウンジャケットの人影は、四人……いや、五人だ。

「僕がやったのは二億円を分割して口座に入れるまでです。そこから先は全部はったりです」

　四代目が一いつ瞬しゆんだけ呆あつ気けにとられた顔で僕を見た。

　そう、ほとんどは噓うそだった。人を騙だますときの黄金則──多くの真実の中に目的となる噓をまぎれこませること。数百人分の口座から振り込みが行われた利用明細という、大量の真実で、僕はその先にある噓を覆おおい隠かくした。

　僕らの目的は草壁昌まさ也やの身み柄がらだけ。どこに監かん禁きんされているのかもわからないし、こちらから乗り込むことだってできない、それならば特定の場所に向こうから連れてきてもらえばいい。草壁昌也本人が来なければ致命的となる理由を突きつけて──

「おまえの将来はニートじゃなくて詐さ欺ぎ師しだな」

　四代目がつぶやいたのも、僕にはほとんど聞こえていなかった。さらに四代目は携帯に向かって短くなにか言った。背中でトランクが開く音がした。運転席のドアも開いて冷たい風が僕の頰ほおに吹きつけた。

　ワゴンから降りてきた五人目の男。いつか写真で見た、けれどくたびれきって精せい悍かんさもほとんど失われた、男の顔。

　メオの父親。

　その向こうで、平坂組の白いワゴンのドアが開いて、グラサンやフルフェイスヘルメットやマスクで顔を隠かくしたガキどもを吐はき出すのが見えた。息ができなくなるほどの緊張の中、窓越しの無音の世界で、やくざたちが入り乱れる。

　でも、黒のワゴンの運転席と助手席からさらに出てきた二人を見て僕は内臓がワイヤーで締めつけられたような思いを味わう。あっちも六人、手には特殊警けい棒ぼう。あっという間に平ひら坂さか組のうち二人がのされてアスファルトに這はいつくばり、四代目とテツ先せん輩ぱいはそれぞれ二人がかりで揉もまれながら黒ワゴンから引き離される。僕はドアのロックに手をかけた。でも、開けた隙すき間まから外の怒声が吹き込んできて足がすくみ上がった。僕が出ていってどうするんだ、どうせなにもできない。

　車のそばに残った二人が、草くさ壁かべ昌まさ也やの襟えり首くびをつかんで車内に引っぱり戻そうとしている。いけない、車に戻ってしまったらおしまいだ、もう二度とチャンスはない、ドアを押し開いて僕は駐ちゆう車しや場に転がり出る。押し殺した悲鳴と肉をえぐる音が聞こえる。ワゴンまでは十メートル以上離れている、足が、足が全然動かない。

　そのとき、距離を隔へだてて一いつ瞬しゆんだけ草壁昌也と視線が合った。

　彼の目に浮かんでいたのは、あきらめ。

　嘆たん息そくし、引きずられるままに車内に戻ろうとしている。ふざけんなちっとは抵抗しろよ助けに来たんだぞわかんねえのかよ！　僕はわけのわからない声を吐き出しながら走り出した。車との間に横たわる絶望的な距離、草壁昌也の後から乗り込んだやくざがドアをスライドさせて閉めようとする、だめだ、間に合わない──

「──お父とうさんッ」

　張りつめた時間を切り裂さく少女の声。褐かつ色しよくの風。メオの小こ柄がらな身体からだが、いったいどこから飛び出してきたのか、わからない。差し伸べた彼女の腕うでは、ワゴンの黒い車体に突き刺さったように見えた。閉じようとしていたドアの隙すき間まに。

　骨が軋きしむ致命的な音が僕のところまで聞こえた気がした。メオの悲鳴は声にすらなっていなかった。腕をドアに挟はさまれたまま崩くずれ落ちようとするメオ、それでももう一方の手が車の窓を引っ搔かく。戻ってきたやくざがその三つ編みを乱暴に持ち上げ車から引き剝はがそうとする。やめろ、やめろ！

　黒ワゴンの中から男のすさまじい悲鳴が聞こえたのは、そのときだった。僕はメオの髪かみを握っているやくざにつかみかかろうとして殴なぐり飛ばされ、アスファルトの上を転げながら、それを見た。

　弾はじかれたように開かれる黒ワゴンのドア、蹴けり出される灰色のスーツ姿、倒れそうになったメオの腕をつかむ、男の手。

「お父さん！」

　ごちゃごちゃになったいくつもの怒鳴り声の中で、なぜかメオのその声だけははっきりと聞こえた。車内から飛び降りた草壁昌也は、娘むすめの髪をつかんでいたやくざをその勢いのまま殴なぐり倒す。そいつの身体からだは僕の上に折り重なるように崩くずれ落ちた。

　そこから後のことは、よく憶おぼえていない。

　テツ先せん輩ぱいと電柱が、親娘おやこ二人をほとんど担かつぎ上げるようにして平ひら坂さか組の白いワゴンの方に連れていくのは見た気がする。耳元で四代目がなにか怒鳴っていたのもかろうじて記き憶おくにある。







　気づいたとき、僕はクーペの助手席に押し込められていた。耳鳴りが腰こしのあたりまでがんがんと響き、すりむいたらしい右の頰ほおは熱く濡ぬれ、呼吸がうまくできなかった。

　運転席に戻ってきた四代目も、息を荒くしていた。クーペの車体がぐんと加速を始め、僕の中を流れる時間にもその加速が伝わる。ステアリングを大きく切ると、白と黒のワゴン車は両方ともあっという間に僕の視界から消えてしまう。車道に出ると、あの懐なつかしい街の音が僕を包み込んだ。

　車の加速に吸い取られるように、鼓こ動どうが少しずつ、少しずつおさまっていく。

「……あの、テツ先輩は？」

　自分の声がぼやけて聞こえる。

「あっちに乗った。草くさ壁かべはしばらくどこかに隠かくさないとな」

　ああ、そうか。

　草壁昌まさ也やを、助け出したのだ。今さっき起きたことが、まだ自分でもよくわかっていない。なんでメオがあそこにいたんだ？　腕うでは無事だっただろうか。だれか捕つかまったりしていないだろうか、みんなちゃんと逃げられただろうか。

　草壁は。草壁昌也は、メオを──

　けだるい疲労感とぬるい痛みの中で、色んなことがどうでもよく感じられた。僕の仕事は終わったのだ。勝ったはずなのに、なぜだろう、ただそのときは眠ねむりたいだけだった。

「おい、しゃきっとしろよ。おまえの名前で五百人動かして、やくざをはめたんだぞ。わかってんのか」

　四代目の声も、もやもやと反響して聞こえた。

「……わかってますよ。でも僕はほとんどなにもしてない。うまくいく自信だって全然なかったんです」

　声が震えているのか、自分の声を聞いている僕の意識がぼやけているのかもよくわからなくなってきた。

「俺おれだってうまくいくなんて思ってなかった。騙だまされるときってのはあんなもんか」

「……アリスにクラックしてもらったのは、こっちの能力を見せつけるためです。それで連中は銀行口座だっていじれるかもと思い込んだ。少しよう佐さに銀行の電話を切ってもらったのも、電話で確認されないため。僕のはったりに向こうが完全に引っかかったとは思えないです。疑っていたかもしれない。でも万が一ほんとうだったとしたら、……取り返しがつかない」

　そして、時間ぎりぎりに飛び込んだこと。すべては、美み河かわに『念のため草くさ壁かべ昌まさ也やを銀行にやろう』と思わせるため。僕はその『念のため』に賭かけたのだ。

　大勢の人の助けを借りて、相手の勘かん違ちがいと猜さい疑ぎ心しんと保身につけ込んで──それでようやく、ぎりぎりだった。あっちだって、きっちり疑っていたのだ。だから六人も護衛がついていた。ほんとうにぎりぎりだった。

　メオがいなければ、失敗していた。

　僕はいったいなにをしたんだろう。何百人も巻き込んで、そのくせほとんど他ひ人と任せで。最後の最後では、なにもできなかった。

　たぶん、勝ったのはメオだ。僕じゃない。

　助手席の足下に、くしゃりと潰つぶれたボストンバッグ。アリスが言っていた。必ず持ち帰ってメオに返すようにと。そこにはすべての答えがある、と。

　でも、なんだかもうどうでもよかった。

　とにかく──疲れた。今は休みたいという気持ちしかない。

　シートに頭をうずめて目を閉じた。クーペのエンジンの鼓こ動どうを聞きながら、僕は束つかの間まの眠ねむりに落ちた。










　　　　７







　メオはめちゃくちゃはしゃいで服を選んでいた。二分おきくらいに上着を変えたりリボンを取り替えたりして書しよ斎さいの戸を開け、「助手さん、これどう？」と意見を求める。どれでもいいよ、もう。

　電柱と岩いわ男おは苦笑し、四代目はデスクの椅い子すに座って不ふ機き嫌げん顔。俠おと気こぎあふれる平ひら坂さか組事務所の雰ふん囲い気きは（まあ、メオが来てからずっとだけど）ぶち壊こわしだった。

　あれから一夜明けて、土曜日の午前。

　徹てつ夜やと怪け我がが響いて四代目の車で気絶してしまった僕は、マッハ肘ひじ打ちを食らっても起きなかったらしく、そのまま事務所のベッドにかつぎ込まれた。だからあの後の顚てん末まつをよく知らない。ああ、やばい、姉あね貴きに連絡なしで二日も外泊してしまった。さすがに怒られる。

「おい、服なんてどうでもいいからさっさと出てけ。もうこの件は片づいたんだろ。いつまでも居着いてんじゃねえ、草壁も待ってる」

　四代目はいらだちをむき出しにして書しよ斎さいの戸に向かって怒鳴る。

「はあい！　組長さんもありがとう！　もうちょっと待って！」

　無む邪じや気きな声が返ってくる。

「どこにいるんですか、あの人」

「俺おれの知り合いの医者んとこ。内科医だけどな。他ほかに場所なかったし、まだ田た原ばらの連中が嗅かぎ回ってる。ちょっと弱ってるだけで、べつに怪け我がしてるわけでもなかったからな」

　そういえば、四代目はどうして草くさ壁かべ昌まさ也やの指が無事だと確信していたんだろう。指どころか、耳だって両方ともちゃんとついていた。確保したときの彼は、ひどく憔しよう悴すいしていたけれど傷一つなかったのだ。

「あのなあ。ちょっと考えりゃわかるだろ、そんなの」

　四代目は白けた目を僕に向ける。

「田原は草壁を横おう領りよう犯はんってことにしたかったんだろ。たとえば自殺に見せかけて始末するときに、耳だの指だの欠けてたら、岸きし和わ田だ会の連中が見てどう思う。監禁されてヤキ入れられてたようにしか見えないだろ。なんで捕つかまえてすぐに岸和田に引き渡さなかったんだ、って勘かんぐられる。だから草壁の身体からだはきれいなままにしとかなきゃいけなかったんだよ。ありゃ下へ手た踏んだ三さん下した雑ざ魚この耳と指だろ、たぶん」

　だから安い脅おどしだと言ったわけだ。説明されてみれば、簡単な理由。この世界のおおかたがそういうふうにできているにしても、なんだかみじめに負けた後の朝みたいな気分だった。

「メオに逢あわせろって、草壁の方が言ってきたんですか」

「そうだよ。ああ、金もちゃんと払うってよ。礼は一言もなかったけどな。だからやくざは嫌いやなんだ」四代目は吐はき捨てる。「会計はきちんとしろってアリスに言っとけよ。俺おれらだってボランティアやってんじゃねえんだからな」

　そうか。ちゃんとメオに逢うのか。

　じゃあ──やっぱりメオの勝ちか。

　勝ち負けの問題でもないのだろうけど。

「……草壁に訊ききましたか？」

「なにを」

「どうしてメオに金持って逃げるように言ったのか」

　どうして、もっと他ほかの手段を選ばなかったのか。保身のためにしろ、選択肢しはいくつもあった。あんな、自分もメオも身動きがとれなくなるような、どうしようもない状況を選ぶ必要なんて、なかったはずなのに。

「どうでもいいだろ。そんなこと知ってどうするんだ。アリスが喜ぶだけじゃねえか」

「そうなんですけどね……」

「あと、てめえでわかってることをいちいち他人に訊くな。むかつくとこだけ飼かい主ぬしに似るんじゃねえ」

　ずばっと言われて、僕は首をすくめた。

「わかっては、いるんですけれど。でも理解できないんですよ、色々と」

　アリスに言わせるなら、真実ではあっても事実になっていない。

　それに、アリスが僕の計画に口出ししてきた、振込先に対する要求。彼女は事件が終わってからもかたくなに、なにも教えてくれなかった。

　四代目は舌打ちし、髪かみをかき混ぜる。

「おまえが張ってたとき、草くさ壁かべがスーパーで買ってたもの言ってみろ」

「……え？」

　それは。

　アリスも調べていたことだ。四代目には、その意味がわかったんだろうか。

「ええと。……包ほう丁ちようとか、制せい汗かんスプレー、針と糸、ライター」

「鋏はさみかカッターナイフもあっただろう。あと包ほう帯たい」

　なんでわかるの？　僕は目を白黒させる。

「見りゃわかるじゃねえか。そりゃ指詰める道具だ」

　指？

「エンコ詰めだよ。詳くわしく教えてやろうか？　一人でやるなんてめったにないけどな。映画でよくやってる手の甲こうを上に向けるのは噓うそだ。指の腹を上にして指曲げて、包丁をなにかで固定してぶっ叩たたく」

　あ……割り箸ばしとガムテープはひょっとしてそのためか。僕は思わずその不器用にグロテスクな光景を想像して、ぞっとする。暗いプレハブ小屋の中、ひとりで小学生の工作みたいな即席ギロチンを組み立てて小指をその下に置く草壁昌まさ也やの姿。

「あの状況なら医者にも行けなかっただろ。指の切断面はそのままじゃ中に骨があるから縫ぬえない。だから傷口の骨を鋏はさみかナイフで削けずって短くしてから、まわりの肉を寄せて傷口を縫う。クールスプレーは即席麻ま酔すいだ。缶かん一本丸ごと指に使うとしばらくなんにも感じなくなる」

　たぶん僕はひどく青ざめていただろうと思う。

「……なんで……そんなこと」

「だから、岸きし和わ田だの組長宅の近くに隠かくれてたんだろ。手回しが全部だめになったら指詰めて直じか談だん判ぱんするつもりだったんじゃねえのか」

「あ……」

　やくざはほんと馬鹿ばっかりだ。四代目が吐はき捨てる。

「そろそろ車回してくる」

　四代目は立ち上がった。事務所を出しなに、振り向いてぽつりと言う。

「マネーロンダリングの仕組みを守りたかったんだろ、草壁も」

　鉄てつ扉ぴはゆっくりと閉まった。僕はため息をつく。アリスが黙っているぶん、今回は四代目が探たん偵てい役みたいだな……。蛇じやの道は蛇へび、ってとこだろうか。

　簡単な問題だった。僕が馬鹿だっただけだ。

　ただ、今の答えをそのまま解答用紙に書いたらバツを食らうだろう。表現に皮肉が過ぎる。僕は草くさ壁かべ昌まさ也やの、家族を守るための悲壮な覚かく悟ごを思って身震いした。

　追っ手から逃げながらもこの街に留とどまり、彼があちこちにかけていた電話。あれは外国に逃げる算段じゃなかった。海外経由で送金するつてを探していたのだ。

　彼は、岸きし和わ田だ会から回されて処理しきれなくなっていた二億おく円を洗せん浄じようする手段を、どうにかして都合しようとしていたのだ。

　足下に目を落とす。なにかの抜け殻がらみたいな、ボストンバッグ。すべての答え。

「決めたっ」

　書しよ斎さいの戸が勢いよく開いて、メオが飛び出してくる。

「どうかな」

　真っ白でフリルたくさんひらひらのワンピース。肩かた口ぐちは大きく開いている。まだ四月なんだけど、こいつの頭は年中夏なのか。半袖そでなので、包ほう帯たいを巻いた左肘ひじが見えていた。あのとき、父親をつかもうとした腕うで。

　メオの手は──ちゃんと届いた。

「腕、大丈夫だった？」

「え？　あ、うん、まだちょっと痛いけど骨は大丈夫だって。メオ、レントゲン撮るのはじめてだったの、あれって面白いね」

　人生楽しそうだな、こいつ。

「……なんであそこにいたの」

　黙って出ていくなって、あれほど言ったのに。でも、僕の追及は、なんだか負け犬の遠吠えみたいだった。メオの笑顔は一発でしゅんとしぼんでしまう。

「えと。あの。ごめんなさい。でも」

　事務所の入り口に立つ電柱と岩いわ男おを、メオはちらと見た。

「ちゃんと、言ったよ？　メオも行くって。そしたら、乗せてくれた」

　僕もじとーっと二人を見た。電柱と岩男は顔を赤らめてうつむいた。やめろ気持ち悪いから。こいつら女に免めん疫えきゼロかよ。

「兄あに貴きもうかんべんしてください、それ昨日きのう壮そうさんにめちゃくちゃ怒られたんで」と、電柱は僕に向かって手を合わせてへこへこ頭を下げる。

　僕は首を振った。責める気も起きない。

　だって、メオが勝ったのだから。

「助手さんも大丈夫だったの、怪け我が」

「ん？　ああ、大したことない」

　ガーゼを貼はられた頰ほおをなでる。こんなの、怪我のうちにも入らない。他ほかの人たちが支払った代だい償しように比べれば、ちりみたいなものだ。

　草くさ壁かべ昌まさ也やや、アリスが背負ったものに比べれば。

「……メオは、ずっとわかってたの？」

「ん？」

「お父とうさんがどうして逃げ回ってたのか。どうしてお金を隠かくさせたのか。どうして警察に行かなかったのか」

「難しいことはよくわかんない」とメオは首を傾かしげる。「でも、あのマンションはお父さんとお母かあさんとメオが暮らしてた場所だから。お姉ねえさんたちも、お父さんいないと困るし。だからきっと戻ってくるって思ってた」

　また一緒に『ハロー・パレス』で暮らせると、メオは今でも信じているのだ。みんな元通りになると。

　それから草壁昌也も、やっぱりその奇き蹟せきを信じていた。

　あの電話で叫んだ、最後の言葉。メオにだけ向けられた、タイの言葉。

「あれは……なんのことかよくわからなかった。『おまえには母親がいっぱいいるから』って。マンションのお姉さんたちのことかな。いっぱいいるから大丈夫、ってことだったのかな」

　その言葉は、メオを通り抜けて、アリスに届いた。

　それだけでよく解けたものだ。

　彼はあのマンションを守りたかったのだ。

　アジアの色んな国から彼のもとに集まった、家族を。

　彼がいちばん恐れていたのは、自分の手元に汚よごれた資金がだぶついている──つまり、『ハロー・パレス』の洗せん浄じよう能力が限界であるということを、岸きし和わ田だ会に知られてしまうことだった。それを知ったら岸和田会は『ハロー・パレス』を見限る。マネーロンダリングの仕組みを放ほう棄きするとなれば、露ろ見けんを恐れた暴力団によって濾ろ過か装置の一部である『ハロー・パレス』は解体され、住人たちは日本にいられなくなってしまう。警察に行っても同じことだ。

　だから、逃げた。

　あきれたことに、ほんとうに横おう領りようしたふりをしたのだ。すでに自宅には近づけなくなっていたから、メオに電話をかけて、二億おく円を持ち出させた。美み河かわも田た原ばら組もさぞ驚いただろう。草壁昌也の目的なんて知らないのだから。

　つまり、資金が「洗浄しきれずに余っている」ことを岸和田会に悟さとられないように、「洗浄せずに着服した」ように見せかけたのだ。そんなことをするなんてだれが気づける？　でも、それが答えだ。時間を稼かせぐしかなかったのだ。逃げ回って、もがいて、祈って、奇蹟を待つしかなかった。馬鹿だなあ。元通りになるわけないだろ。

　でも、メオは笑って首を振る。

「そんなことないよ。だって、お父さん、ちゃんと生きてた。生きてれば大丈夫。いつか元通りになるよ」

　生きていれば、ね。

　僕はメオに背を向けてかがみ込むと、ボストンバッグのジッパーを引いた。中を手で探る。すべての答えは、持ち手のすぐ裏側にあった。隠かくしポケットだ。僕は縫ぬい目の間を探って、中にあったものを引っぱり出した。

　それは、いつか見た草くさ壁かべ昌まさ也やのものと同タイプの、真っ白な携帯電話。

　開くと、どこか南国の浜辺を背景に二人の男女が映った待ち受け画像。仏ぶつ頂ちよう面づらの草壁昌也はまだ三十手前くらいの若さで、その隣となりに寄り添う女性はメオそっくりだった。

　いつだって答えはシンプルだ。どうやってアリスがこれに気づいたのかはわからないけど。

　草壁昌也はメオと連絡を取る必要なんてなかったのだ。いつでも居場所を知ることができたのだから。

　メオのそばには、いつでも──母親がついていたのだから。

「どうしたの助手さん」

　メオが肩かた越しにのぞき込もうとしたので、僕はあわてて携帯を隠かくしポケットに押し込むとジッパーを閉めた。大人おとなになったら渡すと草壁昌也が言っていたのだから、ここは彼の意思を尊重しよう。

　思えば、彼もずっと妻と一緒にいたのだ。

　毎月、わざわざこのバッグで洗せん浄じよう資金を運んでいたのは、万が一の紛ふん失しつや盗とう難なんに備えるという理由だけじゃなかっただろう。たぶんね。

　僕とメオは、電柱と岩いわ男おに挟はさまれて事務所を出ると、エレベーターで一階まで下りた。鱗うろこ雲ぐもの間から春の陽ひが柔らかく降る、土曜日の昼前。ビルの前の坂になった車道では、四代目の銀のシビック（この人、いったい車何台持ってるんだろう）が後部ドアを開いて待っている。

　乗り込む寸前に、メオが振り向いて言った。

「そうだ、助手さん。言われた通り、お父とうさんにちゃんと言ってみるね」

　僕はぽかんとする。なんのこと？

「それで、だめだったら、そのときは助手さんよろしくね。メオが十六歳さいになったら、助手さんも十八歳だよね？」

　だめだったら、ってなに？　よろしくってどういうこと？

「色々ありがとう。すっごく、ありがとう」







　シビックが走り去った後で、電柱がぽつりと言った。

「やっぱ姐ねえさんに報告かな。浮気はいけねえよ」

　岩いわ男おが返す。

「でも兄あに貴きはこれぐらいブイブイいわせてくれないと」

　だからなんの話だよ。
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　気づけば僕の春休みはもう終わろうとしていた。あっという間の一週間。

　昨日きのう、メオを見送ってからはすぐに『はなまる』でバイトだった。くたびれきって帰ってきて久々に家で寝たので、陽ひがかなり高くなってカーテンの間から差し込み顔を直ちよく撃げきするまで目が覚めなかった。寝ぼけ眼まなこで時計を見ると、もう十時。

「あんたの朝ご飯ないよ」

　着替えて一階に下りた僕を迎えてくれたのは姉のそんな冷たい一言。しかたなくバナナとミカンで空腹をごまかし、部屋に戻った。今日から試用期間も終わって本格的にバイトだから、まかないを食べさせてもらえばいいや。

　もう僕にとっては終わってしまった事件ではあるけれど、それでもなんとなくネットにつないでニュースをチェックしてしまう。

　昨日までなんだか危機感が麻ま痺ひしていたけれど、冷静になって考えてみると僕のやったことはかなり犯罪すれすれだった。ハロー・コーポに乗り込むときに社員に顔見られてるし。僕はまだいい、平ひら坂さか組の連中なんて立派に暴力行為で立件できるようなことをしでかしている。

　今のところ銀行の駐ちゆう車しや場で起きた襲しゆう撃げき事件は表おもて沙ざ汰たにはなっていなかったし、僕のまわりには警察の手は及んでいないようだった。でも田た原ばら組にもにらまれるようなことをしたわけだし（その点については、四代目は気にするな平気だからと言ってくれたけど）、大丈夫だろうか僕は。ちゃんと明日あしたから普通の高校生活に戻れるかどうか不安だった。







　チャイムが鳴ったのは十時半くらい。

　気にも留とめず、しばらくぼんやりとネットを巡じゆん回かいしていると、足音が階段を上がってきた。

「なんか、桑くわ原ばらっていうチャラい男が迎えに来てるよ」と姉が言う。僕はびっくりして椅い子すから下りた。ヒロさんが？

　家の前には、あのブルーの外国車が停まっていた。

「お姉ねえさんめっさ美人じゃん。紹しよう介かいして」

　ヒロさん、顔を合わせて最初の言葉がこれである。まったくこの人はもう。

「ええと……どうしたんですか。来るなら電話くれればよかったのに」

「電話したらきみは逃げるかもしれないからね」

　ヒロさんの肩かた越し、車の方から少女の声。僕は驚いて背伸びする。後部座席の窓が開いていて、クマのぬいぐるみの耳と、艶つややかな黒髪かみが見えた。なんでアリスまで？

「まあ、いいから乗りなよ」

　ヒロさんはドアを開いて僕をアリスの隣となりに押し込むと、運転席に乗った。その日のアリスは、暖色系でちょっとカントリー風の、チェック柄がらとフリルを多用したドレス。これはこれで人形っぽい。

「けっこう色々持ってんだね、服」

「できれば外界に出るときには、いつも喪も服ふくでこの身を鎧よろいたいところだけれどね。今日の行き先も、そうもいかない」

　今日の行き先？

「きみも昼からまた『はなまる』でバイトだろう。春期休業も今日で終わりだね。ここしか空いている時間はなかったからね。ヒロ、出してくれたまえ」

「えっと……どこに行──」

　ヒロさんの車は優秀な加速度で滑すべり出し、僕はのけぞって質問の言葉を吞のみ込んでしまう。

「気をつけたまえ土産みやげが潰つぶれる！」

　アリスに言われて、僕は座席の隅すみに置いてあるその箱に気づいた。『はなまる』のロゴが入った黒い箱だ。

「土産？」

「マスターが作ってくれた特製のアイスケーキだよ。潰つぶれてないだろうね？」

　ちょっと箱が歪ゆがんで、蓋ふたが開きかけていた。中をのぞいてみると、チョコレートやデコレートチップスで綺き麗れいに飾りつけられた卵形のアイスクリームがドライアイスに囲まれて四つ入っている。

「大丈夫みたい。……珍めずらしいアイスだなこれ」

「イースターエッグだよ」

　イースターエッグ？

「今日は復活祭だからね。きみも知らないのかい。イエス・キリストが磔たつ刑けい死ししてから三日後に復活したのを祝う祭りだよ。日本人はクリスマスだけは大騒ぎするが復活祭は日付も知らないのがほとんどだ。単純な祝い事ではないからかもしれないね。受難があってはじめて奇き蹟せきの価値がある。とはいえ」

　アリスは箱の蓋を閉めた。

「ぼくとて誇り高き無む節せつ操そうな日本人だからね。素直にアイスだけ楽しむことにするよ。受難日も安息日も草くさ壁かべ昌まさ也やに任せておけばいい。ぼくらは素直に再会の奇蹟を祝おう」

　再会の奇蹟？

　そこで僕らの会話は途と切ぎれた。

　アリスはじっと運転席の背中を見つめている。ヒロさんは黙ってステアリングを握っている。高級外国車はまるでよく調教された深海魚みたいに静かに車道を滑すべっていく。どこに向かっているんだろう。駅とも『はなまる』とも反対方向だけど。

「……なにも訊きかないのだね」

　アリスがぽつりと言った。

「なにか訊いたら答えてくれるの」

「いいや。たぶんなに一つ答えてやらない」

　ヒロさんの肩かたがかすかに揺れた。笑ったのだ。あいかわらずアリスは身も蓋もないひどいやつだ。でも、僕はもう彼女がなにを考えていたのか知っていた。だから、あのときなにも説明してくれなかったのも責めるつもりはない。

「じゃあ、勝手に喋しやべっていいかな。僕の、ただの思いつき。アリスは聞いてるだけ」

「好きにしたまえ」

　素そっ気けなく言いながらも、アリスはクマのぬいぐるみを挟はさんで、僕の服の裾すそをしっかり握りしめていた。

「──僕は最初、草くさ壁かべ昌まさ也やの口座に二億おく円全部入金するつもりだった。でもアリスは止めたよね。そんで、一部だけをあの互ご助じよ組合の口座に入れて、残りはあちこちの正体も知れない口座に振り分けさせた」

　アリスはかすかにうなずいた。

　あのとき。僕が電話で計画を話したとき、アリスが要求したことが、これだった。つまり、僕が美み河かわ社長に言った噓うそは岸きし和わ田だ会への寄付だけじゃなかったのだ。

　ほんとうは、草壁昌也の口座には一千万くらいしか入っていなかった。一千万円分の振り込み明細でも、大量に分割されたものをどばっと見せつければ目くらましとしては充分。アリスはそう言ったし、実際にその通りだった。五百人分もの利用控えすべてをチェックする余よ裕ゆうなんて彼らにはなかっただろう。

「調べたわけじゃないから推測なんだけど、あのたくさんの口座は、岸和田会があちこちに色んな名義で持っている口座──だよね？」

　アリスの横顔が固まる。ここから先は、彼女が守ろうとした領域。

「アリスはマネーロンダリングをやったんだ」

　ため息みたいに言葉を吐はき出した。

　それしか答えはなかった。

　汚れた二億おく円を分割して、数百人分の口座名義で名前を与えてあちこちに入金し、出所を隠かくして岸和田会に還かん元げんした。それは、まぎれもない資金洗せん浄じようだ。

　なんのために？

　そこから先はもう考えるまでもない。アリスは、草壁昌也が自分の身の安全を捨ててまでこの街に留とどまっていた目的を、そのまま肩かた代わりしたのだ。だぶついた資金を処理するために。岸きし和わ田だ会に『ハロー・パレス』を見捨てさせないために。草くさ壁かべ昌まさ也やや、メオや、依林イーリンさんたちの家を──守る、ために。

　それは、もう、探たん偵ていの仕事じゃない。アリスが自分で言っていた通り。それに──

「資金洗せん浄じようは犯罪だよね。相手がどんな口座かを知って入金を指示したとばれたら捕つかまる。僕はあんまり詳くわしくないけど、この方法はあまりうまいやり方じゃないからばれる可能性もけっこうあると思う。だから」

　アリスの、人形のような横顔を見つめた。
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「だから、僕になにも教えなかったんだろ？」

　振込先はアリスの指示。僕はただ、それに従っただけ。そうすれば、僕に罪はなくなる。そんな方便がほんとうに通用するのかはわからない、けれどアリスが選んだ、僕を守るためのやりかた。

　僕は口をつぐんだ。ほんとうは、こう言ってあげたかった。だれかを助けたり守ったりすることができないなんて、噓うそだよ、と。でもそれは言葉にできなかった。

　なぜかは、わからない。

　長い長い沈黙があった。車は渋じゆう滞たいを抜けて信号を三つ渡り、広い国道に出ていた。

「──死んだ言葉を掘り返す虚むなしさが、理解できたかい」

　やがてアリスがかすれた声で言った。

　僕はうなずいた。こんなの、だれにとってもなんの意味もない。それでも、言葉にせずにはいられない。アリスはこれを何度繰り返し、そのたびに心を削けずってきたんだろう。

「では、もうどうでもいいだろう。メオも草くさ壁かべ昌まさ也やも、ぼくもきみも、生きている。これからも生きていかなきゃいけない。岸きし和わ田だ会も今頃は横おう領りようの真相を知っただろう。だからといって、草壁昌也が背負わされたものは消えない。美み河かわがやったことの落とし前は、彼と会社がつけなきゃいけない。それがやくざの世界の絶対だ。それに、洗せん浄じよう能力がもはや限界であることにもかわりはない。ごくわずか、崩ほう壊かいまでの猶ゆう予よが伸びただけだ。探たん偵ていがいくら小こ細ざい工くを弄ろうそうとも、いくばくかの時間を稼かせごうとも、一度壊こわれたものは元には戻らない。それでも──」

　アリスは窓の外の景色に目をやる。車はゆるやかな坂を上っていく。見たことのある風景。

「それでもぼくらは、生きていかなきゃいけない。残されたものをつぎはぎして、綻ほころびを繕つくろって、折れた櫂かいで川面かわもをかき混ぜて。生きている限り生き続けなきゃいけない。それは神様が、ぼくらニートさえも例外とすることなくすべての生命に書き込んだ命令だ。だから、今は生きている人間のことだけ考えようじゃないか。ほら、もう到着した」

　生きている人間の──

　え、到着？

　車は静かに停車した。どこかの駐ちゆう車しや場だ。アスファルトの上にずっと続く白線の区切りと、まばらな自動車の影。僕は頭を低くして窓の外に目をやる。左手に、いくつもの棟むねに分かれた大きな建物が見える。

　僕はその建物を知っていた。幅はばの広い正面玄げん関かんの上に掲げられた病院の名前は、しっかりと記き憶おくにあった。

「さっさと降りたまえよ。見舞いの土産みやげを忘れずにね」

　アリスがぬいぐるみの頭で僕の顔をぐいぐい押すので、僕は呆ほうけたようになりながらも、ふらふらとドアを開いて車を降りた。

「彩あや夏か、昨日きのう意識が戻ったんだってさ」

　ヒロさんの言ったことを理解するのに、かなりの時間がかかった。

　彩夏の、意識が戻った？

「なにをぼうっと突っ立っているんだい」

　続いて降りてきたアリスが、ぬいぐるみを僕の腰こしに押しつけ、シャツの裾すそにしがみついて言った。

「まさかこの期ごに及んで見舞いに行きたくないなどと言うんじゃないだろうね」

「え、あ、いや……」

　生きている人間のこと。

　メオは言っていた。生きていれば、いつか元通りになる。そんな言葉を無む邪じや気きに信じるには、僕はもう色んなくだらない目に遭あいすぎていた。それでも。それでも──

　信じていなくても、奇き蹟せきは無む慈じ悲ひに、無関心に、無感動に、だれにでも一度起こる。だれにも気づかれなくても。だれにも感謝されなくても。

「だからイースターエッグが四つなのだよ。いいかい、もし彩あや夏かがまだアイスはだめだということになったらぼくが二つ食べるからね、ナルミ、聞いているのかい」

「うん、聞いてるよ」

　弱々しくうなずいた。

　ヒロさんが笑って僕ら二人を見て、それから病院の玄げん関かんに足を向ける。アリスが僕の背中を押す。頼りない腕うでで、頼りない力で。

　それじゃあ──

　生きている人間のことだけ考えよう。

　僕は手にしたアイスの箱の重みを確かめると、ヒロさんの背中を追いかけて歩き出した。





〈了〉












　あとがき




　今年、人生ではじめての確定申しん告こくというものをやってきました。収入が少なく、一社でしか本を出してもらっていませんから所得の計算が楽で、定時の仕事をしているわけではないので時間はいくらでもあり、しかも税務署が自転車で十五分の近さにある──という好条件がそろっていたのに、根ねが無ぶ精しようなもので期限ぎりぎりいっぱい三月十四日に申告です。必要経費の計算は知り合いにレシートをどばっと預けて任せっきりにしておいてこの体ていたらくですから、来年かなり心配です。電気料金の控えを丸ごと失なくしたりしてるのでほんとうはもうちょっと経費が計上できたはずです。むしろアレとかアレとかも資料という名目で経費にできるんじゃないか、なんてがめついことを考えてしまいます。そういった、生まれてはじめての『税金』に対する意識。この二巻のプロットはそこから着想しました。




　……というのはもちろん真まっ赤かな噓うそで、三月に考えついた物語が六月に出版できるわけがありませんごめんなさい。ただでさえ書くの遅いんだし。見事に滑すべりましたが今回もあとがきに四ページもらえたのでこのまま話を続けます。

　小説の着想をいつ得たのかをあとがきに書いておくのは、実は脱税──じゃなかった節税の観点から重要なことなのではないかと思います。

　たとえば僕が今度、音楽を題材にした小説を出すとして、作中に出てくる曲のＣＤを買って経費で落としたとしましょう。税務調査でそのＣＤの領収書が発見されたとき、「小説のために資料として買ったんじゃなくて、もっと前に買っていたＣＤを経費で落とすために無理矢理小説に出したんじゃないのか」なんて真相を看かん破ぱされて追つい徴ちよう課税されるといけませんから、こうしてあとがきで予防線を張っておくわけです。この小説のアイディアは○月○日に思いつきましたよ、と。そうすれば領収書の日付がそれ以降であることによって、資料として買ったという事実が証明できます。

　あとがきというものは文字通り後から書くものだからなんの根こん拠きよにもならないということは税務署には内緒にしておいてください。




　のっけから意地汚い銭ぜにの話ばかり続くことからもおわかりのように、今回はお金の話です。ところで二億おく円という金額を即物的な感覚に置き換えるとき、どういったものを想像するでしょうか。チロルチョコ二千万個ぶんとか即答すると年ねん齢れいがばれそうです（最近は十円じゃないのが多いし）。うまい棒ぼう二千万本ぶんだと出しゆつ自じがばれます。

　二億円を抱かかえた女の子が探たん偵てい事務所に駆かけ込んでくるという導入を思いついたとき、僕が思い出したのは、昔雀荘ジヤンソウに勤めていた頃にたまに顔を見せた客の一人の話でした。

「人間の命は金で買えないというけど」と彼は言いました。「売ることはできる。人間一人を破滅させると、出てくる金額はだいたい二千万円だ。どんなに貧乏なやつでも」

　ほんとうはそのときの彼はべろべろに酔っぱらっていて言葉遣づかいがもっと支し離り滅めつ裂れつだったので、右のせりふはあくまで要約です。彼の弁べんによれば二億おく円というのは十人分の人生の値段ということになります。なにしろ目つきがやばい人だったので、具体的に人間一人からどういう方法で二千万円を抽ちゆう出しゆつするのかは怖くて訊きけませんでした。ただの出で任まかせだった可能性もあります。

　その後、彼の姿を見かけた人はいません。あるいは泡あわのように二千万円を吐はき出した後で、新宿の暗いぬかるみに沈んで消えてしまったのかもしれません。




　ところで、作中に登場する三人麻雀マージヤンは僕が実際に雀荘ジヤンソウで教わったルールなのですが、最近になってネットで調べてみたところ、どうも僕の勤めていた店周辺でしか普及していないルールだったようです。東とう天てん紅こうというルールがそれにかなり近いので、おそらくうちのオーナーが東天紅をベースに独自のルールを追加して作ったのでしょう。北が抜きドラではなく場ば風かぜだったのですが、これはオーナーの出身地である北海道での麻雀によくあるローカルルールなのだそうです。

　なぜあとがきにこんな大多数の読者にはわからない話を書いているのかというと、ひょっとしたら僕が教わったのと同じルールをご存じの方がこの本を手に取って、この文章を読んでくれるかもしれない、という淡い期待からです。

　新宿の雀荘の薄暗がりですれ違ったかもしれない僕らが、ぬかるみの中をともに生き延び、数年後の今になって小説のあとがきを介かいして再会できたとしたら、それはきっと、些さ細さいだけれどかけがえのない奇き蹟せきでしょう。




　もしかしたら僕から借金したまま音沙さ汰たのなくなったあの人とかあの人かもしれませんね。せっかく珍めずらしく真ま面じ目めに締めようとしたあとがきがぶち壊こわしですね。金返してください。




　今回も担当編集の湯ゆ浅あささまとイラストレーターの岸きし田だメルさまをはじめ、大勢の方々からの多大なご協力をいただいてなんとか本になりました。イラストが見たいからという理由で四代目の出番を増やしたなんてことは全然まったくこれっぽっちもないのですが、いただいたラフデザインがメオも四代目もあまりにイメージ通りだったのでめちゃくちゃ嬉うれしいです。いつものようにこの場を借りて厚く御礼申し上げます。ありがとうございました。





二〇〇七年四月　杉すぎ井い 光ひかる









杉すぎ井い　光ひかる

１９７８年、東京生まれ。そのくせ電車の混雑が苦手で埼玉にすら自転車で行くことがしばしば。電車通勤していた時期は自分でもどうやって我慢していたのやら。あ、夜勤だからラッシュなかったっけ。
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岸きし田だメル

１９８３年生まれ、名古屋在住。好きな食べ物はラーメン。好きな飲み物は水。趣味は教育テレビを見ること。絵を描いてるときもずっと見てます。ホームページはhttp://maigo.jp/







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「杉井 光先生」係

「岸田メル先生」係
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神かみ様さまのメモ帳ちよう２








杉すぎ井い 光ひかる





発　行　　　　2012年7月13日





発行者　　　　郡司 聡

発行　　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　https://www.kadokawa.co.jp/





カスタマーサポート

（アスキー・メディアワークス ブランド）

　　　　　　　[WEB] https://www.kadokawa.co.jp/

　　　　　　（「お問い合わせ」へお進みください）





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2007 HIKARU SUGII/ASCII MEDIA WORKS





※2007年6月5日発行の電撃文庫『神様のメモ帳２』初版に基づき制作
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